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あ い さ つ

公益財団法人 群馬県スポーツ協会

理 事 長 松 本 博 崇

このたび、県民の皆様、関係者のご支援、ご協力のもと、令和２年度年報第４１号を発

刊することができましたことに、心から感謝申し上げます。

令和２年度は、社会、経済、スポーツ活動など様々な分野において、新型コロナウイル

スの感染拡大に翻弄された１年でありました。東京オリンピック・パラリンピックが１年

延期に、また、国民体育大会は、鹿児島大会（第７５回大会）が「延期」に、第７６回冬

、 「 」、季大会のスケート・アイスホッケー競技については 諸事情を鑑み 本県として不参加

スキー競技については「中止」となりました。このほか、様々なスポーツイベントや競技

が延期・中止に、さらに、中学校・高等学校の部活動の休止や制限など、スポーツ活動の

全てが多大な影響を受けた１年間となりました。

競技力向上の推進として、例年、ジュニア育成、指導者養成、競技団体支援などの事業

を実施しているところですが、大会や事業の中止が相次ぎ、各競技団体も合同練習や合宿

などの実施が難しい面もある中で、競技の特性に応じた感染防止対策を取りながら事業を

実施する状況となりました 「ぐんまスーパーキッズプロジェクト事業」については、５。

月に予定していた選考会を１１月に行い、短期間ながら１学年の空きが生じることなく実

施することができました。

生涯スポーツの分野においても、県スポーツ少年団の活動、各種大会や指導者養成のた

めの研修会・講習会、また、テニス、アイススケートなどの教室・公開講座事業など、殆

どの事業が中止や延期となりましたが、９月～１１月の感染拡大が幾分落ち着いていた期

間には、スポーツ少年団の大会も一部実施することができました。

施設の管理面については 令和２年３月２日に群馬県総合スポーツセンターの全施設 本、 （

） 、 。館の執務室等を除き が休館となり 令和２年度は全館休館からのスタートとなりました

５月末から順次開館しましたが、アリーナ、武道館を含め、全館（宿泊棟を除き）の開館

は８月１日からとなりました。長期間の休館と開館後も人数制限や無観客対応により総合

スポーツセンターの利用者数は、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館など合計で165,416人、

前年度比84％減となりました。また、伊香保リンクについては、利用者数は24,854人、昨

年度比53.7％の減となりました。今後も、新型コロナウイルスが収束するまでは、しっか

りと対策を講じながら、まさに、安全安心な管理運営に努めて参りたいと思っています。

昨年度の年報の結びで「新型コロナウイルス感染拡大が収束し、今までどおりのスポー

、 。」ツ活動 選手への応援ができる日が１日でも早く戻って来ることを心から願っています

と記しました。未だに『今までどおり』ではない状況の中ではありますが、当協会では皆

様とともに「スポーツ」を通じて明るく元気な群馬県づくりに貢献していきたいと考えて

おりますので、引き続き、ご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、さらに、来年

度発刊の年報では、様々な事業の報告ができることを期待し、あいさつといたします。
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第１編 沿 革

１ 財団法人群馬県スポーツ振興事業団のあゆみ

昭和５１年１０月 知事は、９月議会において、スポーツ振興事業団設立の意向を表明、議会・知事部局

・県体協及びスポーツ団体と協議を開始

昭和５２年 ４月 群馬県スポーツ振興事業団設立研究協議会を設立し、法人の設立、事業内容、組織等

について検討を開始

６月 群馬県スポーツ振興事業団設立準備委員会を設置

７月 発起人会を開催し、法人設立の重要事項を決定

９月 設立許可申請を提出、９月２８日、民法第３４条の規定に基づき法人として、１０月

１日付けで許可

１０月 財団法人群馬県スポーツ振興事業団発足（群馬県庁内に設置） 事務局組織は、総務

課・事業課の２課制

昭和５３年 ４月 総務課・事業課・普及課の３課制

６月 ６月県議会で「スポーツ県群馬の宣言」を議決

昭和５６年１１月 群馬県総合体育センター完成に伴い、事務局が同体育センター内（前橋市関根町）に

移転 事務局組織は、昭和５８年まで総務課・事業課・普及指導課・調査研究課の４

課制

昭和５８年 ４月 事務局長の職を設置

昭和５９年 ４月 県スポーツセンターを受託管理、管理課を新設し５課制

昭和６０年 ４月 財団法人群馬県スポーツ振興事業団と財団法人群馬県体育協会の事務局を統合し、総

務課・管理課・スポーツ相談課・健康スポーツ課・競技スポーツ課の５課制

昭和６１年 ９月 県総合体育センターにおいて県民体力相談事業の開始

昭和６２年１１月 屋内スケート場オープン

平成 元年 ４月 スポーツ資料館開館

平成 ２年 ４月 県秘書課からスポーツイベント誘致委員会が当事業団に移管

平成 ６年１０月 県総合体育施設の建設工事が本格的に着工

平成 ８年１１月 ぐんまアリーナ等の新施設増設に伴い、県総合スポーツセンターとして新たにオープ

ン

平成 ９年 ６月 事業団２０周年を記念して第３６回ＮＨＫ杯体操競技大会を開催

平成１０年 ４月 健康スポーツ課を生涯スポーツ課に、管理課をスポーツ施設課に課名変更し、またス

ポーツ施設課を施設係、利用係と２係制

平成１１年 ９月 評議員制度導入

平成１２年１０月 「第５４回全国レクリエーション大会ＩＮぐんま」が当施設を中心に開催

平成１３年 ４月 ぐんま武道館オープン

平成１４年 ７月 ぐんま武道館弓道場がオープン

平成１６年 ３月 テニスコート管理棟増築とイベント用第２駐車場を整備

１０月 第１７回全国健康福祉群馬大会「ねんりんピックぐんま」のテニスと弓道、閉会式が

当施設で開催

平成１８年 １月 平成１８年度から平成２２年度までの５年間、群馬県総合スポーツセンターの指定管

理者として、群馬県より指定

４月 スポーツ相談課の課名をスポーツ医科学課に変更

平成１９年 ６月 事業団３０周年を記念して「群馬県スポーツ振興事業団３０周年の集い」を開催

平成２１年 ８月 「第４７回全国スポーツ少年大会」が当施設を中心に開催

平成２２年１２月 平成２３年度から平成２５年度までの３年間、群馬県総合スポーツセンターの指定管

理者として、群馬県より指定

第１編 沿 革
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２ 財団法人群馬県体育協会のあゆみ

昭和 ３年１２月 群馬県体育協会が発足（初代会長に大森知事が就任）

昭和２１年 ５月 県体協設立委員会を開催し、新たに会則・役員等を決定。初代民間人会長となる桑原

政栄医学博士を第１３代会長として群馬県体育協会が再建

昭和４２年 ５月 篠原秀吉会長が退任し、関口林五郎副会長が会長に就任

昭和４４年 ４月 財団法人群馬県体育協会の設立が許可

昭和５３年 １月 群馬県体育協会創立５０周年記念式典を挙行

４月 県体協事務局が県教委体育課内に移動

昭和５８年 第３８回国民体育大会の開催

１２月 浜名一雄会長が退任し、関口恒五郎副会長が会長に就任

昭和５９年 ４月 県体協事務局が県総合体育センター内に移動

昭和６０年 ４月 財団法人群馬県スポーツ振興事業団と財団法人群馬県体育協会の事務局を統合

昭和６２年 ５月 関口恒五郎会長が退任し、羽鳥治郎松副会長が会長に就任

昭和６３年１２月 群馬県体育協会創立６０周年記念式典を挙行

平成 元年 ５月 羽鳥治郎松会長が退任し、佐田武夫副会長が会長に就任

平成１０年１２月 群馬県体育協会創立７０周年記念式典を挙行

平成１５年 ４月 スポーツ安全協会群馬県支部が県体協事務局内に移動

平成１６年 ５月 佐田武夫会長が退任し、横田英一副会長が会長に就任

平成２０年１２月 群馬県体育協会創立８０周年記念式典を挙行

３ 財団法人群馬県スポーツ協会のあゆみ

平成２２年 ３月 両法人の理事会・評議員会において、新法人への移行に向け統合を視野に入れて検討

することが承認

平成２３年１･２月 両法人の理事会において、統合を前提として合併協議会を設置し、検討することが承

認

第１回合併協議会を開催し、合併存続法人及び名称、目的、事業等について検討

３月 第２回合併協議会を開催し、合併契約書及び新法人の寄付行為等について検討

両法人の理事会・評議員会において、合併協議会の協議結果が承認

４月 スポーツ医科学課と生涯スポーツ課を１課とし、４課及びスポーツ医科学センターを

設置

群馬県スポーツ振興事業団と群馬県体育協会の合併契約調印式の開催

５月 両法人の理事会・評議員会において、合併契約書及び新法人の理事・評議員等が承認

６月 合併認可申請書を県教育委員会に提出し、合併が認可

１０月 財団法人群馬県スポーツ振興事業団と財団法人群馬県体育協会が合併し、財団法人群

馬県スポーツ協会発足、児玉三郎氏が初代会長に就任

平成２４年 ４月 公益財団法人移行後の最初の評議員候補者会議を開催し、理事候補者を選出

５月 最初の評議員選考委員会を開催し最初の評議員の選考

８月 理事会・評議員会において、公益財団法人群馬県スポーツ協会定款が承認

９月 公益財団法人への移行認定における申請書を群馬県知事に提出

平成２５年 ３月 群馬県知事から、公益財団法人として認定をする認定書が通知

− 2−
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４ 公益財団法人群馬県スポーツ協会のあゆみ

平成２５年 ４月 公益財団法人として、新たにスタート
県の機構改革に伴い担当部署が県教育委員会から県生活文化スポーツ部に移管

６月 公益財団法人として、第１回定時評議員会を開催し、評議員及び役員の選任について
協議し承認

１２月 平成２６年度から平成２８年度までの３年間、群馬県総合スポーツセンターの指定管
理者として、群馬県より指定

平成２６年 ３月 群馬県スポーツ少年団創設５０周年記念式典開催
４月 群馬県総合スポーツセンターの施設使用料の取り扱いについて、新たに一部利用料金

制が導入
平成２７年 １月 第８回理事会を開催し、スポーツ協会の新たなシンボルマークが決定

公益財団法人群馬県スポーツ協会への多くのスポーツ関係団体の加入を図るため、加
盟団体審査基準の見直しを実施

３月 準加盟の３団体、エアロビック連盟、スポーツチャンバラ協会、合気道連盟が正式加
盟となり、ダンススポーツ連盟が準加盟

４月 事務局組織は総務課・スポーツ施設課・生涯スポーツ課・スポーツ医科学課・競技ス
ポーツ課の５課制

１１月 第１３回理事会を開催し、第８３回国民体育大会（平成４０年）を本県で開催するた
めの招致活動を行うことで決定

１２月 県スポーツ協会加盟団体代表者会議を開催し、第８３回国民体育大会（平成４０年）
の招致活動について協議

平成２８年 ２月 協会けんぽと県民の健康づくり推進に向けた包括的連携協定を締結
４月 スポーツ資料館がリニューアルオープン
６月 群馬県、群馬県教育委員会、群馬県議会に対して、第８３回国民体育大会招致要望書

を提出
１２月 平成２９年度から平成３１年度までの３年間、群馬県総合スポーツセンターの指定管

理者として、群馬県より指定
平成２９年 ３月 平成２９年度から平成３１年度までの３年間、伊香保スケートリンクの指定管理者と

して、群馬県より指定
５月 文部科学省、日本体育協会に対し、群馬県、群馬県教育委員会、群馬県スポーツ協会

の連署で、第８３回国民体育大会開催要望書を提出
６月 第２１回理事会を開催し、渡辺幸男氏が第２代会長に就任
７月 第８３回国民体育大会（平成４０年）の開催申請書提出順序了解県として、日本体育

協会が了承（内々定）
第８３回国民体育大会群馬県開催内々定報告会・スポーツの力を群馬からを開催

平成３０年 ２月 第８３回国民体育大会群馬県開催の競技団体説明会を開催
４月 事務局組織はスポーツ医科学課と競技スポーツ課を統合して競技スポーツ課とし、総

務課・スポーツ施設課・生涯スポーツ課の４課制
平成３１年 ３月 第８３回国民体育大会群馬県開催にむけて、冬季競技の検討会議を開催
令和 ２年 ３月 群馬県ダンススポーツ連盟が正式加盟

令和２年度から令和６年まで５年間、群馬県総合スポーツセンター・伊香保リンクの
指定管理者として群馬県より指定

６月 第７５回国民体育大会（鹿児島国体）が新型新型コロナウイルス拡大防止の観点から
延期となり、今年の国民体育大会は開催されないこととなった。

１０月 日本スポーツ協会が臨時理事会で2020鹿児島国体を2023年に延期することを正式決定
した。
この結果、群馬県での国体開催時期も１年延期（2029年）となった。
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第２回総務委員会及び第３７回理事会を開催し、群馬県スポーツ協会長賞候補者２５
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４ 公益財団法人群馬県スポーツ協会のあゆみ

平成２５年 ４月 公益財団法人として、新たにスタート
県の機構改革に伴い担当部署が県教育委員会から県生活文化スポーツ部に移管

６月 公益財団法人として、第１回定時評議員会を開催し、評議員及び役員の選任について
協議し承認

１２月 平成２６年度から平成２８年度までの３年間、群馬県総合スポーツセンターの指定管
理者として、群馬県より指定

平成２６年 ３月 群馬県スポーツ少年団創設５０周年記念式典開催
４月 群馬県総合スポーツセンターの施設使用料の取り扱いについて、新たに一部利用料金

制が導入
平成２７年 １月 第８回理事会を開催し、スポーツ協会の新たなシンボルマークが決定
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盟となり、ダンススポーツ連盟が準加盟

４月 事務局組織は総務課・スポーツ施設課・生涯スポーツ課・スポーツ医科学課・競技ス
ポーツ課の５課制

１１月 第１３回理事会を開催し、第８３回国民体育大会（平成４０年）を本県で開催するた
めの招致活動を行うことで決定

１２月 県スポーツ協会加盟団体代表者会議を開催し、第８３回国民体育大会（平成４０年）
の招致活動について協議
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４月 スポーツ資料館がリニューアルオープン
６月 群馬県、群馬県教育委員会、群馬県議会に対して、第８３回国民体育大会招致要望書

を提出
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理者として、群馬県より指定
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の連署で、第８３回国民体育大会開催要望書を提出
６月 第２１回理事会を開催し、渡辺幸男氏が第２代会長に就任
７月 第８３回国民体育大会（平成４０年）の開催申請書提出順序了解県として、日本体育

協会が了承（内々定）
第８３回国民体育大会群馬県開催内々定報告会・スポーツの力を群馬からを開催
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４月 事務局組織はスポーツ医科学課と競技スポーツ課を統合して競技スポーツ課とし、総

務課・スポーツ施設課・生涯スポーツ課の４課制
平成３１年 ３月 第８３回国民体育大会群馬県開催にむけて、冬季競技の検討会議を開催
令和 ２年 ３月 群馬県ダンススポーツ連盟が正式加盟
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止め
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新型コロナウイルス感染
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令和３年３月３１日現在

№ 氏　名 役　職 団　体　名

1 渡 辺 幸 男 会　　長 学識経験者

2 宇 留 賀 敬 一 副会長 県副知事

3 岩 井 均 〃 県議会議員

4 笠 原 寛 〃 県教育委員会教育長

5 松 本 博 崇 理事長 学識経験者

6 髙 田 勉 業務執行理事 学識経験者

7 海 野 俊 彦 理　　事 群馬陸上競技協会副会長

8 田 中 信 宏 〃 県水泳連盟会長

9 柿 澤 幸 弘 〃 県バレーボール協会副会長

10 針 谷 章 〃 県サッカー協会会長

11 柳 川 益 美 〃 県レスリング協会会長

12 米 山 文 雄 〃 県空手道連盟副会長

13 矢 澤 敏 彦 〃 高崎市スポーツ協会会長

14 内 山 耕 一 〃 佐波郡体育協会会長

15 髙 坂 和 之 〃 県高等学校体育連盟会長

16 中 沢 丈 一 〃 県レクリエーション協会会長

17 小 野 里 順 子 〃 県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会副会長

18 蜂 須 聖 司 〃 県スポーツ推進委員協議会会長

19 渡 邊 秀 臣 〃 県医師会スポーツ担当理事

20 武 藤 勉 〃 県地域創生部スポーツ局長

21 須 藤 昭 男 〃 市町村長

22 小 林 馨 〃 県スポーツ少年団本部長

23 宇 津 木 妙 子 〃 学識経験者

24 清 水 輝 夫 〃 学識経験者

25 遠 藤 祐 司 〃 学識経験者

26 橋 爪 洋 介 〃 学識経験者

27 入 澤 孝 一 〃 学識経験者

28 福 田 芳 美 監　　事 県会計管理者兼会計局長

29 松 本 邦 夫 〃 学識経験者

任期　令和３年６月開催の定時評議員会の終結の時まで

１　理事・監事名簿

第３編 役員等名簿
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　 令和３年３月３１日現在

№ 氏　名 団　体　名 № 氏　名 団　体　名

富 澤 宏 之 スケート連盟 小 平 博 トライアスロン協会

永 井 甲 子 郎 アイスホッケー連盟 堀 米 秀 夫 武術太極拳連盟

林 辰 男 スキー連盟 宮 澤 美 和 エアロビック連盟

武 藤 顕 陸上競技協会 古 澤 秀 明 スポーツチャンバラ協会

安 藤 学 水泳連盟 里 見 弘 道 合気道連盟

山 浦 康 男 サッカー協会 滋 野 文 夫 前橋市スポーツ協会

澁 澤 英 男 テニス協会 井 草 修 一 高崎市スポーツ協会

長 井 俊 蔵 ボート協会 春 川 昭 二 桐生市体育協会

松 下 璋 彦 ホッケー協会 反 町 光 雄 伊勢崎市スポーツ協会

中 村 司 ボクシング連盟 對 比 地 佳 一 太田市スポーツ協会

青 木 正 幸 バレーボール協会 須 田 章 夫 沼田市体育協会

橋 爪 俊 夫 体操協会 相 川 敏 雄 館林市体育協会

池 田 照 バスケットボール協会 水 沢 淳 渋川市スポーツ協会

米 山 守 レスリング協会 髙 田 明 彦 藤岡市スポーツ協会

中 川 淳 セーリング連盟 神 宮 直 仁 富岡市スポーツ協会

小 池 務 ウエイトリフティング協会 中 島 好 弘 安中市スポーツ協会

永 井 正 ハンドボール協会 柴 田 敦 みどり市スポーツ協会

板 鼻 昭 自転車競技連盟 丸 山 光 雄 佐波郡体育協会

佐 藤 栄 一 ソフトテニス連盟 三 俣 好 文 北群馬郡スポーツ協会

植 原 章 雄 卓球協会 今 井 博 之 多野郡体育協会

髙 地 康 男 野球連盟 神 戸 豊 甘楽郡体育協会

山 崎 幸 一 相撲連盟 富 澤 辰 男 吾妻郡スポーツ協会

松 本 長 光 馬術連盟 中 島 芳 明 利根郡スポーツ協会

国 松 伸 次 フェンシング協会 根 岸 孝 志 邑楽郡体育振興会

鳥 居 吉 二 柔道連盟 松 本 広 行 高等学校体育連盟

宮 沢 武 ソフトボール協会 清 水 淳 中学校体育連盟

新 木 恵 一 バドミントン協会 稲 山 宏 一 レクリエーション協会

川 端 文 夫 弓道連盟 河 﨑 和 代 健康スポーツ指導者協議会

小 嶋 高 穂 ライフル射撃協会 平 林 知 巳 総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

小 林 一 隆 剣道連盟 金 子 正 男 フォークダンス協会

山 口 和 男 ラグビーフットボール協会 中 島 定 男 グラウンド・ゴルフ協会

小 林 達 也 山岳連盟 佐 々 木 惠 子 ３Ｂ体操協会群馬県支部

石 坂 志 津 子 カヌー協会 髙 木 照 雅 ウォーキング協会

黒 沢 静 男 アーチェリー協会 桑 原 和 彦 市町村スポーツ・体育主管課長会議

齋 藤 隆 空手道連盟 中 村 寧 孝 スポーツ指導者協議会

橋 本 学 銃剣道連盟 石 北 敏 一 スポーツドクター協議会

平 塚 重 治 クレー射撃協会 植 田 暁 スポーツ推進委員協議会

三 越 好 子 なぎなた連盟 瀬 古 聖 一 医師会

新 里 擁 亮 ボウリング連盟 黒 田 真 右 歯科医師会

赤 石 勝 義 ゴルフ連盟 天 田 彰 義 薬剤師会

茂 木 啓 司 ＪＡＢＡ群馬県野球連盟 荻 野 誠 障害者スポーツ協会

木 村 修 平 ゲートボール協会 髙 原 啓 成 学識経験者

柗 井 秀 明 綱引連盟 矢 島 貢 学識経験者

江 原 謙 治 少林寺拳法連盟

任期　令和３年６月開催の定時評議員会の終結の時まで

２２　　評評議議員員名名簿簿２　評議員名簿
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区　　　　分 委　　員　　長 副　委　員　長

総務委員会 矢　澤　敏　彦 海　野　俊　彦 田　中　信　宏 ・ 渡　邊　秀　臣

小野里　順　子 武　藤　　　勉 ・ 田　中　　　義

遠　藤　祐　司 ・ 河　﨑　和　代

生涯スポーツ推進委員会 小野里　順　子 小　林　　　馨 蜂　須　聖　司 ・ 反　町　光　雄

内　山　耕　一 稲　山　宏　一 ・ 桑　原　和　彦

荻　野　　　誠 ・ 大　竹　恵　子

北　爪　喜久雄 ・ 今　井　美　子

選手強化委員会 海　野　俊　彦 柿　澤　幸　弘 鳥　羽　完　司 ・ 小茂田　　　猛

米　山　文　雄 石　坂　志津子 ・ 鳥　居　吉　二

上　條　　　隆 ・ 関　　　英　明

松　本　広　行 ・ 長　岡　玲　子

田　中　徹　浩 ・ 岩　﨑　眞　美

中　村　　　司 ・ 田　中　規　王

国民体育大会推進委員会 田　中　信　宏 髙　坂　和　之 針　谷　　　章 ・ 富　澤　宏　之

宮　沢　　　武 小　林　一　隆 ・ 佐　藤　栄　一

塚　越　正　弘 ・ 明　石　智　治

清　水　　　淳 ・ 関　根　　　努

スポーツ医科学委員会 渡　邊　秀　臣 柳　川　益　美 長谷川　　　昭 ・ 木　村　雅　史

白　倉　賢　二 上　條　　　隆 ・ 石　北　敏　一

櫻　岡　　　広 ・ 鈴　木　光　之

坂　本　雅　昭 ・ 清　水　　　透

斉　藤　　　崇 ・ 木　村　典　代

中　雄　勇　人

３　委員会委員名簿

委　　　　　　員

令和３年３月３１日現在

　　　任期：令和３年６月開催の定時評議員会の終結の時まで
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令和３年３月３１日現在

№ 役　職 氏　　名 選　出　団　体（母体） 備　　　　　　考

1 本部長 小 林 馨 地　域（西　毛） 高崎市本部長　スポーツ協会理事

2 副本部長 松 本 博 崇 (公財)群馬県スポーツ協会 理事長

3 〃 武 藤 勉 群馬県 地域創生部スポーツ局局長

4 〃 加 藤 隆 志 群馬県教育委員会 教育次長

5 〃 關 口 充 雄 地　域（中　毛） 前橋市本部長

6 常任委員 小 野 里 勝 　〃　（　〃　） 伊勢崎市本部長

7 〃 栗 田 芳 昭 　〃　（　〃　） 吉岡町本部長

8 〃 蛭 沼 隆 雄 　〃　（東　毛） 桐生市本部長

9 〃 伏 島 治 　〃　（　〃　） 太田市副本部長

10 〃 近 藤 幸 一 郎 　〃　（　〃　） 邑楽町本部長

11 〃 堀 越 敬 一 　〃　（西　毛） 藤岡市副本部長

12 〃 清 水 株 雄 　〃　（　〃　） 甘楽町本部長 

13 〃 大 木 昭 彦 　〃　（北　毛） 沼田市副本部長

14 〃 佐 藤 力 也 　〃　（　〃　） 中之条町本部長

15 〃 林 利 幸 　〃　（　〃　） みなかみ町本部長

16 〃 高 原 啓 成 学識経験者（県地域創生部） スポーツ振興課長

17 〃 矢 島 貢 〃（県教育委員会） 健康体育課長

19 〃 狩 野 誠 〃（指導者協議会） 運営委員長

20 〃 川 又 賛 菜 　　〃（関係競技団体） 県スケ－ト連盟　強化コーチ

21 〃 福 田 茂 樹 〃 (　 　〃 　　） 県スキ－連盟

22 〃 牛 久 保 敏 之 〃 (　 　〃 　　） 県サッカー協会　常務理事

23 〃 山 本 督 次 〃 (　 　〃 　　） 県小学生バレーボール連盟　会長

24 〃 銭 谷 和 雄 〃 (　 　〃 　　） 県バスケットボール協会　副会長

25 〃 江 原 洋 正 〃 (　 　〃 　　） 県レスリング協会　副理事長

26 〃 堀 江 裕 治 〃 (　 　〃 　　） 県卓球協会　常務理事

27 〃 金 澤 公 一 〃 (　 　〃 　　） 県野球連盟　副理事長

28 〃 大 澤 哲 夫 〃 (　 　〃 　　） 県柔道連盟　常任理事

29 〃 米 田 英 夫 〃 (　 　〃 　　） 県ソフトボ－ル協会　常務理事

30 〃 中 山 紀 男 〃 (　 　〃 　　） 県剣道連盟　事務局長

31 〃 坂 本 健 治 〃 (　 　〃 　　） 県空手道連盟　理事

32 〃 佐 藤 栄 一 〃 (　 　〃 　　） 県ソフトテニス連盟　理事長

33 〃 新 木 恵 一 〃 (　 　〃 　　） 県バドミントン協会　理事長

34 〃 北 爪 喜 久 雄 〃 ( 小　体　研 ） 県小学校体育研究会　会長

35 〃 倉 嶌 博 子 　〃 ( リーダー会 ） 県スポーツ少年団リ－ダ－会代表顧問

４　群馬県スポーツ少年団役員名簿
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５ 事務局名簿

令和３年３月３１日現在
理 事 長 松 本 博 崇
事 務 局 長 髙 田 勉（県総合スポーツセンター館長）

総 務 課 次長 兼 課長 植 木 正 美
主 幹 柳 川 望 美
主 任 青 木 建 也
主 事 吉 田 奈那子
年度雇用職員 関 根 朱 実

〃 鈴 木 恵 子（スポーツ安全協会群馬県支部）
〃 湯 浅 弘 子（ 〃 ）

スポーツ施設課 課 長 戸 塚 真 史
主 事 高 橋 舞

〃 中 野 絵 実
〃 関 根 雅 弥

専 門 員 山 口 倫 昭
年度雇用職員 小 松 敏 子

〃 櫻 井 小百合
〃 町 田 大 輔
〃 小田桐 文 子
〃 石 田 容 子
〃 鈴 木 さかえ
〃 遠 藤 仁
〃 長谷川 喜久男
〃 新 井 利 昇
〃 四方田 真 優
〃 福 島 明
〃 神 尾 教 本
〃 中 富 博 男
〃 渡 辺 浩
〃 阪 西 俊 峰
〃 木 村 恵 治
〃 細 野 栄 一
〃 松 村 敏 之
〃 清 水 邦 夫
〃 竹之内 里 子

スポーツ施設課 主事(ﾘﾝｸ長) 須 田 洋 輔
(伊香保リンク) 主 事 木 村 洋 介

年度雇用職員 堀 込 進
〃 橋 爪 敏 彦
〃 永 見 美弥子
〃 宮 代 夏 実
〃 黒 岩 満

生涯スポーツ課 補佐 兼 課長 高 橋 史 倫
主 事 鍜治川 和 也

〃 光 井 柚 子
〃 瀧 啓 介

年度雇用職員 白 岩 淳
ｸﾗﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 小 林 秀 光（公益財団法人日本スポーツ協会）
年度雇用職員 石 橋 世津子（県レクリエーション協会）

競技スポーツ課 課 長 小 林 武 広
主 事 木 暮 昭 仁

〃 山 大 輔
〃 千 葉 捺 美
〃 坂 東 尚 美

専 門 員 遠 藤 伸 治
年度雇用職員 清 水 輝 夫

〃 桑 原 彩 奈
〃 舩 津 桂 子
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第４編 実施事業の概要

【 概 要 】
県民総スポーツを目標として、スポーツの健全なる普及・発展に努め、競技力向上と生涯スポーツの

推進及び健康・体力の保持増進を図り、もって健康で明るく豊かなスポーツ健康立県を実現するため、

関係機関・団体との連携強化を図り、各種事業を積極的かつ効果的に推進した。

なお、県からの受託事業では、ぐんまねんりんピック2020の事業を受託したが、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため中止とした。

また、県有スポーツ施設の受託管理については、総合スポーツセンターの効果的な活用に努め、県民

の誰もがスポーツ活動や健康・体力づくりあるいは各種スポーツ相談等の場として利用できるよう広く

ＰＲし、利用の促進を図るとともに施設整備の保守、管理に万全を期した。

Ⅰ 生涯スポーツの推進に関する事業
１ スポーツの普及啓発に関する事業
（１）健康スポーツ指導者バンク運営事業

（ア） 生涯スポーツ巡回指導

・健康スポーツ指導者バンク登録者 112人

・巡回スポーツ指導 通 年 県内各地（ 38会場） 人43

・健康スポーツ指導者バンク運営 通 年 県内各地（7,791件） 23,750人

（イ）健康スポーツ指導者の養成

・健康スポーツ指導者養成講習会

コロナウイルス感染拡大防止対策として中止新型

（ウ）健康スポーツ指導者の資質向上

コロナウイルス感染拡大防止のため中止・健康スポーツ指導者研修会 新型

（２）生涯スポーツ普及事業

（ア） 生涯スポーツの普及・推進

・生涯スポーツ講習会 9月1日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 61人

（３）総合型地域スポーツクラブ育成推進事業

（ア）総合型地域スポーツクラブ育成推進事業

・活動支援クラブ 35クラブ（22市町村）

・現地ヒアリング実績 15市町村

１．バンク写真① ２．総合型写真①

健康スポーツ指導者養成講習会 総合型クラブ視察

第４編 実施事業の概容

112人

43人

23,750人

61人

15市町村
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２ スポーツの機会を提供する事業
（１）スポーツ体験事業

（ア）チャレンジスポーツ教室
・県アイスホッケー連盟 ３月13日・３月21日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ伊香保ﾘﾝｸ

３月27日 81人
・県水泳連盟 12月12日 関水電業敷島プール 16人
・県ホッケー協会 10月17日・11月21日 月夜野緑地施設内運動広場 90人
・県バレーボール協会 中止
・県セーリング連盟 ７月12日・９月６日 渡良瀬遊水地 22人
・県ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 中止
・県自転車競技連盟 ７月18日 岩神緑地前橋市ｵﾌﾛｰﾄﾞｻｲｸﾙｺｰｽ 45人
・県ライフル射撃協会 中止
・県剣道連盟 中止
・県山岳連盟 中止
・県カヌー協会 中止
・県銃剣道連盟 12月６日・１月17日 しんとうスポーツアリーナ
・県なぎなた連盟 中止
・県ボウリング連盟 10月17日 ドリームスタジアム太田

12月19日 藤岡ボウル 69人
・高崎市スポーツ協会 12月５日 群馬県立高崎東高等学校 25人
・桐生市体育協会 中止
・渋川市スポーツ協会 11月３日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ伊香保ﾘﾝｸ 58人
・藤岡市スポーツ協会 ７月11日・10月31日 藤岡総合運動公園 陸上競技場 118人

（イ）プロスポーツ選手等との交流教室
・渡部絵美スケート教室 令和２年11月 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｱｲｽｱﾘｰﾅ

中止

（２）教室・公開講座開催事業

（ア）テニス公開講座
４月～11月 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾃﾆｽｺｰﾄ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
（イ）初心者アイススケート教室

第１回 12月15日～18日 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｱｲｽｱﾘｰﾅ
第２回 １月19日～22日 〃

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
（ウ）エンジョイ健康教室

前期 ４月15日～７月17日 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｱﾘｰﾅ
中期 ９月２日～11月27日 〃
後期 12月２日～２月24日 〃

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
初心者カーリング教室（エ）
月初旬・２月下旬（２日間）11

県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（３）総合スポーツセンター管理運営事業
、 、地方自治法第244条の２第３項の規定により 令和２年度から令和６年度までの５年間について

県総合スポーツセンターの指定管理者として、群馬県より５期目の指定を受け１年目の管理運営

となった。

なお、県総合スポーツセンターの管理運営に当たっては、県総合スポーツセンターの設置及び

管理に関する条例及び同条例施行規則並びに群馬県との管理及び運営に関する基本協定書に基づ

き、適正かつ万全な運営に努めた。

（ア）施設の点検・整備・安全・衛生管理

本協会が指定を受けた施設と設備については、職員や専門業者などによる保守点検整備等を行

い、その機能が十分発揮されるように適切な維持管理を図った。

また、施設の監視・警備業務や清掃業務等についても専門業者に委託し、施設利用に係る利便

性の向上、安全性の確保等に努めた。

（イ）指定管理者制度指定

「群馬県総合スポーツセンターの管理及び運営に関する年度協定」締結

令和２年４月１日から令和７年３月31日まで（１年目）

（ウ）管理運営に関する基本方針

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民体力の保持増進、競技力向上を目指し、

健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応え、
安全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実行した。また、

、 、 、この施設の設置目的を達成するため 管理運営上の基本方針 環境保護策等を的確に把握し
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下においても、県民へのサービス向上を
第一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（エ）管理運営施設

県総合スポーツセンター 本館、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館、弓道場、サブアリーナ、

アイスアリーナ、テニスコート、ふれあいグラウンド、宿泊棟、

アーチェリー場、スポーツ資料館、その他の付属施設

（オ）施設の活用

管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及推進に

資するよう利用促進を図るとともに、大規模なスポーツイベント等の受け入れや実施事業を積極

的に行い、効果的な施設の活用を図った。

新型コロナウイルス感染防止対策として４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き全館休

館、５月28日からトレーニング室、本館会議室、テニスコート、アーチェリー場を開館し、７月

２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開館し

た。

・大規模大会の利用状況（８大会）

10月24日～25日 全日本ノービスフィギュアスケート選手権大会 840人

11月14日～15日 スーパーキッズ選考会 920人

12月12日～13日 中体連卓球ぐんまチャレンジリーグ2020 1,640人

12月19日～20日 1,820人前橋市長杯U12バスケットボール大会

12月25日～27日 関東高校選抜卓球大会 4,800人

３月６日 春の小学生ドッジボール選手権大会 1,200人

３月23日 1,180人令和２年度群馬大学学位記授与式

３月27日～28日 4,000人第３回群馬県バスケットボールフェスティバル

（カ）利用者数

令和２年度利用者数は、ぐんまアリ－ナ42,813人、ぐんま武道館35,372人、サブアリーナ28,2

22人、本館11,110人、アイスアリーナ12,366人、テニスコート（会議室を含む）29,041人、ふれ

あいグラウンド3,251人、宿泊室０人、アーチェリー場3,241人の合計165,416人であった。

４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

、 、 、 、 、全館休館 ５月28日からトレーニング室 本館会議室 テニスコート アーチェリー場を開館し

７月２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開

館した。

月別等の内訳は第７編各事業関連資料編73ページのとおりである。

（キ）利用料金の収納
施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を利用料金収入として計上した。令和２年度の利用料金
収入は28,165,710円であり、内訳は ページのとおりである。７編各事業関連資料編74

（ク）県総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように県総合スポーツセ
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県総合スポーツセンター 本館、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館、弓道場、サブアリーナ、

アイスアリーナ、テニスコート、ふれあいグラウンド、宿泊棟、

アーチェリー場、スポーツ資料館、その他の付属施設

（オ）施設の活用

管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及推進に

資するよう利用促進を図るとともに、大規模なスポーツイベント等の受け入れや実施事業を積極

的に行い、効果的な施設の活用を図った。

新型コロナウイルス感染防止対策として４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き全館休

館、５月28日からトレーニング室、本館会議室、テニスコート、アーチェリー場を開館し、７月

２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開館し

た。

・大規模大会の利用状況（８大会）

10月24日～25日 全日本ノービスフィギュアスケート選手権大会 840人

11月14日～15日 スーパーキッズ選考会 920人

12月12日～13日 中体連卓球ぐんまチャレンジリーグ2020 1,640人

12月19日～20日 1,820人前橋市長杯U12バスケットボール大会

12月25日～27日 関東高校選抜卓球大会 4,800人

３月６日 春の小学生ドッジボール選手権大会 1,200人

３月23日 1,180人令和２年度群馬大学学位記授与式

３月27日～28日 4,000人第３回群馬県バスケットボールフェスティバル

（カ）利用者数

令和２年度利用者数は、ぐんまアリ－ナ42,813人、ぐんま武道館35,372人、サブアリーナ28,2

22人、本館11,110人、アイスアリーナ12,366人、テニスコート（会議室を含む）29,041人、ふれ

あいグラウンド3,251人、宿泊室０人、アーチェリー場3,241人の合計165,416人であった。

４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

、 、 、 、 、全館休館 ５月28日からトレーニング室 本館会議室 テニスコート アーチェリー場を開館し

７月２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開

館した。

月別等の内訳は第７編各事業関連資料編73ページのとおりである。

（キ）利用料金の収納
施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を利用料金収入として計上した。令和２年度の利用料金
収入は28,165,710円であり、内訳は ページのとおりである。７編各事業関連資料編74

（ク）県総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように県総合スポーツセ

また、施設の監視・警備業務や清掃業務等についても専門業者に委託し、施設利用に係る利便

性の向上、安全性の確保等に努めた。

（イ）指定管理者制度指定

「群馬県総合スポーツセンターの管理及び運営に関する年度協定」締結
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健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応え、
安全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実行した。また、
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３月６日 春の小学生ドッジボール選手権大会 1,200人

３月23日 1,180人令和２年度群馬大学学位記授与式

３月27日～28日 4,000人第３回群馬県バスケットボールフェスティバル

（カ）利用者数

令和２年度利用者数は、ぐんまアリ－ナ42,813人、ぐんま武道館35,372人、サブアリーナ28,2

22人、本館11,110人、アイスアリーナ12,366人、テニスコート（会議室を含む）29,041人、ふれ

あいグラウンド3,251人、宿泊室０人、アーチェリー場3,241人の合計165,416人であった。

４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

、 、 、 、 、全館休館 ５月28日からトレーニング室 本館会議室 テニスコート アーチェリー場を開館し

７月２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開

館した。

月別等の内訳は第７編各事業関連資料編73ページのとおりである。

（キ）利用料金の収納
施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を利用料金収入として計上した。令和２年度の利用料金
収入は28,165,710円であり、内訳は ページのとおりである。７編各事業関連資料編74

（ク）県総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように県総合スポーツセ

また、施設の監視・警備業務や清掃業務等についても専門業者に委託し、施設利用に係る利便

性の向上、安全性の確保等に努めた。

（イ）指定管理者制度指定

「群馬県総合スポーツセンターの管理及び運営に関する年度協定」締結

令和２年４月１日から令和７年３月31日まで（１年目）

（ウ）管理運営に関する基本方針

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民体力の保持増進、競技力向上を目指し、

健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応え、
安全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実行した。また、

、 、 、この施設の設置目的を達成するため 管理運営上の基本方針 環境保護策等を的確に把握し
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下においても、県民へのサービス向上を
第一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（エ）管理運営施設

県総合スポーツセンター 本館、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館、弓道場、サブアリーナ、

アイスアリーナ、テニスコート、ふれあいグラウンド、宿泊棟、

アーチェリー場、スポーツ資料館、その他の付属施設

（オ）施設の活用

管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及推進に

資するよう利用促進を図るとともに、大規模なスポーツイベント等の受け入れや実施事業を積極

的に行い、効果的な施設の活用を図った。

新型コロナウイルス感染防止対策として４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き全館休

館、５月28日からトレーニング室、本館会議室、テニスコート、アーチェリー場を開館し、７月

２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開館し

た。

・大規模大会の利用状況（８大会）

10月24日～25日 全日本ノービスフィギュアスケート選手権大会 840人

11月14日～15日 スーパーキッズ選考会 920人

12月12日～13日 中体連卓球ぐんまチャレンジリーグ2020 1,640人

12月19日～20日 1,820人前橋市長杯U12バスケットボール大会

12月25日～27日 関東高校選抜卓球大会 4,800人

３月６日 春の小学生ドッジボール選手権大会 1,200人

３月23日 1,180人令和２年度群馬大学学位記授与式

３月27日～28日 4,000人第３回群馬県バスケットボールフェスティバル

（カ）利用者数

令和２年度利用者数は、ぐんまアリ－ナ42,813人、ぐんま武道館35,372人、サブアリーナ28,2

22人、本館11,110人、アイスアリーナ12,366人、テニスコート（会議室を含む）29,041人、ふれ

あいグラウンド3,251人、宿泊室０人、アーチェリー場3,241人の合計165,416人であった。

４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

、 、 、 、 、全館休館 ５月28日からトレーニング室 本館会議室 テニスコート アーチェリー場を開館し

７月２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開

館した。

月別等の内訳は第７編各事業関連資料編73ページのとおりである。

（キ）利用料金の収納
施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を利用料金収入として計上した。令和２年度の利用料金
収入は28,165,710円であり、内訳は ページのとおりである。７編各事業関連資料編74

（ク）県総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように県総合スポーツセ

また、施設の監視・警備業務や清掃業務等についても専門業者に委託し、施設利用に係る利便

性の向上、安全性の確保等に努めた。

（イ）指定管理者制度指定

「群馬県総合スポーツセンターの管理及び運営に関する年度協定」締結

令和２年４月１日から令和７年３月31日まで（１年目）

（ウ）管理運営に関する基本方針

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民体力の保持増進、競技力向上を目指し、

健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応え、
安全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実行した。また、

、 、 、この施設の設置目的を達成するため 管理運営上の基本方針 環境保護策等を的確に把握し
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下においても、県民へのサービス向上を
第一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（エ）管理運営施設

県総合スポーツセンター 本館、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館、弓道場、サブアリーナ、
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管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及推進に

資するよう利用促進を図るとともに、大規模なスポーツイベント等の受け入れや実施事業を積極

的に行い、効果的な施設の活用を図った。

新型コロナウイルス感染防止対策として４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き全館休

館、５月28日からトレーニング室、本館会議室、テニスコート、アーチェリー場を開館し、７月

２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開館し

た。

・大規模大会の利用状況（８大会）

10月24日～25日 全日本ノービスフィギュアスケート選手権大会 840人

11月14日～15日 スーパーキッズ選考会 920人

12月12日～13日 中体連卓球ぐんまチャレンジリーグ2020 1,640人

12月19日～20日 1,820人前橋市長杯U12バスケットボール大会

12月25日～27日 関東高校選抜卓球大会 4,800人

３月６日 春の小学生ドッジボール選手権大会 1,200人

３月23日 1,180人令和２年度群馬大学学位記授与式

３月27日～28日 4,000人第３回群馬県バスケットボールフェスティバル

（カ）利用者数

令和２年度利用者数は、ぐんまアリ－ナ42,813人、ぐんま武道館35,372人、サブアリーナ28,2

22人、本館11,110人、アイスアリーナ12,366人、テニスコート（会議室を含む）29,041人、ふれ

あいグラウンド3,251人、宿泊室０人、アーチェリー場3,241人の合計165,416人であった。

４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

、 、 、 、 、全館休館 ５月28日からトレーニング室 本館会議室 テニスコート アーチェリー場を開館し

７月２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開

館した。

月別等の内訳は第７編各事業関連資料編73ページのとおりである。

（キ）利用料金の収納
施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を利用料金収入として計上した。令和２年度の利用料金
収入は28,165,710円であり、内訳は ページのとおりである。７編各事業関連資料編74

（ク）県総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように県総合スポーツセ

また、施設の監視・警備業務や清掃業務等についても専門業者に委託し、施設利用に係る利便

性の向上、安全性の確保等に努めた。

（イ）指定管理者制度指定

「群馬県総合スポーツセンターの管理及び運営に関する年度協定」締結

令和２年４月１日から令和７年３月31日まで（１年目）

（ウ）管理運営に関する基本方針

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民体力の保持増進、競技力向上を目指し、

健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応え、
安全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実行した。また、

、 、 、この施設の設置目的を達成するため 管理運営上の基本方針 環境保護策等を的確に把握し
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下においても、県民へのサービス向上を
第一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（エ）管理運営施設

県総合スポーツセンター 本館、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館、弓道場、サブアリーナ、

アイスアリーナ、テニスコート、ふれあいグラウンド、宿泊棟、

アーチェリー場、スポーツ資料館、その他の付属施設

（オ）施設の活用

管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及推進に

資するよう利用促進を図るとともに、大規模なスポーツイベント等の受け入れや実施事業を積極

的に行い、効果的な施設の活用を図った。

新型コロナウイルス感染防止対策として４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き全館休

館、５月28日からトレーニング室、本館会議室、テニスコート、アーチェリー場を開館し、７月

２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開館し

た。

・大規模大会の利用状況（８大会）

10月24日～25日 全日本ノービスフィギュアスケート選手権大会 840人

11月14日～15日 スーパーキッズ選考会 920人

12月12日～13日 中体連卓球ぐんまチャレンジリーグ2020 1,640人

12月19日～20日 1,820人前橋市長杯U12バスケットボール大会

12月25日～27日 関東高校選抜卓球大会 4,800人

３月６日 春の小学生ドッジボール選手権大会 1,200人

３月23日 1,180人令和２年度群馬大学学位記授与式

３月27日～28日 4,000人第３回群馬県バスケットボールフェスティバル

（カ）利用者数

令和２年度利用者数は、ぐんまアリ－ナ42,813人、ぐんま武道館35,372人、サブアリーナ28,2

22人、本館11,110人、アイスアリーナ12,366人、テニスコート（会議室を含む）29,041人、ふれ

あいグラウンド3,251人、宿泊室０人、アーチェリー場3,241人の合計165,416人であった。

４月１日から５月27日の期間は一部会議室を除き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

、 、 、 、 、全館休館 ５月28日からトレーニング室 本館会議室 テニスコート アーチェリー場を開館し

７月２日からサブアリーナ、本館スポーツルームを開館、８月１日から宿泊棟を除く施設を全開

館した。

月別等の内訳は第７編各事業関連資料編73ページのとおりである。

（キ）利用料金の収納
施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を利用料金収入として計上した。令和２年度の利用料金
収入は28,165,710円であり、内訳は ページのとおりである。７編各事業関連資料編74

（ク）県総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように県総合スポーツセ

ンター施設の無料開放をすることとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止対策とし
て人数制限を設けながらの開館であったため、県民スポーツの日（毎月10日）とアイスアリ
ーナの無料開放は休止、県民の日（10月28日）のみの実施となった。

①「県民スポーツの日 ・ 県民の日」無料開放施設」「

施 設 名 主 な 用 途 県民ｽﾎﾟｰﾂの日 県民の日
（毎月10日) （10月28日）
※今年度は
実施なし

ぐんまアリーナ メインフロア ○ ○バレーボール バスケットボール、 、
バドミントン

ぐんま武道館 道場(４箇所) 柔道、剣道、空手 ○ ○
弓道場 弓道 ○ ○

サブアリーナ サブフロア ○ ○バレーボール バスケットボール、 、
バドミントン

特殊種目場 相撲、ボクシング、フェンシング、 ○ ○
(５箇所) レスリング、ウエイトリフティング
トレーニング室 筋力・持久力強化 ○ ○
卓球室 卓球 ○ ○
スポーツルーム バレーボール、ミニバス、 ○ ○

本 館 バドミントン
多目的ルーム ダンス、健康体操 ○ ○

テニスコート テニス ○ ○
アイスアリーナ アイススケート ○
アーチェリー場 アーチェリー ○ ○

②「県民の日」無料開放利用者数

（ ）開 放 施 設 単位：人

本 館 テニスコート アイスアリーナ ふれあいグラウンド アーチェリー場ぐんまアリーナ ぐんま武道館 サブアリーナ

110 161 97 34 72 148 0 11県民の日
１０月２８日（水）晴れ

合 計 633
（単位：人）

（ケ）施設設備の維持管理

、 、 。施設及び設備は適正な保守管理 業務の委託等により 円滑な運営と維持管理に万全を図った

・大規模工事

県スポーツ振興課の協力のもと、下記工事を実施した。

テニスコート女子トイレ洋式化工事群馬県総合スポーツセンター

アイスアリーナ冷凍機ユニット圧縮機交換工事群馬県総合スポーツセンター

群馬県総合スポーツセンター宿泊棟厨房内排水角桝改修工事

群馬県総合スポーツセンター本館浄化槽修繕工事

群馬県総合スポーツセンターアイスアリーナ天井復旧工事

群馬県総合スポーツセンターアイスアリーナ排煙窓更新工事

群馬県総合スポーツセンターサブアリーナ男子・女子シャワー室改修工事

群馬県総合スポーツセンターぐんまアリーナ空調リモートユニット更新工事

群馬県総合スポーツセンター本館２ スポーツルーム排煙オペレーター修繕工事F
群馬県総合スポーツセンター電話設備更新工事

群馬県総合スポーツセンターアーチェリー場改善工事

群馬県総合スポーツセンターぐんまアリーナ空調設備更新等工事

変電設備更新工事群馬県総合スポーツセンター
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ンター施設の無料開放をすることとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止対策とし
て人数制限を設けながらの開館であったため、県民スポーツの日（毎月10日）とアイスアリ
ーナの無料開放は休止、県民の日（10月28日）のみの実施となった。
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施 設 名 主 な 用 途 県民ｽﾎﾟｰﾂの日 県民の日
（毎月10日) （10月28日）
※今年度は
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多目的ルーム ダンス、健康体操 ○ ○

テニスコート テニス ○ ○
アイスアリーナ アイススケート ○
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、 、 。施設及び設備は適正な保守管理 業務の委託等により 円滑な運営と維持管理に万全を図った
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県スポーツ振興課の協力のもと、下記工事を実施した。
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（コ）施設関連事業

当スポーツセンター内に群馬県体育施設協会の事務局を置き、次のとおり体育施設協会活動事

業を実施した。

県体育施設協会総会 書面決議

第79回全国体育施設研究協議大会参加 書面評決

関東地区体育施設研究協議会参加 書面評決

県体育施設協会県内研修会 今年度中止

（サ）季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者・地域住民に対

して施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行っていたが、新型コロナウイルス感染拡
大防止により大会や各種教室がほぼ中止になったため２年度は発行しなかった。

（シ）新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
県の方針に基づきながら、状況の進展を見据えながら各対策を実施した。

施設ごとの各対策の切替えのタイミングについては、まずは県がその考え方を示した上でスポー

ツ協会が判断し、施設の実情に応じた最適な対策を講じている。今後も事態の進行や方針の修正

が必要な場合は都度県と協議し、方針を更新、具体化していく。

入館後もト各施設の受付に設置したアルコール手指消毒液などによる手洗いを徹底した。また、

イレ等での手洗いを小まめに行うことを指導した。

イベントなどの打ち合わせ時に大会主催者へ休憩時などの密集、密接の場面をつくらないよう指

導した。

施設の利用に関しては、徹底した対策を行なうことにより開館を続けてきた。

すべての施設において人数制限を設け、大会の開催については原則無観客ではあるが、参加者に

は大会用の上限人数を設け大会役員がしっかりとした導線を作成し、一度に運動する選手の人数

を把握して非運動者をしっかりと規制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。一

部の選手を観客席で待機させる、他の施設を待機選手用として確保する、午前午後でメンバーを

総入れ替えするなどの工夫で人数調整を指導した。

また、施設側から大会についての開催を一方的に拒否することはなく、主催団体が新型コロナウ

イルス感染拡大防止対策を徹底することで、大会の開催可否を判断した。

原則無観客、利用制限人数を設けるなど機密性の高いスポーツ施設ということもあり、かなり厳

しい規制をお願いする状況であったが、大規模大会も開催可能とした。

（４）総合スポーツセンター伊香保リンク管理運営事業

地方自治法第244条の２第３項の規程により、令和２年度から令和６年度までの５年間につい
て、県総合スポーツセンター伊香保リンクの指定管理者として、群馬県より２期目の指定を受
け、１年目の管理運営となった。

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民の健康・体力の保持増進、競技力向上を目
指し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応

、 、 、 。 、え 安全で衛生的 省エネ環境に配慮した施設を提供するための 管理運営を実行した また
この施設の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護策等を的確に把握し、
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下に置いても、県民へのサービス向上を第
一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（ア）基本方針
スポーツを通して健康・体力の保持増進、スケート、アイスホッケーの選手強化や大会開催をよ
り一層充実させるとともに、スポーツだけでなく、伊香保リンクを地域の活性化に不可欠な施設
として、新たなる価値を創造し、持続可能な多様性のある伊香保リンクの運営に取り組む。

（イ）指定管理者制度
「群馬県総合スポーツセンター伊香保リンクの管理及び運営に関する基本協定書」締結
令和２年４月１日から令和７年３月31日まで

（コ）施設関連事業
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（サ）季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者・地域住民に対

して施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行っていたが、新型コロナウイルス感染拡
大防止により大会や各種教室がほぼ中止になったため２年度は発行しなかった。

（シ）新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
県の方針に基づきながら、状況の進展を見据えながら各対策を実施した。

施設ごとの各対策の切替えのタイミングについては、まずは県がその考え方を示した上でスポー

ツ協会が判断し、施設の実情に応じた最適な対策を講じている。今後も事態の進行や方針の修正

が必要な場合は都度県と協議し、方針を更新、具体化していく。

入館後もト各施設の受付に設置したアルコール手指消毒液などによる手洗いを徹底した。また、

イレ等での手洗いを小まめに行うことを指導した。

イベントなどの打ち合わせ時に大会主催者へ休憩時などの密集、密接の場面をつくらないよう指

導した。

施設の利用に関しては、徹底した対策を行なうことにより開館を続けてきた。

すべての施設において人数制限を設け、大会の開催については原則無観客ではあるが、参加者に

は大会用の上限人数を設け大会役員がしっかりとした導線を作成し、一度に運動する選手の人数

を把握して非運動者をしっかりと規制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。一

部の選手を観客席で待機させる、他の施設を待機選手用として確保する、午前午後でメンバーを

総入れ替えするなどの工夫で人数調整を指導した。
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一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。
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（イ）指定管理者制度
「群馬県総合スポーツセンター伊香保リンクの管理及び運営に関する基本協定書」締結
令和２年４月１日から令和７年３月31日まで

（コ）施設関連事業

当スポーツセンター内に群馬県体育施設協会の事務局を置き、次のとおり体育施設協会活動事

業を実施した。

県体育施設協会総会 書面決議

第79回全国体育施設研究協議大会参加 書面評決

関東地区体育施設研究協議会参加 書面評決

県体育施設協会県内研修会 今年度中止

（サ）季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者・地域住民に対

して施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行っていたが、新型コロナウイルス感染拡
大防止により大会や各種教室がほぼ中止になったため２年度は発行しなかった。

（シ）新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
県の方針に基づきながら、状況の進展を見据えながら各対策を実施した。

施設ごとの各対策の切替えのタイミングについては、まずは県がその考え方を示した上でスポー

ツ協会が判断し、施設の実情に応じた最適な対策を講じている。今後も事態の進行や方針の修正

が必要な場合は都度県と協議し、方針を更新、具体化していく。

入館後もト各施設の受付に設置したアルコール手指消毒液などによる手洗いを徹底した。また、

イレ等での手洗いを小まめに行うことを指導した。

イベントなどの打ち合わせ時に大会主催者へ休憩時などの密集、密接の場面をつくらないよう指

導した。

施設の利用に関しては、徹底した対策を行なうことにより開館を続けてきた。

すべての施設において人数制限を設け、大会の開催については原則無観客ではあるが、参加者に

は大会用の上限人数を設け大会役員がしっかりとした導線を作成し、一度に運動する選手の人数

を把握して非運動者をしっかりと規制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。一

部の選手を観客席で待機させる、他の施設を待機選手用として確保する、午前午後でメンバーを

総入れ替えするなどの工夫で人数調整を指導した。

また、施設側から大会についての開催を一方的に拒否することはなく、主催団体が新型コロナウ

イルス感染拡大防止対策を徹底することで、大会の開催可否を判断した。

原則無観客、利用制限人数を設けるなど機密性の高いスポーツ施設ということもあり、かなり厳

しい規制をお願いする状況であったが、大規模大会も開催可能とした。

（４）総合スポーツセンター伊香保リンク管理運営事業

地方自治法第244条の２第３項の規程により、令和２年度から令和６年度までの５年間につい
て、県総合スポーツセンター伊香保リンクの指定管理者として、群馬県より２期目の指定を受
け、１年目の管理運営となった。

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民の健康・体力の保持増進、競技力向上を目
指し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応

、 、 、 。 、え 安全で衛生的 省エネ環境に配慮した施設を提供するための 管理運営を実行した また
この施設の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護策等を的確に把握し、
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下に置いても、県民へのサービス向上を第
一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（ア）基本方針
スポーツを通して健康・体力の保持増進、スケート、アイスホッケーの選手強化や大会開催をよ
り一層充実させるとともに、スポーツだけでなく、伊香保リンクを地域の活性化に不可欠な施設
として、新たなる価値を創造し、持続可能な多様性のある伊香保リンクの運営に取り組む。

（イ）指定管理者制度
「群馬県総合スポーツセンター伊香保リンクの管理及び運営に関する基本協定書」締結
令和２年４月１日から令和７年３月31日まで

（コ）施設関連事業

当スポーツセンター内に群馬県体育施設協会の事務局を置き、次のとおり体育施設協会活動事

業を実施した。

県体育施設協会総会 書面決議

第79回全国体育施設研究協議大会参加 書面評決

関東地区体育施設研究協議会参加 書面評決

県体育施設協会県内研修会 今年度中止

（サ）季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者・地域住民に対

して施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行っていたが、新型コロナウイルス感染拡
大防止により大会や各種教室がほぼ中止になったため２年度は発行しなかった。

（シ）新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
県の方針に基づきながら、状況の進展を見据えながら各対策を実施した。

施設ごとの各対策の切替えのタイミングについては、まずは県がその考え方を示した上でスポー

ツ協会が判断し、施設の実情に応じた最適な対策を講じている。今後も事態の進行や方針の修正

が必要な場合は都度県と協議し、方針を更新、具体化していく。

入館後もト各施設の受付に設置したアルコール手指消毒液などによる手洗いを徹底した。また、

イレ等での手洗いを小まめに行うことを指導した。

イベントなどの打ち合わせ時に大会主催者へ休憩時などの密集、密接の場面をつくらないよう指

導した。

施設の利用に関しては、徹底した対策を行なうことにより開館を続けてきた。

すべての施設において人数制限を設け、大会の開催については原則無観客ではあるが、参加者に

は大会用の上限人数を設け大会役員がしっかりとした導線を作成し、一度に運動する選手の人数

を把握して非運動者をしっかりと規制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。一

部の選手を観客席で待機させる、他の施設を待機選手用として確保する、午前午後でメンバーを

総入れ替えするなどの工夫で人数調整を指導した。

また、施設側から大会についての開催を一方的に拒否することはなく、主催団体が新型コロナウ

イルス感染拡大防止対策を徹底することで、大会の開催可否を判断した。

原則無観客、利用制限人数を設けるなど機密性の高いスポーツ施設ということもあり、かなり厳

しい規制をお願いする状況であったが、大規模大会も開催可能とした。

（４）総合スポーツセンター伊香保リンク管理運営事業

地方自治法第244条の２第３項の規程により、令和２年度から令和６年度までの５年間につい
て、県総合スポーツセンター伊香保リンクの指定管理者として、群馬県より２期目の指定を受
け、１年目の管理運営となった。

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民の健康・体力の保持増進、競技力向上を目
指し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応

、 、 、 。 、え 安全で衛生的 省エネ環境に配慮した施設を提供するための 管理運営を実行した また
この施設の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護策等を的確に把握し、
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下に置いても、県民へのサービス向上を第
一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（ア）基本方針
スポーツを通して健康・体力の保持増進、スケート、アイスホッケーの選手強化や大会開催をよ
り一層充実させるとともに、スポーツだけでなく、伊香保リンクを地域の活性化に不可欠な施設
として、新たなる価値を創造し、持続可能な多様性のある伊香保リンクの運営に取り組む。

（イ）指定管理者制度
「群馬県総合スポーツセンター伊香保リンクの管理及び運営に関する基本協定書」締結
令和２年４月１日から令和７年３月31日まで

よ

設

（コ）施設関連事業

当スポーツセンター内に群馬県体育施設協会の事務局を置き、次のとおり体育施設協会活動事

業を実施した。

県体育施設協会総会 書面決議

第79回全国体育施設研究協議大会参加 書面評決

関東地区体育施設研究協議会参加 書面評決

県体育施設協会県内研修会 今年度中止

（サ）季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者・地域住民に対

して施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行っていたが、新型コロナウイルス感染拡
大防止により大会や各種教室がほぼ中止になったため２年度は発行しなかった。

（シ）新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
県の方針に基づきながら、状況の進展を見据えながら各対策を実施した。

施設ごとの各対策の切替えのタイミングについては、まずは県がその考え方を示した上でスポー

ツ協会が判断し、施設の実情に応じた最適な対策を講じている。今後も事態の進行や方針の修正

が必要な場合は都度県と協議し、方針を更新、具体化していく。

入館後もト各施設の受付に設置したアルコール手指消毒液などによる手洗いを徹底した。また、

イレ等での手洗いを小まめに行うことを指導した。

イベントなどの打ち合わせ時に大会主催者へ休憩時などの密集、密接の場面をつくらないよう指

導した。

施設の利用に関しては、徹底した対策を行なうことにより開館を続けてきた。

すべての施設において人数制限を設け、大会の開催については原則無観客ではあるが、参加者に

は大会用の上限人数を設け大会役員がしっかりとした導線を作成し、一度に運動する選手の人数

を把握して非運動者をしっかりと規制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。一

部の選手を観客席で待機させる、他の施設を待機選手用として確保する、午前午後でメンバーを

総入れ替えするなどの工夫で人数調整を指導した。

また、施設側から大会についての開催を一方的に拒否することはなく、主催団体が新型コロナウ

イルス感染拡大防止対策を徹底することで、大会の開催可否を判断した。

原則無観客、利用制限人数を設けるなど機密性の高いスポーツ施設ということもあり、かなり厳

しい規制をお願いする状況であったが、大規模大会も開催可能とした。

（４）総合スポーツセンター伊香保リンク管理運営事業

地方自治法第244条の２第３項の規程により、令和２年度から令和６年度までの５年間につい
て、県総合スポーツセンター伊香保リンクの指定管理者として、群馬県より２期目の指定を受
け、１年目の管理運営となった。

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民の健康・体力の保持増進、競技力向上を目
指し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応

、 、 、 。 、え 安全で衛生的 省エネ環境に配慮した施設を提供するための 管理運営を実行した また
この施設の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護策等を的確に把握し、
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下に置いても、県民へのサービス向上を第
一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（ア）基本方針
スポーツを通して健康・体力の保持増進、スケート、アイスホッケーの選手強化や大会開催をよ
り一層充実させるとともに、スポーツだけでなく、伊香保リンクを地域の活性化に不可欠な施設
として、新たなる価値を創造し、持続可能な多様性のある伊香保リンクの運営に取り組む。

（イ）指定管理者制度
「群馬県総合スポーツセンター伊香保リンクの管理及び運営に関する基本協定書」締結
令和２年４月１日から令和７年３月31日まで

（コ）施設関連事業

当スポーツセンター内に群馬県体育施設協会の事務局を置き、次のとおり体育施設協会活動事

業を実施した。

県体育施設協会総会 書面決議

第79回全国体育施設研究協議大会参加 書面評決

関東地区体育施設研究協議会参加 書面評決

県体育施設協会県内研修会 今年度中止

（サ）季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者・地域住民に対

して施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行っていたが、新型コロナウイルス感染拡
大防止により大会や各種教室がほぼ中止になったため２年度は発行しなかった。

（シ）新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
県の方針に基づきながら、状況の進展を見据えながら各対策を実施した。

施設ごとの各対策の切替えのタイミングについては、まずは県がその考え方を示した上でスポー

ツ協会が判断し、施設の実情に応じた最適な対策を講じている。今後も事態の進行や方針の修正

が必要な場合は都度県と協議し、方針を更新、具体化していく。

入館後もト各施設の受付に設置したアルコール手指消毒液などによる手洗いを徹底した。また、

イレ等での手洗いを小まめに行うことを指導した。

イベントなどの打ち合わせ時に大会主催者へ休憩時などの密集、密接の場面をつくらないよう指

導した。

施設の利用に関しては、徹底した対策を行なうことにより開館を続けてきた。

すべての施設において人数制限を設け、大会の開催については原則無観客ではあるが、参加者に

は大会用の上限人数を設け大会役員がしっかりとした導線を作成し、一度に運動する選手の人数

を把握して非運動者をしっかりと規制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。一

部の選手を観客席で待機させる、他の施設を待機選手用として確保する、午前午後でメンバーを

総入れ替えするなどの工夫で人数調整を指導した。

また、施設側から大会についての開催を一方的に拒否することはなく、主催団体が新型コロナウ

イルス感染拡大防止対策を徹底することで、大会の開催可否を判断した。

原則無観客、利用制限人数を設けるなど機密性の高いスポーツ施設ということもあり、かなり厳

しい規制をお願いする状況であったが、大規模大会も開催可能とした。

（４）総合スポーツセンター伊香保リンク管理運営事業

地方自治法第244条の２第３項の規程により、令和２年度から令和６年度までの５年間につい
て、県総合スポーツセンター伊香保リンクの指定管理者として、群馬県より２期目の指定を受
け、１年目の管理運営となった。

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民の健康・体力の保持増進、競技力向上を目
指し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応

、 、 、 。 、え 安全で衛生的 省エネ環境に配慮した施設を提供するための 管理運営を実行した また
この施設の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護策等を的確に把握し、
県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下に置いても、県民へのサービス向上を第
一に、総合的な実行性を持って取り組んだ。

（ア）基本方針
スポーツを通して健康・体力の保持増進、スケート、アイスホッケーの選手強化や大会開催をよ
り一層充実させるとともに、スポーツだけでなく、伊香保リンクを地域の活性化に不可欠な施設
として、新たなる価値を創造し、持続可能な多様性のある伊香保リンクの運営に取り組む。

（イ）指定管理者制度
「群馬県総合スポーツセンター伊香保リンクの管理及び運営に関する基本協定書」締結
令和２年４月１日から令和７年３月31日まで

　県の方針に基づき、新型コロナウイルスの感染状況の進展を見据え施設ごとの対策を実施。対策
については、県が方向性を示した上でスポーツ協会が判断し、施設の実情に応じた適切な措置を講
じた。今後も事態の進展により方針の修正が必要な場合は、都度県と協議し対応していく。
　また、施設の利用に関しては、全ての施設において人数制限を設け、各施設の受付、出入口等に
アルコール手指消毒液などを設置し、入館後のトイレ等での手洗いや、密集、密接の場面をつくら
ない等の指導を徹底した。
　大会開催については、主催団体がコロナ対策を徹底する条件のもと開催の可否を判断。原則無観
客で、参加者の上限人数を設け、スポーツの特性に合わせた導線を作成し、運動者と非運動者を規
制することにより、大規模大会などの開催を可能とした。大会によっては、午前午後でメンバーを
入れ替えたり、一部の選手を観客席や他の施設で待機させる等の工夫で人数調整をおこなった。
　機密性の高いスポーツ施設ということもあり、厳しい規制をお願いする状況であったが、主催
者、参加者の協力により大規模大会の受入れが可能となった。

コロナウイルス感染症防止対策について

中止となり、休刊。

　地方自治法第244条の２第３項の規定により、令和２年度から令和６年度までの５年間につい
て、県総合スポーツセンター伊香保リンクの指定管理者として、群馬県より２期目の指定を受け、
１年目の管理運営となった。
　利用者の立場に立ち、生涯スポーツの推進、県民の健康・体力の保持増進、競技力向上を目指
し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニーズに応え、安
全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実現した。また、この施設
の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護策等を的確に把握し、県内唯一のス
ポーツ統括団体として、いかなる社会状況下においても、県民へのサービス向上を第一に、総合的
な実行性を持って取り組んだ。

　県総合スポーツセンター内に群馬県体育施設協会の事務局を置き、次のとおり体育施設協会活動
事業を実施した。

中止

− 14−



（ウ）管理運営施設
、 、 、 、県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋外400ｍリンク 屋内第１リンク 屋内第２リンク

リンクハウス、審判棟、管理棟、競技運営棟

（エ）施設の活用
管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及・

推進に資するよう利用促進を図るとともに、伊香保リンクを地域活性化の資源とすべく県、
渋川市等の関係団体と積極的に連携してイベント等を実施するなど効果的な施設の活用を行
うこととしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止としてイベント等は中止とした。

・施設の使用期間

屋内第１リンク 令和２年９月１日～令和３年３月31日

屋内第２リンク 令和２年10月１日～令和３年２月28日

屋外400ｍリンク 令和２年11月10日～令和３年２月28日

・施設の営業時間

午前９時から午後10時まで

・大規模大会の利用状況（２大会）

11月27日～29日 第40回全日本学生スピードスケート選手権大会 2,600人
12月11日～13日 人第29回関東高等学校スケート競技選手権大会（ｱｲｽﾎｯｹｰ競技） 1,210

（オ）利用者数

令和２年度利用者数は、屋内第１リンク6,573人、屋内第２リンク4,761人、屋外400ｍリンク

2,728人、個人利用5,440人、リンクハウス5,352人の合計24,854人であった。

月別等の内訳は とおりである。７編各事業関連資料編75ページの

（カ）利用料金の収納

施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を県へ納付した。

内訳は７編各事業関連資料編75ページ別令和２年度の県へ納付した額は11,076,850円であり、

表のとおりである。

（キ）県総合スポーツセンター伊香保リンク施設無料開放

県民の健康の保持増進のため、群馬県民の日（10月28日）にスポーツ施設無料開放の実施予定だ

ったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。

施設設備の維持管理（ク）

施設及び設備は、適正な保守管理、業務の委託等により、円滑な運営と維持管理に万全
を図った。

大規模工事・

県スポーツ振興課との連携のもと、利用者目線を中心とした下記工事等を実施した。

整氷車更新

屋内第１リンクトイレ洋式化工事

屋内第２リンク排煙窓修繕工事

受電盤ＳＰＤ（避雷器）設置工事

配水流量計ノイズ対策修繕工事

屋外リンク地下ピット蓋交換工事

（ウ）管理運営施設
、 、 、 、県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋外400ｍリンク 屋内第１リンク 屋内第２リンク

リンクハウス、審判棟、管理棟、競技運営棟

（エ）施設の活用
管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及・

推進に資するよう利用促進を図るとともに、伊香保リンクを地域活性化の資源とすべく県、
渋川市等の関係団体と積極的に連携してイベント等を実施するなど効果的な施設の活用を行
うこととしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止としてイベント等は中止とした。

・施設の使用期間

屋内第１リンク 令和２年９月１日～令和３年３月31日

屋内第２リンク 令和２年10月１日～令和３年２月28日

屋外400ｍリンク 令和２年11月10日～令和３年２月28日

・施設の営業時間

午前９時から午後10時まで

・大規模大会の利用状況（２大会）

11月27日～29日 第40回全日本学生スピードスケート選手権大会 2,600人
12月11日～13日 人第29回関東高等学校スケート競技選手権大会（ｱｲｽﾎｯｹｰ競技） 1,210

（オ）利用者数

令和２年度利用者数は、屋内第１リンク6,573人、屋内第２リンク4,761人、屋外400ｍリンク

2,728人、個人利用5,440人、リンクハウス5,352人の合計24,854人であった。

月別等の内訳は とおりである。７編各事業関連資料編75ページの

（カ）利用料金の収納

施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を県へ納付した。

内訳は７編各事業関連資料編75ページ別令和２年度の県へ納付した額は11,076,850円であり、

表のとおりである。

（キ）県総合スポーツセンター伊香保リンク施設無料開放

県民の健康の保持増進のため、群馬県民の日（10月28日）にスポーツ施設無料開放の実施予定だ

ったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。

施設設備の維持管理（ク）

施設及び設備は、適正な保守管理、業務の委託等により、円滑な運営と維持管理に万全
を図った。

大規模工事・

県スポーツ振興課との連携のもと、利用者目線を中心とした下記工事等を実施した。

整氷車更新

屋内第１リンクトイレ洋式化工事

屋内第２リンク排煙窓修繕工事

受電盤ＳＰＤ（避雷器）設置工事

配水流量計ノイズ対策修繕工事

屋外リンク地下ピット蓋交換工事

（ウ）管理運営施設
、 、 、 、県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋外400ｍリンク 屋内第１リンク 屋内第２リンク

リンクハウス、審判棟、管理棟、競技運営棟

（エ）施設の活用
管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及・

推進に資するよう利用促進を図るとともに、伊香保リンクを地域活性化の資源とすべく県、
渋川市等の関係団体と積極的に連携してイベント等を実施するなど効果的な施設の活用を行
うこととしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止としてイベント等は中止とした。

・施設の使用期間

屋内第１リンク 令和２年９月１日～令和３年３月31日

屋内第２リンク 令和２年10月１日～令和３年２月28日

屋外400ｍリンク 令和２年11月10日～令和３年２月28日

・施設の営業時間

午前９時から午後10時まで

・大規模大会の利用状況（２大会）

11月27日～29日 第40回全日本学生スピードスケート選手権大会 2,600人
12月11日～13日 人第29回関東高等学校スケート競技選手権大会（ｱｲｽﾎｯｹｰ競技） 1,210

（オ）利用者数

令和２年度利用者数は、屋内第１リンク6,573人、屋内第２リンク4,761人、屋外400ｍリンク

2,728人、個人利用5,440人、リンクハウス5,352人の合計24,854人であった。

月別等の内訳は とおりである。７編各事業関連資料編75ページの

（カ）利用料金の収納

施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を県へ納付した。

内訳は７編各事業関連資料編75ページ別令和２年度の県へ納付した額は11,076,850円であり、

表のとおりである。

（キ）県総合スポーツセンター伊香保リンク施設無料開放

県民の健康の保持増進のため、群馬県民の日（10月28日）にスポーツ施設無料開放の実施予定だ

ったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。

施設設備の維持管理（ク）

施設及び設備は、適正な保守管理、業務の委託等により、円滑な運営と維持管理に万全
を図った。

大規模工事・

県スポーツ振興課との連携のもと、利用者目線を中心とした下記工事等を実施した。

整氷車更新

屋内第１リンクトイレ洋式化工事

屋内第２リンク排煙窓修繕工事

受電盤ＳＰＤ（避雷器）設置工事

配水流量計ノイズ対策修繕工事

屋外リンク地下ピット蓋交換工事

（ウ）管理運営施設
、 、 、 、県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋外400ｍリンク 屋内第１リンク 屋内第２リンク

リンクハウス、審判棟、管理棟、競技運営棟

（エ）施設の活用
管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及・

推進に資するよう利用促進を図るとともに、伊香保リンクを地域活性化の資源とすべく県、
渋川市等の関係団体と積極的に連携してイベント等を実施するなど効果的な施設の活用を行
うこととしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止としてイベント等は中止とした。

・施設の使用期間

屋内第１リンク 令和２年９月１日～令和３年３月31日

屋内第２リンク 令和２年10月１日～令和３年２月28日

屋外400ｍリンク 令和２年11月10日～令和３年２月28日

・施設の営業時間

午前９時から午後10時まで

・大規模大会の利用状況（２大会）

11月27日～29日 第40回全日本学生スピードスケート選手権大会 2,600人
12月11日～13日 人第29回関東高等学校スケート競技選手権大会（ｱｲｽﾎｯｹｰ競技） 1,210

（オ）利用者数

令和２年度利用者数は、屋内第１リンク6,573人、屋内第２リンク4,761人、屋外400ｍリンク

2,728人、個人利用5,440人、リンクハウス5,352人の合計24,854人であった。

月別等の内訳は とおりである。７編各事業関連資料編75ページの

（カ）利用料金の収納

施設利用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務取扱要領に

基づき適正な経理処理を行い、その全額を県へ納付した。

内訳は７編各事業関連資料編75ページ別令和２年度の県へ納付した額は11,076,850円であり、

表のとおりである。

（キ）県総合スポーツセンター伊香保リンク施設無料開放

県民の健康の保持増進のため、群馬県民の日（10月28日）にスポーツ施設無料開放の実施予定だ

ったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。

施設設備の維持管理（ク）

施設及び設備は、適正な保守管理、業務の委託等により、円滑な運営と維持管理に万全
を図った。

大規模工事・

県スポーツ振興課との連携のもと、利用者目線を中心とした下記工事等を実施した。

整氷車更新

屋内第１リンクトイレ洋式化工事

屋内第２リンク排煙窓修繕工事

受電盤ＳＰＤ（避雷器）設置工事

配水流量計ノイズ対策修繕工事

屋外リンク地下ピット蓋交換工事
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（ウ）管理運営施設
、 、 、 、県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋外400ｍリンク 屋内第１リンク 屋内第２リンク

リンクハウス、審判棟、管理棟、競技運営棟

（エ）施設の活用
管理運営施設はその設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツの普及・

推進に資するよう利用促進を図るとともに、伊香保リンクを地域活性化の資源とすべく県、
渋川市等の関係団体と積極的に連携してイベント等を実施するなど効果的な施設の活用を行
うこととしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止としてイベント等は中止とした。

・施設の使用期間

屋内第１リンク 令和２年９月１日～令和３年３月31日

屋内第２リンク 令和２年10月１日～令和３年２月28日

屋外400ｍリンク 令和２年11月10日～令和３年２月28日

・施設の営業時間

午前９時から午後10時まで

・大規模大会の利用状況（２大会）

11月27日～29日 第40回全日本学生スピードスケート選手権大会 2,600人
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（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

対策としてイベント等は中止とした。

県スポーツ振興課の協力のもと、利用者目線を中心とした下記工事等を実施した。
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（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（ケ）広報活動
伊香保リンクの一般開放日拡大に伴い、一般の方に広く周知するため渋川市及び渋川伊香保温

泉観光協会等と連携した広報活動を積極的に行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大
による社会情勢を踏まえ、限定的な活動のみとなってしまった。

①ホームページによる情報発信
新型コロナウイルス感染拡大により、ステイホーム（在宅）の時間が長くなり県民の運動

不足が懸念されたこともあり、健康づくりの手助けとして「ぐんぐん体操」紹介動画の作成

・掲載、新型コロナウイルスに関する感染予防対策の情報等、関係者に必要な情報を発信し

た。

令和２年度の伊香保リンクホームページ閲覧数は16,372件だった。
②のぼり旗の設置

渋川伊香保温泉観光協会周辺、ロープウェイ等に伊香保リンクののぼり旗を設置し周知を

図った。また、相乗効果を発揮するため前橋のアイスアリーナへも設置をした。

伊香保リンクニュースの発行③

伊香保温泉旅館や周辺観光施設などに伊香保リンクのタイムリーな情報を発信するため、

「伊香保リンクニュース」を作成した。

発行日：８月27日、９月９日、10月22日、10月31日、11月25日、12月３日、12月19日、３月31日

（コ）伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業
伊香保リンクを積極的にＰＲするとともに、地域活性化の資源とするべく県、渋川市、関係団

体が共同で各種事業の実施を試みたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響によりほとんどの事
業を中止せざる得ない状況となった。

①群馬デスティネーションキャンペーン無料滑走イベント
期 日 令和２年４月18日
会 場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク 屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

②スポーツ推進絵画コンクール

期 日 令和２年９月下旬～令和３年２月中旬

展示会場 群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク リンクハウス
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

③ＪＡＦオートテストin伊香保リンク（渋川市への委託事業）

令和２年５月24日、７月５日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

④アクティビティー無料体験イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年８月１日、７日、８日、21日、22日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、リンクハウス、

屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑤初心者スケート教室（渋川市への委託事業）

令和２年10月３日、10日、17日、24日、31日期 日

県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク会 場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑥初心者アイスホッケー教室（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月４日、11日、18日、25日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

を得ない状況となった。

した。
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⑦伊香保リンク星空観察会（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月24日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、競技運営棟

参加者数 94名

⑧伊香保リンクグランドオープンセレモニー

期 日 令和２年11月下旬

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑨伊香保リンクまつり２０２０（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年12月26日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑩著名スケーター指導イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和３年１月30日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑪伊香保リンク感謝DAY

期 日 令和３年２月上旬

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑫伊香保リンク映画鑑賞会（渋川市への委託事業）

期 日 夏～秋頃

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

利用者アンケートの実施（サ）

サービスを向上させるための取組で、年１回利用者が一番多い時期にアンケート調査を実
施し 「お客様の声」を取りまとめそれらを業務に反映させた。、

また 「うけたまわりボックス」をリンクハウス内に常設し利用者の要望等を取り入れる、
体制を整えた。

①大規模アンケートの実施

より一層の利用者サービスの向上及び施設の安全の確保のため、次のとおり大規模アン

ケートを実施した。

調査期間 令和３年１月19日～２月18日

対象人数 100人

うけたまわりボックス②

リンクハウス内に通年でうけたまわりボックスを設置し利用者の要望把握に務め、改善

を図った。

また、要望に対しての回答をリンクハウス内に掲示した。

３．伊香保リンク① ４．伊香保リンク②

⑦伊香保リンク星空観察会（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年10月24日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、競技運営棟

参加者数 94名

⑧伊香保リンクグランドオープンセレモニー

期 日 令和２年11月下旬

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑨伊香保リンクまつり２０２０（渋川市への委託事業）

期 日 令和２年12月26日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑩著名スケーター指導イベント（渋川市への委託事業）

期 日 令和３年１月30日

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑪伊香保リンク感謝DAY

期 日 令和３年２月上旬

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク屋外リンク、屋内第１リンク

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

⑫伊香保リンク映画鑑賞会（渋川市への委託事業）

期 日 夏～秋頃

会 場 県総合スポーツセンター伊香保リンク第２駐車場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

利用者アンケートの実施（サ）

サービスを向上させるための取組で、年１回利用者が一番多い時期にアンケート調査を実
施し 「お客様の声」を取りまとめそれらを業務に反映させた。、

また 「うけたまわりボックス」をリンクハウス内に常設し利用者の要望等を取り入れる、
体制を整えた。

①大規模アンケートの実施

より一層の利用者サービスの向上及び施設の安全の確保のため、次のとおり大規模アン

ケートを実施した。

調査期間 令和３年１月19日～２月18日

対象人数 100人

うけたまわりボックス②

リンクハウス内に通年でうけたまわりボックスを設置し利用者の要望把握に務め、改善

を図った。

また、要望に対しての回答をリンクハウス内に掲示した。

３．伊香保リンク① ４．伊香保リンク②
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（５）スポーツ情報提供事業

（ア）ホームページの運営

・本協会の組織や各種事業の紹介

・国民体育大会やスポーツ少年団各種大会の結果

・各種スポーツ教室等の開催情報

・ALSOKぐんま総合スポーツセンターの利用情報

（イ）刊行物の発刊

・ ぐんまのスポーツ」の発行 第109号・第110号 550部「

・ 年報」 第40号 600部「

（ウ）スポーツライブラリー

・スポーツ図書閲覧（月刊誌） 22種類

３ 青少年スポーツの健全な育成に関する事業
（１）青少年スポーツ育成事業
（ア）スポーツ少年団大会開催事業

大 会 名 ／ 開 催 日 会場及び内容 参加人数

第39回関東ﾌﾞﾛｯｸｽﾎﾟｰﾂ少年団 －ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ その他県内各会場

軟式野球・空手道・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ・競技別交流大会群馬県予選

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ５月２日～６月28日

コロナ禍により中止

スポーツ少年団競技別交流大会 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ他

９月21日～３月28日 軟式野球・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ｿﾌﾄﾃﾆｽ・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ﾌｨｷﾞｭｱｽ 2,426人

※一部競技は開催 ｹｰﾄ

前橋総合運動公園 他第56回スポーツ少年団大会

10月24日 31日 11月7日 14日 小学生ｻｯｶｰ 3,600人、 、 、 、

29日

スポーツ少年団各種交流大会※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、８月末までの群馬県

は中止となった。

※第56回スポーツ少年団大会の内、全日本U-12選手権大会群馬県大会を兼ねている小学生サッ

カーのみ開催した。

５．スポ少写真① ６．スポ少写真②

県競技別交流大会（ｿﾌﾄﾃﾆｽ） 県競技別交流大会（ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄ）

－

550部
600部

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

のみ実施

学生サッカーのみ実施した。

大会は中止となった。

U-12サッカー選手権大会群馬県大会を兼ねている小
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（エ）スポーツ少年団フェスティバル

期 日 令和３年２月27日（土）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター ぐんま武道館大道場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（オ）日独スポーツ少年団同時交流事業

期 日 令和２年７月27日（月）～８月６日（木）
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

（カ）日独青少年指導者セミナー（受入）
期 日 令和２年10月29日（木）～11月11日（水）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

４ 各種大会を通じ社会参加を促進する事業
（１）社会参加促進事業
（ア）ぐんまねんりんピック2020
１ 趣 旨

平成16年度に本県で開催された第17回全国健康福祉祭群馬大会（ねんりんピックぐんま）の成果
と意義を継承し、スポーツや文化活動を通した高齢者の積極的な健康の保持増進と社会参加、生き
がいづくりを進め、明るく活力ある長寿社会づくりを推進することを目的として実施することとし
ていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。

令和２年10月22日（木）２ 期 日
ALSOKぐんま総合スポーツセンター その他県内各会場３ 会 場
新型コロナウイルス感染拡大防止として中止

４ 種 目 ゲートボール、卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、剣道、弓道、
グラウンドゴルフ、マラソン、水泳、ソフトバレーボール、ペタンク、なぎなた
太極拳、囲碁、将棋、健康マージャン

スポーツ少年団全国・関東派遣事業

大会名 期 日 会場及び競技

関東ﾌﾞﾛｯｸｽﾎﾟｰﾂ少年団 令和２年７月18日 土 千葉県（ ）
競技別交流大会 19日 日 軟式野球（ ）

９月21日 月 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ､ ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ（ ）
22日 火 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ､ 空手道（ ）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

全国スポーツ少年大会 令和２年７月18日 土 静岡県（ ）
(ﾘｰﾀﾞｰｽﾞｱｸｼｮﾝ2020) 19日 日 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（ ）

関東ブロック 令和２年８月７日 金 茨城県土浦市（ ）
スポーツ少年大会 ～９日 日 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（ ）

岩手県全国スポーツ少年団 令和２年８月６日 木（ ）
軟式野球軟式野球交流大会 ～９日 日（ ）
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

全国スポーツ少年団 令和３年３月26日 土 宮城県（ ）
バレーボール交流大会 ～29日 日 バレーボール（ ）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

全国スポーツ少年団 令和３年３月26日 金 福島県（ ）
剣道交流大会 ～28日 日 剣道（ ）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

※全国スポーツ少年団バレーボール交流大会・剣道交流大会については、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため中止。

（イ）スポーツ少年団顕彰

スポーツ少年団表彰（功労者・優良単位団）

・群馬県スポーツ少年団顕彰（表彰）

優良単位団23団体、功労者39人

・日本スポーツ少年団顕彰（伝達）

表彰市区町村３町村（昭和村、明和町、大泉町 、表彰指導者４人）

28年度よりスポーツ少年団フェスティバルの開会式において 『群馬県スポーツ少年団平成 、

顕彰「優良単位団・功労者表彰 』並びに『日本スポーツ少年団顕彰「表彰市区町村スポーツ」

少年団並びに登録指導者 』の伝達式を行っている。」

※スポーツ少年団フェスティバルの開会式および 『群馬県スポーツ少年団顕彰「優良単位団・功、

労者表彰 『日本スポーツ少年団顕彰「表彰市区町村スポーツ少年団並びに登録指導者 』の」』、 」

伝達式については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

（ウ）スポーツ少年団指導者養成等事業

事 業 名 期日及び会場
令和２年９月５日(土)講 育成母集団研修会
吉岡町
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止習
令和２年11月21日(土)～23日(月）ジュニア・リーダースクール
国立赤城青少年交流の家会
新型 感染拡大防止のため中止コロナウイルス
令和２年７月25日(土)･26日(日)・ スタートコーチ

８月29日(土)･30日(日)研 （スポーツ少年団養成講習会）
ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止修
令和２年12月５日(土)県スポーツ少年団指導者研修会
ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ会
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

スポーツ少年団全国・関東派遣事業

大会名 期 日 会場及び競技

関東ﾌﾞﾛｯｸｽﾎﾟｰﾂ少年団 令和２年７月18日 土 千葉県（ ）
競技別交流大会 19日 日 軟式野球（ ）

９月21日 月 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ､ ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ（ ）
22日 火 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ､ 空手道（ ）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

全国スポーツ少年大会 令和２年７月18日 土 静岡県（ ）
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関東ブロック 令和２年８月７日 金 茨城県土浦市（ ）
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国立赤城青少年交流の家会
新型 感染拡大防止のため中止コロナウイルス
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ウ

エ
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（エ）スポーツ少年団フェスティバル
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と意義を継承し、スポーツや文化活動を通した高齢者の積極的な健康の保持増進と社会参加、生き
がいづくりを進め、明るく活力ある長寿社会づくりを推進することを目的として実施することとし
ていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。
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ALSOKぐんま総合スポーツセンター その他県内各会場３ 会 場
新型コロナウイルス感染拡大防止として中止

４ 種 目 ゲートボール、卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、剣道、弓道、
グラウンドゴルフ、マラソン、水泳、ソフトバレーボール、ペタンク、なぎなた
太極拳、囲碁、将棋、健康マージャン
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オ

カ

キ

※上記は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

。
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Ⅱ 健康増進・体力向上に関する事業
５ 県民体力つくり相談に関する事業
（１）県民体力つくり相談事業

（ア）メディカルチェック・体力測定及び栄養指導の実施
・健康・体力測定 通 年 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ問診室他 0人

・新体力測定 〃 〃 スポーツルーム 0人

・体力測定
(INBODY測定のみ実施) 〃 情報提供コーナー 142人

・筋力測定 〃 〃 体力測定室 0人

・最大酸素摂取量測定 〃 〃 検査室 0人
・体力測定用器具貸出 〃 県内各地 7件 2,307人

ア）目 的
現在は、私たちの生活環境にさまざまな利便化をもたらした反面、生活の中で身体を動かす機

会が減少することによる運動不足や食生活の変化・日常生活におけるストレスの増加など、健康

の阻害や体力の低下につながり生活習慣病と言われる問題を抱える人が多くなった。
そこで、多くの県民が安全で、無理のない運動を通して、健康の保持増進・体力の向上が図れ

るよう「県民体力つくり相談」事業を開設し、運動前のメディカルチェックや体力測定を実施す

ることにより、県民が安心して運動・スポーツができるよう指導する。

イ）対 象 者

群馬県内に在住、在勤する人を原則とする。

ウ）事業内容

健 康 ・ 体 力 測 定 運動指導 運動実践

体 力 測 定 運動プログラム (各種トレーニング・

筋 力 測 定 の作成及び指導 ストレッチ）
問 診

最大酸素摂取量測定

測定項目
・健康・体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 貧血検査安静

心電図検査 尿検査 内科・整形外科問診 運動負荷テスト(運動

時心電図検査・酸素摂取能力）栄養指導 筋力 瞬発力 敏捷性
柔軟性 無酸素パワーテスト

・競技者体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 瞬発力

敏捷性柔軟性 無酸素パワーテスト
・スポーツ愛好者体力測定････ 身長 体重 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 筋持久力 瞬発力

敏捷性 柔軟性 平衡性 全身持久力

・筋力測定･･････････････････ 体幹・下肢のスピードと力の測定
・最大酸素摂取量測定（トレッドミル・自転車エルゴメーター使用）

エ）開設日
・健康・体力測定 土曜日 午後１時～（年19回）

・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日

オ）診断・測定スタッフ

県スポーツドクター協議会 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

（一社）群馬県臨床検査技師会 臨床検査技師
（公社）群馬県栄養士会 管理栄養士、栄養士

（一社）群馬県理学療法士協会 理学療法士

（公財）群馬県スポーツ協会 競技スポーツ課員他
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・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日
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・健康・体力測定 通 年 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ問診室他 0人

・新体力測定 〃 〃 スポーツルーム 0人

・体力測定
(INBODY測定のみ実施) 〃 情報提供コーナー 142人

・筋力測定 〃 〃 体力測定室 0人

・最大酸素摂取量測定 〃 〃 検査室 0人
・体力測定用器具貸出 〃 県内各地 7件 2,307人

ア）目 的
現在は、私たちの生活環境にさまざまな利便化をもたらした反面、生活の中で身体を動かす機

会が減少することによる運動不足や食生活の変化・日常生活におけるストレスの増加など、健康

の阻害や体力の低下につながり生活習慣病と言われる問題を抱える人が多くなった。
そこで、多くの県民が安全で、無理のない運動を通して、健康の保持増進・体力の向上が図れ

るよう「県民体力つくり相談」事業を開設し、運動前のメディカルチェックや体力測定を実施す

ることにより、県民が安心して運動・スポーツができるよう指導する。

イ）対 象 者

群馬県内に在住、在勤する人を原則とする。

ウ）事業内容

健 康 ・ 体 力 測 定 運動指導 運動実践

体 力 測 定 運動プログラム (各種トレーニング・

筋 力 測 定 の作成及び指導 ストレッチ）
問 診

最大酸素摂取量測定

測定項目
・健康・体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 貧血検査安静

心電図検査 尿検査 内科・整形外科問診 運動負荷テスト(運動

時心電図検査・酸素摂取能力）栄養指導 筋力 瞬発力 敏捷性
柔軟性 無酸素パワーテスト

・競技者体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 瞬発力

敏捷性柔軟性 無酸素パワーテスト
・スポーツ愛好者体力測定････ 身長 体重 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 筋持久力 瞬発力

敏捷性 柔軟性 平衡性 全身持久力

・筋力測定･･････････････････ 体幹・下肢のスピードと力の測定
・最大酸素摂取量測定（トレッドミル・自転車エルゴメーター使用）

エ）開設日
・健康・体力測定 土曜日 午後１時～（年19回）

・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日

オ）診断・測定スタッフ

県スポーツドクター協議会 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

（一社）群馬県臨床検査技師会 臨床検査技師
（公社）群馬県栄養士会 管理栄養士、栄養士

（一社）群馬県理学療法士協会 理学療法士

（公財）群馬県スポーツ協会 競技スポーツ課員他

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、INBODY測定のみ実施
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カ）健康・体力測定の流れ
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検査・貧血検査・安静心全図

検査）（スポーツ医事相談） 内科・整形外科問診
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運動負荷テスト最大酸素摂取量等の測定

（ ）自転車エルゴメーター

要精検

運動 可 運動 不可

・競技者体力測定体力測定

・スポーツ愛好者体力測定

・トレッドミル筋力測定 最大酸素摂取量測定
（希望者） （希望者）

栄養摂取状況判定 再評価
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治 療

食生活の改善と実践

スポーツ医科学に基づい 再評価
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Ⅱ 健康増進・体力向上に関する事業
５ 県民体力つくり相談に関する事業
（１）県民体力つくり相談事業

（ア）メディカルチェック・体力測定及び栄養指導の実施
・健康・体力測定 通 年 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ問診室他 0人

・新体力測定 〃 〃 スポーツルーム 0人

・体力測定
(INBODY測定のみ実施) 〃 情報提供コーナー 142人

・筋力測定 〃 〃 体力測定室 0人

・最大酸素摂取量測定 〃 〃 検査室 0人
・体力測定用器具貸出 〃 県内各地 7件 2,307人

ア）目 的
現在は、私たちの生活環境にさまざまな利便化をもたらした反面、生活の中で身体を動かす機

会が減少することによる運動不足や食生活の変化・日常生活におけるストレスの増加など、健康

の阻害や体力の低下につながり生活習慣病と言われる問題を抱える人が多くなった。
そこで、多くの県民が安全で、無理のない運動を通して、健康の保持増進・体力の向上が図れ

るよう「県民体力つくり相談」事業を開設し、運動前のメディカルチェックや体力測定を実施す

ることにより、県民が安心して運動・スポーツができるよう指導する。

イ）対 象 者

群馬県内に在住、在勤する人を原則とする。

ウ）事業内容

健 康 ・ 体 力 測 定 運動指導 運動実践

体 力 測 定 運動プログラム (各種トレーニング・

筋 力 測 定 の作成及び指導 ストレッチ）
問 診

最大酸素摂取量測定

測定項目
・健康・体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 貧血検査安静

心電図検査 尿検査 内科・整形外科問診 運動負荷テスト(運動

時心電図検査・酸素摂取能力）栄養指導 筋力 瞬発力 敏捷性
柔軟性 無酸素パワーテスト

・競技者体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 瞬発力

敏捷性柔軟性 無酸素パワーテスト
・スポーツ愛好者体力測定････ 身長 体重 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 筋持久力 瞬発力

敏捷性 柔軟性 平衡性 全身持久力

・筋力測定･･････････････････ 体幹・下肢のスピードと力の測定
・最大酸素摂取量測定（トレッドミル・自転車エルゴメーター使用）

エ）開設日
・健康・体力測定 土曜日 午後１時～（年19回）

・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日

オ）診断・測定スタッフ

県スポーツドクター協議会 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

（一社）群馬県臨床検査技師会 臨床検査技師
（公社）群馬県栄養士会 管理栄養士、栄養士

（一社）群馬県理学療法士協会 理学療法士

（公財）群馬県スポーツ協会 競技スポーツ課員他

Ⅱ 健康増進・体力向上に関する事業
５ 県民体力つくり相談に関する事業
（１）県民体力つくり相談事業

（ア）メディカルチェック・体力測定及び栄養指導の実施
・健康・体力測定 通 年 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ問診室他 0人

・新体力測定 〃 〃 スポーツルーム 0人

・体力測定
(INBODY測定のみ実施) 〃 情報提供コーナー 142人

・筋力測定 〃 〃 体力測定室 0人

・最大酸素摂取量測定 〃 〃 検査室 0人
・体力測定用器具貸出 〃 県内各地 7件 2,307人

ア）目 的
現在は、私たちの生活環境にさまざまな利便化をもたらした反面、生活の中で身体を動かす機

会が減少することによる運動不足や食生活の変化・日常生活におけるストレスの増加など、健康

の阻害や体力の低下につながり生活習慣病と言われる問題を抱える人が多くなった。
そこで、多くの県民が安全で、無理のない運動を通して、健康の保持増進・体力の向上が図れ

るよう「県民体力つくり相談」事業を開設し、運動前のメディカルチェックや体力測定を実施す

ることにより、県民が安心して運動・スポーツができるよう指導する。

イ）対 象 者

群馬県内に在住、在勤する人を原則とする。

ウ）事業内容

健 康 ・ 体 力 測 定 運動指導 運動実践

体 力 測 定 運動プログラム (各種トレーニング・

筋 力 測 定 の作成及び指導 ストレッチ）
問 診

最大酸素摂取量測定

測定項目
・健康・体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 貧血検査安静

心電図検査 尿検査 内科・整形外科問診 運動負荷テスト(運動

時心電図検査・酸素摂取能力）栄養指導 筋力 瞬発力 敏捷性
柔軟性 無酸素パワーテスト

・競技者体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 瞬発力

敏捷性柔軟性 無酸素パワーテスト
・スポーツ愛好者体力測定････ 身長 体重 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 筋持久力 瞬発力

敏捷性 柔軟性 平衡性 全身持久力

・筋力測定･･････････････････ 体幹・下肢のスピードと力の測定
・最大酸素摂取量測定（トレッドミル・自転車エルゴメーター使用）

エ）開設日
・健康・体力測定 土曜日 午後１時～（年19回）

・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日

オ）診断・測定スタッフ

県スポーツドクター協議会 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

（一社）群馬県臨床検査技師会 臨床検査技師
（公社）群馬県栄養士会 管理栄養士、栄養士

（一社）群馬県理学療法士協会 理学療法士

（公財）群馬県スポーツ協会 競技スポーツ課員他

Ⅱ 健康増進・体力向上に関する事業
５ 県民体力つくり相談に関する事業
（１）県民体力つくり相談事業

（ア）メディカルチェック・体力測定及び栄養指導の実施
・健康・体力測定 通 年 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ問診室他 0人

・新体力測定 〃 〃 スポーツルーム 0人

・体力測定
(INBODY測定のみ実施) 〃 情報提供コーナー 142人

・筋力測定 〃 〃 体力測定室 0人

・最大酸素摂取量測定 〃 〃 検査室 0人
・体力測定用器具貸出 〃 県内各地 7件 2,307人

ア）目 的
現在は、私たちの生活環境にさまざまな利便化をもたらした反面、生活の中で身体を動かす機

会が減少することによる運動不足や食生活の変化・日常生活におけるストレスの増加など、健康

の阻害や体力の低下につながり生活習慣病と言われる問題を抱える人が多くなった。
そこで、多くの県民が安全で、無理のない運動を通して、健康の保持増進・体力の向上が図れ

るよう「県民体力つくり相談」事業を開設し、運動前のメディカルチェックや体力測定を実施す

ることにより、県民が安心して運動・スポーツができるよう指導する。

イ）対 象 者

群馬県内に在住、在勤する人を原則とする。

ウ）事業内容

健 康 ・ 体 力 測 定 運動指導 運動実践

体 力 測 定 運動プログラム (各種トレーニング・

筋 力 測 定 の作成及び指導 ストレッチ）
問 診

最大酸素摂取量測定

測定項目
・健康・体力測定････････････ 身長 体重 周囲径 指極 血圧検査 皮下脂肪厚 貧血検査安静

心電図検査 尿検査 内科・整形外科問診 運動負荷テスト(運動

時心電図検査・酸素摂取能力）栄養指導 筋力 瞬発力 敏捷性
柔軟性 無酸素パワーテスト
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エ）開設日
・健康・体力測定 土曜日 午後１時～（年19回）

・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日
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（一社）群馬県臨床検査技師会 臨床検査技師
（公社）群馬県栄養士会 管理栄養士、栄養士

（一社）群馬県理学療法士協会 理学療法士

（公財）群馬県スポーツ協会 競技スポーツ課員他

Ⅱ 健康増進・体力向上に関する事業
５ 県民体力つくり相談に関する事業
（１）県民体力つくり相談事業

（ア）メディカルチェック・体力測定及び栄養指導の実施
・健康・体力測定 通 年 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ問診室他 0人

・新体力測定 〃 〃 スポーツルーム 0人

・体力測定
(INBODY測定のみ実施) 〃 情報提供コーナー 142人

・筋力測定 〃 〃 体力測定室 0人

・最大酸素摂取量測定 〃 〃 検査室 0人
・体力測定用器具貸出 〃 県内各地 7件 2,307人

ア）目 的
現在は、私たちの生活環境にさまざまな利便化をもたらした反面、生活の中で身体を動かす機

会が減少することによる運動不足や食生活の変化・日常生活におけるストレスの増加など、健康

の阻害や体力の低下につながり生活習慣病と言われる問題を抱える人が多くなった。
そこで、多くの県民が安全で、無理のない運動を通して、健康の保持増進・体力の向上が図れ

るよう「県民体力つくり相談」事業を開設し、運動前のメディカルチェックや体力測定を実施す

ることにより、県民が安心して運動・スポーツができるよう指導する。

イ）対 象 者

群馬県内に在住、在勤する人を原則とする。
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・スポーツ愛好者体力測定････ 身長 体重 血圧検査 皮下脂肪厚 筋力 筋持久力 瞬発力

敏捷性 柔軟性 平衡性 全身持久力

・筋力測定･･････････････････ 体幹・下肢のスピードと力の測定
・最大酸素摂取量測定（トレッドミル・自転車エルゴメーター使用）

エ）開設日
・健康・体力測定 土曜日 午後１時～（年19回）

・体力測定 筋力測定 最大酸素摂取量測定 測定希望者の希望日

オ）診断・測定スタッフ

県スポーツドクター協議会 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

（一社）群馬県臨床検査技師会 臨床検査技師
（公社）群馬県栄養士会 管理栄養士、栄養士

（一社）群馬県理学療法士協会 理学療法士

（公財）群馬県スポーツ協会 競技スポーツ課員他
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　　キ）年度別測定者数 （単位：人）

総数 一般者 競技者 男性 女性

昭和６２年度 934 784 150 630 304 1,603

昭和６３年度 1,132 756 376 664 468 3,630

平成　元年度 1,257 524 733 862 395 799

平成　２年度 1,421 604 817 871 550 1,109

平成　３年度 1,271 403 868 890 381 804

平成　４年度 1,515 188 1,327 1,028 487 650 1,095

平成　５年度 1,199 223 976 801 398 715 1,140 3,955

平成　６年度 699 204 495 414 285 1,132 1,173 2,993

平成　７年度 735 246 489 455 280 987 1,070 3,751

平成　８年度 595 190 405 381 214 1,349 1,475 4,640

平成　９年度 604 165 439 361 243 1,129 905 4,056

平成１０年度 543 136 407 287 256 693 704 2,972

平成１１年度 516 102 414 294 222 784 936 2,000

平成１２年度 496 49 447 320 176 688 576 1,072 2,250

平成１３年度 489 60 429 278 211 794 1,082 1,060 2,826

平成１４年度 507 40 467 292 215 766 1,539 1,149 11,190

平成１５年度 540 36 504 317 223 643 1,420 1,072 2,160

平成１６年度 433 14 419 244 189 558 1,436 1,068 43 4,726

平成１７年度 457 24 433 197 260 492 1,616 906 66 1,657

平成１８年度 444 17 427 244 200 326 1,660 749 63 2,580

平成１９年度 453 24 429 243 210 381 1,515 854 59 1,000

平成２０年度 449 19 430 237 212 305 967 685 52 647

平成２１年度 450 19 431 247 203 346 1,149 760 69 1,492

平成２２年度 501 9 492 265 236 1,348 1,014 810 52 2,376

平成２３年度 346 7 339 162 184 286 667 578 55 586

平成２４年度 332 6 326 162 170 251 896 575 58 1,715

平成２５年度 327 8 319 171 156 180 817 476 67 586

平成２６年度 370 12 358 196 174 110 1,143 457 86 799

平成２７年度 398 5 393 206 192 148 1,388 523 75 520

平成２８年度 433 5 428 214 219 165 1,271 539 73 1,404

平成２９年度 330 5 325 155 175 45 1,172 136 58 990

平成３０年度 347 6 341 171 176 65 1,048 356 47 1,200

令和　元年度 303 2 301 141 162 63 1,060 351 28 2,307

令和　２年度 0 0 0 0 0 142 325 0 0 0

※令和２年度の体力測定は、新型コロナウイルス感染予防のため、INBODY測定のみ実施。

年度

健康体力測定 体力
測定
用具
貸出

最大
酸素
摂取量
測定

筋力
測定

新体力
テスト

体力
測定

（イ）メタボリックシンドローム、ロコモティブシンドローム予防のための運動指導

・出張新体力測定 0回 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施なし

６ スポーツ医科学の普及に関する事業
（１）スポーツ医科学普及事業

（ア）アンチ・ドーピング推進活動事業
・アンチ・ドーピング指導 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

８月14日・９月１日・９月24日

１月５日・１月22日 4人
（イ）スポーツドクター養成研修事業

・スポーツドクター研修会 4月18日 群馬大学医学部附属病院 ｱﾒﾆﾃｨｰ講義室 0人

（ウ）トレーナー養成講習会事業
・アスレティックトレーナー養成講習会 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

11月12日・13日 0人

（エ）スポーツ医事相談事業
・スポーツドクター紹介 通 年 0人

0人・健康・体力測定におけるドクター紹介

・スポーツ医科学講演会 通 年 13市町 0人

※新型コロナウイルス感染予防のため、予定していた諸事業を中止とした。

スポーツ医科学講演会開催実績

エクセル表「第４編 ②スポーツ医科学医科学講演会開催実績」
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（イ）メタボリックシンドローム、ロコモティブシンドローム予防のための運動指導

・出張新体力測定 0回 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施なし

６ スポーツ医科学の普及に関する事業
（１）スポーツ医科学普及事業

（ア）アンチ・ドーピング推進活動事業
・アンチ・ドーピング指導 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

８月14日・９月１日・９月24日

１月５日・１月22日 4人
（イ）スポーツドクター養成研修事業

・スポーツドクター研修会 4月18日 群馬大学医学部附属病院 ｱﾒﾆﾃｨｰ講義室 0人

（ウ）トレーナー養成講習会事業
・アスレティックトレーナー養成講習会 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

11月12日・13日 0人

（エ）スポーツ医事相談事業
・スポーツドクター紹介 通 年 0人

0人・健康・体力測定におけるドクター紹介

・スポーツ医科学講演会 通 年 13市町 0人

※新型コロナウイルス感染予防のため、予定していた諸事業を中止とした。

スポーツ医科学講演会開催実績

エクセル表「第４編 ②スポーツ医科学医科学講演会開催実績」

№ 市町

館林市

前橋市

藤岡市

千代田町

高崎市

長野原町

甘楽町

渋川市

中之条町

桐生市

草津町

沼田市

富岡市

スポーツのケガの予防とその処置 傷害予防

暴力やハラスメントのないスポーツ指導について コーチング

子どもから大人まで行える体幹トレーニングとストレッチ
子どもも大人も行えるトレーニングやストレッチ
（ケガの予防のストレッチ等）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全ての講演会を中止

未定 未定

スポーツのための積極的食事方法について スポーツ栄養・食事

未定 未定

トレーニングについて 各年代でケガをしないために

ジュニア期のトレーニングについて 体幹トレーニングとストレッチ

熱中症予防 未定

中高年の体幹トレーニング 講義と実技

トレーニング(スポーツをする人の体づくりとは？) 参加者が実際に体を動かす

働き盛りの方必見！パフォーマンスUP↑トレーニング トレーニング機器などを使用したトレーニング

ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄとｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ～うっかりﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞを防ぐために～
医薬品やｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄとﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞの関係を知り、うっかりﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ
を防ぐことで健全なｽﾎﾟｰﾂ活動へつなげる

スポーツ医科学講演会開催実績

演　　　題 内　　容

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、上記（イ）〜（エ）の事業を中止
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Ⅲ 競技力向上を推進する事業
７ 国民体育大会への選手等選考及び派遣に関する事業
（１）国民体育大会等派遣事業
（ア）第75回国民体育大会本大会

ア）群馬県選手団・役員等の参加状況
（会期前） 令和２年９月12日（土）～ 20日（日 《水泳・ビーチバレー・体操競技》）
①会 期 令和２年10月３日（土）～10月13日（火）
②会場地 鹿児島県
③開会式 令和２年10月３日（土） 白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）
④閉会式 令和２年10月13日（火） 〃

19 第75回国民体育大会※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月 日に主催４団体が
本大会（鹿児島国体）を令和５年（2023年）に特別大会として延期することを決定した。

（イ）第76回国民体育大会冬季大会

〈スケート・アイスホッケー競技〉
ア）県選手団・役員等の参加状況
①会 期 令和３年１月27日（水）～１月31日（日）
②会場地 愛知県名古屋市、豊橋市、長久手市、岐阜県恵那市
③開始式 令和３年１月27日（水）

愛知芸術文化センター（ﾌｨｷﾞｭｱ、 ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ、 ｱｲｽﾎｯｹｰ）
恵那文化センター （ｽﾋﾟｰﾄﾞ）

④表彰式 令和３年１月31日（日）
ウインクあいち（愛知県産業労働ｾﾝﾀｰ）

⑤本部役員
団 長 渡 辺 幸 男 （県スポーツ協会 会長）
副団長 狩 野 浩 志 （県スケート連盟 会長）

〃 松 本 博 崇 （県スポーツ協会 理事長）
総監督 富 澤 宏 之 （県スケート連盟 理事長）
総 務 海 野 俊 彦 （県スポーツ協会 理事）

〃 片 山 雅 義 （帯同ドクター・県スポーツドクター協議会 幹事）
〃 中 川 和 昌 （帯同アスレティックトレーナー

・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

⑥監督・選手数
成年 少年 計

競 技 名 監 督 男子 女子 男子 女子
ス ピ ー ド ２ ８ ８ ２８

スケート
５ ５

ｼ ｮ ｰ ﾄ ﾄ ﾗ ｯ ｸ ２ ５ ４ ２ ２ １５

合 計 ４ ４ ３
１ ３ ９ １ ０ ７

２２ １７

⑦支援スタッフ
№ 競 技 名 氏 名 担当種別
１ スピードスケート 黒岩 聖矢 成年女子
２ スピードスケート 山本 大志 少年男子

イ）県選手団成績
①競技会場

スケ－ト競技（スピード） 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場
（ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ） 日本ガイシアリーナアイスリンク
（ﾌ ｨ ｷ ﾞ ｭ ｱ) 〃

アイスホッケー競技 アクアリーナ豊橋アイスアリーナ
モリコロパークアイススケート場

※令和３年１月５日の第２回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を進
めていたが、１月１３日に開催地である愛知・岐阜両県に緊急事態宣言が発令されたことから、群馬県、群
馬県スケート連盟と協議の結果、選手・監督の安全を最優先するため１月２０日に選手団の派遣を取りやめ
ることとした。

Ⅲ 競技力向上を推進する事業
７ 国民体育大会への選手等選考及び派遣に関する事業
（１）国民体育大会等派遣事業
（ア）第75回国民体育大会本大会

ア）群馬県選手団・役員等の参加状況
（会期前） 令和２年９月12日（土）～ 20日（日 《水泳・ビーチバレー・体操競技》）
①会 期 令和２年10月３日（土）～10月13日（火）
②会場地 鹿児島県
③開会式 令和２年10月３日（土） 白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）
④閉会式 令和２年10月13日（火） 〃

19 第75回国民体育大会※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月 日に主催４団体が
本大会（鹿児島国体）を令和５年（2023年）に特別大会として延期することを決定した。

（イ）第76回国民体育大会冬季大会

〈スケート・アイスホッケー競技〉
ア）県選手団・役員等の参加状況
①会 期 令和３年１月27日（水）～１月31日（日）
②会場地 愛知県名古屋市、豊橋市、長久手市、岐阜県恵那市
③開始式 令和３年１月27日（水）

愛知芸術文化センター（ﾌｨｷﾞｭｱ、 ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ、 ｱｲｽﾎｯｹｰ）
恵那文化センター （ｽﾋﾟｰﾄﾞ）

④表彰式 令和３年１月31日（日）
ウインクあいち（愛知県産業労働ｾﾝﾀｰ）

⑤本部役員
団 長 渡 辺 幸 男 （県スポーツ協会 会長）
副団長 狩 野 浩 志 （県スケート連盟 会長）

〃 松 本 博 崇 （県スポーツ協会 理事長）
総監督 富 澤 宏 之 （県スケート連盟 理事長）
総 務 海 野 俊 彦 （県スポーツ協会 理事）

〃 片 山 雅 義 （帯同ドクター・県スポーツドクター協議会 幹事）
〃 中 川 和 昌 （帯同アスレティックトレーナー

・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

⑥監督・選手数
成年 少年 計

競 技 名 監 督 男子 女子 男子 女子
ス ピ ー ド ２ ８ ８ ２８

スケート
５ ５

ｼ ｮ ｰ ﾄ ﾄ ﾗ ｯ ｸ ２ ５ ４ ２ ２ １５

合 計 ４ ４ ３
１ ３ ９ １ ０ ７

２２ １７

⑦支援スタッフ
№ 競 技 名 氏 名 担当種別
１ スピードスケート 黒岩 聖矢 成年女子
２ スピードスケート 山本 大志 少年男子

イ）県選手団成績
①競技会場

スケ－ト競技（スピード） 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場
（ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ） 日本ガイシアリーナアイスリンク
（ﾌ ｨ ｷ ﾞ ｭ ｱ) 〃

アイスホッケー競技 アクアリーナ豊橋アイスアリーナ
モリコロパークアイススケート場

※令和３年１月５日の第２回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を進
めていたが、１月１３日に開催地である愛知・岐阜両県に緊急事態宣言が発令されたことから、群馬県、群
馬県スケート連盟と協議の結果、選手・監督の安全を最優先するため１月２０日に選手団の派遣を取りやめ
ることとした。

Ⅲ 競技力向上を推進する事業
７ 国民体育大会への選手等選考及び派遣に関する事業
（１）国民体育大会等派遣事業
（ア）第75回国民体育大会本大会

ア）群馬県選手団・役員等の参加状況
（会期前） 令和２年９月12日（土）～ 20日（日 《水泳・ビーチバレー・体操競技》）
①会 期 令和２年10月３日（土）～10月13日（火）
②会場地 鹿児島県
③開会式 令和２年10月３日（土） 白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）
④閉会式 令和２年10月13日（火） 〃

19 第75回国民体育大会※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月 日に主催４団体が
本大会（鹿児島国体）を令和５年（2023年）に特別大会として延期することを決定した。

（イ）第76回国民体育大会冬季大会

〈スケート・アイスホッケー競技〉
ア）県選手団・役員等の参加状況
①会 期 令和３年１月27日（水）～１月31日（日）
②会場地 愛知県名古屋市、豊橋市、長久手市、岐阜県恵那市
③開始式 令和３年１月27日（水）

愛知芸術文化センター（ﾌｨｷﾞｭｱ、 ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ、 ｱｲｽﾎｯｹｰ）
恵那文化センター （ｽﾋﾟｰﾄﾞ）

④表彰式 令和３年１月31日（日）
ウインクあいち（愛知県産業労働ｾﾝﾀｰ）

⑤本部役員
団 長 渡 辺 幸 男 （県スポーツ協会 会長）
副団長 狩 野 浩 志 （県スケート連盟 会長）

〃 松 本 博 崇 （県スポーツ協会 理事長）
総監督 富 澤 宏 之 （県スケート連盟 理事長）
総 務 海 野 俊 彦 （県スポーツ協会 理事）

〃 片 山 雅 義 （帯同ドクター・県スポーツドクター協議会 幹事）
〃 中 川 和 昌 （帯同アスレティックトレーナー

・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

⑥監督・選手数
成年 少年 計

競 技 名 監 督 男子 女子 男子 女子
ス ピ ー ド ２ ８ ８ ２８

スケート
５ ５

ｼ ｮ ｰ ﾄ ﾄ ﾗ ｯ ｸ ２ ５ ４ ２ ２ １５

合 計 ４ ４ ３
１ ３ ９ １ ０ ７

２２ １７

⑦支援スタッフ
№ 競 技 名 氏 名 担当種別
１ スピードスケート 黒岩 聖矢 成年女子
２ スピードスケート 山本 大志 少年男子

イ）県選手団成績
①競技会場

スケ－ト競技（スピード） 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場
（ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ） 日本ガイシアリーナアイスリンク
（ﾌ ｨ ｷ ﾞ ｭ ｱ) 〃

アイスホッケー競技 アクアリーナ豊橋アイスアリーナ
モリコロパークアイススケート場

※令和３年１月５日の第２回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を進
めていたが、１月１３日に開催地である愛知・岐阜両県に緊急事態宣言が発令されたことから、群馬県、群
馬県スケート連盟と協議の結果、選手・監督の安全を最優先するため１月２０日に選手団の派遣を取りやめ
ることとした。

令和３年１月５日の第２回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣
に向けて準備を進めていたが、１月13日に開催地である愛知・岐阜両県に緊急事態宣言
が発令されたことから、群馬県、群馬県スケート連盟と協議の結果、選手・監督の安全
を最優先するため１月20日に選手団の派遣を取りやめることとした。

※
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②総合成績
アイス

スケート競技 ホッケー競技 終了時総合成績
順位 27位 12位 27位

男女総合成績 得点 10点 10点 20点
順位 25位

女子総合成績 得点 10点

（参 考）
③過去３年間の総合成績

第76回 第75回 第74回
総 合 成 績 27位 20点 ９位 112点 16位 74点

ス ケ ー ト 競 技 27位 10点 ５位 102点 15位 59点
(スピード) － ０点 ５位 56点 ７位 43点
(ショートトラック) － ０点 ４位 36点 12位 ６点
(フィギュア） － ０点 15位 ０点 16位 ０点
アイスホッケー競技 12位 10点 12位 10点 ９位 15点

〈スキー競技〉
ア）県選手団・役員等の参加状況
①会 期 令和３年２月18日（木）～21日（日）
②会場地 秋田県鹿角市
③表彰式 令和３年２月21日（日） 鹿角トレーニングセンター アルパス
④本部役員
団 長 松 本 博 崇 （県スポーツ協会 理事長）
副団長 林 辰 男 （県スキー連盟 会長）
総監督 入 澤 登喜夫 （県スキー連盟 理事長）
総 務 田 中 和 美 （帯同ドクター・県スポーツドクター協議会 会員）

〃 唐 沢 和 彦 （帯同アスレティックトレーナー
・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

〃 橋 詰 一 也 （県スキー連盟 強化コーチ）

⑥監督・選手数
成 年 少 年

競 技 名 監督 男 子 女 子 計
男 子 女 子

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ
ス キ ー ３ ７ ４ ４ ３ １ ９ ８ ３９
合 計 ３ １５ ４ １７ ３９

⑦支援スタッフ
担当種別№ 競 技 名 氏 名

１ スキー
本多 一男 成年女子

(ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ)

少年男子２ スキー
阿部 尚人

（ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ）

※令和３年１月22日の第３回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を
進めていたが、２月１日に日本スポーツ協会より開催中止の通知があった。

（イ）激励活動
・強化合宿の激励活動

・陸上競技、水泳（競泳・飛込・ＯＷＳ・水球）競技、
ソフトボール競技、ボウリング競技

・関東ブロック大会・国民体育大会本大会において現地激励
・第75回国民体育大会本大会監督会議 ９月24日 県総合スポーツセンター

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大防防止止ののたためめ中中止止
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〃 橋 詰 一 也 （県スキー連盟 強化コーチ）
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男 子 女 子

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ
ス キ ー ３ ７ ４ ４ ３ １ ９ ８ ３９
合 計 ３ １５ ４ １７ ３９

⑦支援スタッフ
担当種別№ 競 技 名 氏 名
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〃 唐 沢 和 彦 （帯同アスレティックトレーナー
・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

〃 橋 詰 一 也 （県スキー連盟 強化コーチ）
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少年男子２ スキー
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※令和３年１月22日の第３回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を
進めていたが、２月１日に日本スポーツ協会より開催中止の通知があった。

（イ）激励活動
・強化合宿の激励活動

・陸上競技、水泳（競泳・飛込・ＯＷＳ・水球）競技、
ソフトボール競技、ボウリング競技

・関東ブロック大会・国民体育大会本大会において現地激励
・第75回国民体育大会本大会監督会議 ９月24日 県総合スポーツセンター

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大防防止止ののたためめ中中止止

Ⅲ 競技力向上を推進する事業
７ 国民体育大会への選手等選考及び派遣に関する事業
（１）国民体育大会等派遣事業
（ア）第75回国民体育大会本大会

ア）群馬県選手団・役員等の参加状況
（会期前） 令和２年９月12日（土）～ 20日（日 《水泳・ビーチバレー・体操競技》）
①会 期 令和２年10月３日（土）～10月13日（火）
②会場地 鹿児島県
③開会式 令和２年10月３日（土） 白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）
④閉会式 令和２年10月13日（火） 〃

19 第75回国民体育大会※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月 日に主催４団体が
本大会（鹿児島国体）を令和５年（2023年）に特別大会として延期することを決定した。

（イ）第76回国民体育大会冬季大会

〈スケート・アイスホッケー競技〉
ア）県選手団・役員等の参加状況
①会 期 令和３年１月27日（水）～１月31日（日）
②会場地 愛知県名古屋市、豊橋市、長久手市、岐阜県恵那市
③開始式 令和３年１月27日（水）

愛知芸術文化センター（ﾌｨｷﾞｭｱ、 ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ、 ｱｲｽﾎｯｹｰ）
恵那文化センター （ｽﾋﾟｰﾄﾞ）

④表彰式 令和３年１月31日（日）
ウインクあいち（愛知県産業労働ｾﾝﾀｰ）

⑤本部役員
団 長 渡 辺 幸 男 （県スポーツ協会 会長）
副団長 狩 野 浩 志 （県スケート連盟 会長）

〃 松 本 博 崇 （県スポーツ協会 理事長）
総監督 富 澤 宏 之 （県スケート連盟 理事長）
総 務 海 野 俊 彦 （県スポーツ協会 理事）

〃 片 山 雅 義 （帯同ドクター・県スポーツドクター協議会 幹事）
〃 中 川 和 昌 （帯同アスレティックトレーナー

・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

⑥監督・選手数
成年 少年 計

競 技 名 監 督 男子 女子 男子 女子
ス ピ ー ド ２ ８ ８ ２８

スケート
５ ５

ｼ ｮ ｰ ﾄ ﾄ ﾗ ｯ ｸ ２ ５ ４ ２ ２ １５

合 計 ４ ４ ３
１ ３ ９ １ ０ ７

２２ １７

⑦支援スタッフ
№ 競 技 名 氏 名 担当種別
１ スピードスケート 黒岩 聖矢 成年女子
２ スピードスケート 山本 大志 少年男子

イ）県選手団成績
①競技会場

スケ－ト競技（スピード） 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場
（ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ） 日本ガイシアリーナアイスリンク
（ﾌ ｨ ｷ ﾞ ｭ ｱ) 〃

アイスホッケー競技 アクアリーナ豊橋アイスアリーナ
モリコロパークアイススケート場

※令和３年１月５日の第２回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を進
めていたが、１月１３日に開催地である愛知・岐阜両県に緊急事態宣言が発令されたことから、群馬県、群
馬県スケート連盟と協議の結果、選手・監督の安全を最優先するため１月２０日に選手団の派遣を取りやめ
ることとした。
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７ 国民体育大会への選手等選考及び派遣に関する事業
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19 第75回国民体育大会※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月 日に主催４団体が
本大会（鹿児島国体）を令和５年（2023年）に特別大会として延期することを決定した。

（イ）第76回国民体育大会冬季大会

〈スケート・アイスホッケー競技〉
ア）県選手団・役員等の参加状況
①会 期 令和３年１月27日（水）～１月31日（日）
②会場地 愛知県名古屋市、豊橋市、長久手市、岐阜県恵那市
③開始式 令和３年１月27日（水）

愛知芸術文化センター（ﾌｨｷﾞｭｱ、 ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ、 ｱｲｽﾎｯｹｰ）
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④表彰式 令和３年１月31日（日）
ウインクあいち（愛知県産業労働ｾﾝﾀｰ）

⑤本部役員
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総監督 富 澤 宏 之 （県スケート連盟 理事長）
総 務 海 野 俊 彦 （県スポーツ協会 理事）

〃 片 山 雅 義 （帯同ドクター・県スポーツドクター協議会 幹事）
〃 中 川 和 昌 （帯同アスレティックトレーナー

・県スポーツ協会医科学専門委員会トレーナー班員）

⑥監督・選手数
成年 少年 計

競 技 名 監 督 男子 女子 男子 女子
ス ピ ー ド ２ ８ ８ ２８
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⑦支援スタッフ
№ 競 技 名 氏 名 担当種別
１ スピードスケート 黒岩 聖矢 成年女子
２ スピードスケート 山本 大志 少年男子

イ）県選手団成績
①競技会場

スケ－ト競技（スピード） 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場
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アイスホッケー競技 アクアリーナ豊橋アイスアリーナ
モリコロパークアイススケート場

※令和３年１月５日の第２回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に向けて準備を進
めていたが、１月１３日に開催地である愛知・岐阜両県に緊急事態宣言が発令されたことから、群馬県、群
馬県スケート連盟と協議の結果、選手・監督の安全を最優先するため１月２０日に選手団の派遣を取りやめ
ることとした。

１

２

ALSOKぐんま県総合スポーツセンター

令和３年１月22日の第３回国民体育大会推進委員会において選手団の選考を行い、派遣に
向けて準備を進めていたが、２月１日に日本スポーツ協会より開催中止の通知があった。

※

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
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８ スポーツ指導者養成に関する事業
（１）指導者養成事業

スポーツ指導員養成講習会（ア）
・公認コーチ１養成講習会（専門科目） 弓 道 競 技（委託） 21人

スポーツ指導者研修会（イ）
・第１回スポーツ指導者研修会 令和２年８月２日
・第２回スポーツ指導者研修会 令和３年２月７日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
スポーツ指導者協議会育成事業（ウ）

・県スポーツ指導者協議会との連携
県スポーツ指導者協議会理事会 ６月28日・３月６日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 28人
※令和２年３月６日の第２回理事会については、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め書面表決で実施した。

９ 競技力向上・選手強化対策に関する事業
（１）競技力向上対策事業

（ア）団体対策推進事業
・団体に対する支援 国体正式競技41競技団体及び２学校体育団体

（イ）ぐんまスーパーキッズプロジェクト事業

・ぐんまスーパーキッズプロジェクトの推進
スキー競技20人、陸上競技26人、水泳競技14人、空手道競技35人、
ボウリング競技17人、ゴルフ競技30人、スケート競技10人、
レスリング競技18人、馬術競技28人、自転車競技21人、ボクシング競技７人、
山岳競技20人、アーチェリー５人 合計251人

ア）目 的
本県競技力水準の一層の向上を図るため、体力・運動能力に優れたジュニア選手を早期に

発掘し、適正な育成プログラムを計画的・継続的に実施することにより、日本、世界へ通用
するトップレベルの選手の育成を競技団体と連携し実施した。

イ）事業内容
・県内の小学校４年生を対象に公募し、体力測定を実施して体力・運動能力に優れた人材を
発掘する。

・共通・専門育成プログラムを作成し、子供たちの発育段階に応じた計画的・継続的な育成を
図る。

・学校体育に還元できるような育成プログラムを構築する。

７．キッズ写真① ８．キッズ写真②

８ スポーツ指導者養成に関する事業
（１）指導者養成事業

スポーツ指導員養成講習会（ア）
・公認コーチ１養成講習会（専門科目） 弓 道 競 技（委託） 21人

スポーツ指導者研修会（イ）
・第１回スポーツ指導者研修会 令和２年８月２日
・第２回スポーツ指導者研修会 令和３年２月７日

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
スポーツ指導者協議会育成事業（ウ）

・県スポーツ指導者協議会との連携
県スポーツ指導者協議会理事会 ６月28日・３月６日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 28人
※令和２年３月６日の第２回理事会については、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め書面表決で実施した。

９ 競技力向上・選手強化対策に関する事業
（１）競技力向上対策事業

（ア）団体対策推進事業
・団体に対する支援 国体正式競技41競技団体及び２学校体育団体

（イ）ぐんまスーパーキッズプロジェクト事業

・ぐんまスーパーキッズプロジェクトの推進
スキー競技20人、陸上競技26人、水泳競技14人、空手道競技35人、
ボウリング競技17人、ゴルフ競技30人、スケート競技10人、
レスリング競技18人、馬術競技28人、自転車競技21人、ボクシング競技７人、
山岳競技20人、アーチェリー５人 合計251人

ア）目 的
本県競技力水準の一層の向上を図るため、体力・運動能力に優れたジュニア選手を早期に

発掘し、適正な育成プログラムを計画的・継続的に実施することにより、日本、世界へ通用
するトップレベルの選手の育成を競技団体と連携し実施した。

イ）事業内容
・県内の小学校４年生を対象に公募し、体力測定を実施して体力・運動能力に優れた人材を
発掘する。

・共通・専門育成プログラムを作成し、子供たちの発育段階に応じた計画的・継続的な育成を
図る。

・学校体育に還元できるような育成プログラムを構築する。

７．キッズ写真① ８．キッズ写真②

21人
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ウ）実施競技団体
活 動 場 所No 競 技 団 体 名 実施種目

４～10月・３月
県総合スポーツセンター（前橋市）１ 県スケート連盟 スピード
11～２月

（ ）県総合スポーツセンター伊香保リンク 渋川市
夏期：陸上練習
県総合スポーツセンター（前橋市）

アルペン 冬期：雪上練習２ 県スキー連盟
ジャンプ （ ）アルペン：ホワイトワールド尾瀬岩鞍 片品村

ジャンプ：子天狗ジャンプ台（草津町）

群馬陸上競技協会 棒高跳 ベル・アスレティクス・ジャパン（吉岡町）３

県立敷島公園水泳場（前橋市）
県水泳連盟 水 球 前橋商業高校プール（前橋市）

４

高崎工業高校ボクシング場（高崎市）
伊勢崎工業高校ボクシング場（伊勢崎市）

５ 県ボクシング連盟 ボクシング 安中体育館格技場（安中市）
前橋育英高校（前橋市）

（ ）県レスリング協会 レスリング 育英大学・育英短期大学レスリング場 高崎市６

ヤマダグリーンドーム前橋（前橋市）
岩神緑地オフロードサイクルコース（前橋市）

７ 県自転車競技連盟 自転車

県馬術連盟 馬 術 群馬県馬事公苑（前橋市）８

県総合スポーツセンター（前橋市）
県山岳連盟 ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ 県内クライミングジム（伊勢崎・太田）９

県総合スポーツセンター（前橋市）県ｱｰﾁｪﾘｰ協会 ｱｰﾁｪﾘｰ１０

前橋工業高校（前橋市）
１１ 県空手道連盟 空手道 健大高崎高校（高崎市）

高崎商大附属高校（高崎市）

パークレーン高崎（高崎市）県ボウリング連盟 ボウリング１２

ショウワゴルフ練習場（前橋市）
県ゴルフ連盟 ゴルフ サンコー72カントリークラブ（高崎市）

１３

（ウ）拠点指定選手強化事業

・拠点施設活用による競技スポーツクラブの育成推進
・ ５月１日～２月28日 前橋市他拠点指定選手強化事業

ア）目 的
公共スポーツ施設を活動拠点として、継続的な一貫指導体制の構築を図り、ジュニア育成等を

、 。中心とした競技スポーツクラブへ経費の一部を補助し 全国トップクラスの競技者の育成を図った

イ）事業内容
・指導者の配置（拠点施設に勤務する専門指導者・有資格指導者等）
・小学生、中学生、高校生の指定選手を対象に計画的な強化練習、合同練習会、合宿の実施
・施設活用条件の整備
・スポーツ医・科学サポートスタッフ体制の構築と研究成果のフィードバック事業

ウ）実施競技団体・活動実績

エクセル一覧表挿入「第４編 ⑦拠点施設活用事業」

ALSOKぐんま県総合スポーツセンター（前橋市）

ALSOKぐんま県総合スポーツセンター（前橋市）

ALSOKぐんま県総合スポーツセンター（前橋市）

ALSOKぐんま県総合スポーツセンター（前橋市）

ウ）実施競技団体
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市町村名 拠点場所

スピード

ショート

フィギュア

アイスホッケー
前橋市
渋川市

ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｱｲｽｱﾘｰﾅ
県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ伊香保ﾘﾝｸ

名 名 名 日 日 日

スキー
クロス

カントリー
片品村

尾瀬ほたか高原ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ
ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ

名 名 名 日 日 日

陸上競技 前橋市 県立敷島公園補助競技場 名 名 名 日 日 日

飛込

競泳

ホッケー みなかみ町 月夜野緑地施設内運動広場 名 名 名 日 日 日

体操 高崎市 高崎ｱﾘｰﾅ 名 名 名 日 日 日

レスリング 明和町 明和中学校　武道館 名 名 名 日 日 日

ソフトテニス 前橋市 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 名 名 名 日 日 日

弓道 伊勢崎市 あずま弓道場 名 名 名 日 日 日

下豊岡ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

八千代ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

伊勢崎市 島村ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

カヌー 前橋市 桃の木ｶﾇｰ艇庫 名 名 名 日 日 日

ボウリング 高崎市 ﾊﾟｰｸﾚｰﾝ高崎 名 名 名 日 日 日

名 名 名 日 日 日

名 名
ラグビー

フットボール

高崎市
日 日 日

合　　　　　計　　　

名

水泳 前橋市 県立敷島公園水泳場 名 名

名 名

日 日名 日

活　動　実　績　日

後期 計

日

指導者 選手 計 前期

名 日 日スケート
前橋市
渋川市

ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｻﾌﾞｱﾘｰﾅ等
県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ伊香保ﾘﾝｸ

№ 競　技　団　体 種　　別

実　施　場　所 参　加　人　数
（エ）指導者派遣事業

・ジュニア育成事業による競技力向上
・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

ウ）実施競技団体・活動実績
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（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

　中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部の
競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

役選

ジュニ

る。
の向上を図った。ただし、委嘱式及び検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止とした。

対策を策定する。

める。
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５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針
５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ
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・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
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県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

拡大防止のため中止とした。

拡大防止のため中止
とした。
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５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

（エ）指導者派遣事業
・ジュニア育成事業による競技力向上

・ジュニア指導者の配置 ４月１日～３月31日 各活動場所

ア）目 的
ジュニア選手の活動場所である運動部やクラブへ将来指導者としての活躍を希望する現役選

手（トップアスリート）を派遣し、ジュニア選手の育成を図った。

イ）事業内容
日常の活動拠点での指導者に対する支援を行うとともに、一貫強化体制の構築を図り、ジュニ

ア層のタレントの発掘・育成に取り組んだ。
・指導者の配置（情熱を持った専門的指導者・有資格指導者等）
・日常の強化練習での指導及び一貫強化体制の構築
・競技団体及び学校体育団体との連携

ウ）実施団体・活動場所

No 団 体 名 活動場所 指導種目 指 導 者
１ 県スケート連盟 嬬恋高校 スケート 阿部 友香
２ 県スキー連盟 片品村 スキー 飯塚 剛
３ 群馬陸上競技協会 前橋育英高校他 陸上（投擲） 高橋 輝
４ 県サッカー協会 図南サッカーパーク サッカー 宮崎 明浩

（オ）中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体（群馬県中学校体育連盟準加盟競技部

の競技団体を含む）を対象として、積極的にジュニア強化対策を推進している競技団体に対して
ジュニア強化事業費を補助し、全国トップレベルのジュニア選手を育成することを目的に６競技
団体で事業を実施する予定であったが、県テニス協会で予定していた事業の一部を実施した他は
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

（カ）マネジメントコーチ設置事業

・競技力向上マネジメントコーチの活動推進
・競技力向上マネジメントコーチ委嘱式 ４月４日 県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ※
・ 〃 検討会議 ２月13日 〃 ※

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
ア）趣旨・目的

各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育成する。
また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進により競技力の向上を
図った。ただし委嘱式並びに検討会議は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

イ）活 動
・競技団体の組織と体制を整備し、競技力向上対策を具体化するための年間計画、短期・長期対
策を策定する。
・当該競技団体の強化事業を企画し、必要な事業に参加する。
・県、県教育委員会、県スポーツ協会の開催する会議・研修会に参加し、情報交換や研修に努め
る。
・競技力向上対策や結果について評価・分析し広報する。
・その他

ウ）競技力向上マネジメントコーチ一覧

No 競技団体名 氏 名 No 競技団体名 氏 名
１ 県スケート連盟 本 間 章 21 県野球連盟 今 井 浩 光
２ 県アイスホッケー連盟 高 橋 巧 22 県相撲連盟 城 代 治 男
３ 県スキー連盟 本 多 一 男 23 県馬術連盟 石 井 計 人
４ 群馬陸上競技協会 安 達 友 信 24 県フェンシング協会 砂山 雄一郎

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

№ 競　技　名 氏　　　名 № 競　技　名 氏　　　名

スキー 小 林 朔太郎 ソフトボール 藤 田 倭

スキー 石 島 瑶 子 ソフトボール 山 本 優

陸上競技 諸 田 実 咲 空手道 清 水 那 月

陸上競技 古 澤 一 生 空手道 菊 地 凌之輔

水泳（OWS） 貴 田 裕 美 トライアスロン 佐 藤 謙 太 郎

水泳（水球） 志 賀 光 明 トライアスロン 中 嶋 千 紗 都

ウエイトリフティング 原 沙 織 パラ・水泳 由 井 真緒里

ハンドボール 安 田 つぐみ パラ・陸上 福 島 壯 氣

ハンドボール 山 村 乃 亜

　アスリートサポート事業　認定選手一覧

５ 県水泳連盟 小 池 和 也 25 県柔道連盟 小 山 勝 由
６ 県サッカー協会 中 村 楽 26 県ソフトボール協会 塚 越 徹
７ 県テニス協会 福井 保次郎 27 県バドミントン協会 光 山 忠 宏
８ 県ボート協会 白 木 康 夫 28 県弓道連盟 小 林 稔
９ 県ホッケー協会 綿 貫 映 雄 29 県ライフル射撃協会 青 木 義 彦
10 県ボクシング連盟 沼 田 純 一 30 県剣道連盟 渡 邉 達 郎
11 県バレーボール協会 鈴 木 信 弘 31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 高 野 基
12 県体操協会 後 藤 信 彦 32 県山岳連盟 赤 松 久 宇
13 県ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 篠 原 保 夫 33 県カヌー協会 大 澤 光 則
14 県レスリング協会 茂 木 房 士 34 県アーチェリー協会 新 木 育 雄
15 県セーリング連盟 江 原 千 尋 35 県空手道連盟 安 斉 義 宏
16 県ｳｴｲﾄﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 原 徹 36 県銃剣道連盟 伊 能 賢 厳
17 県ハンドボール協会 小林 喜代子 37 県クレー射撃協会 青 木 豊
18 県自転車競技連盟 狩 野 良 太 38 県なぎなた連盟 三 越 孝 子
19 県ソフトテニス連盟 内 田 康 彦 39 県ボウリング連盟 園 部 恵 理
20 県卓球協会 山 田 斉 40 県ゴルフ連盟 田 畑 俊 彦

41 県トライアスロン協会 市 川 硬 一

（キ）スポーツセミナー
、 、各競技団体 学校スポーツ団体並びに地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象とし

各競技ごとの一貫強化体制の確立と競技力向上を図ることを目的に12月５日に実施する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

（ク）優秀指導者育成事業

ア）目 的

県内の指導者を対象とした中央指導者招聘研修会及び全国の優秀指導者が指導する現場での研

修により、本県各競技団体指導者の育成・資質向上を図った。

イ）事業内容

競技団体の中心的な指導者が、全国の優秀指導者が指導する現場で研修するための旅費を支援

する。

ウ）実施競技団体 県スケート連盟、群馬陸上競技協会、県テニス協会、

県体操協会、県自転車競技連盟、県バドミントン協会、

県ボウリング連盟、県高等学校体育連盟、県中学校体育連盟

（ケ）全国大会等選手団支援事業

国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支援スタッフ
を派遣することにより、全国等の競技レベルを分析し、本県の競技力レベルの向上に役立てるこ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中とを目的に実施する予定であったが、全国大会等が
止とした。

（コ）強化指定事業
強化指定選手・運動部

令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（冬季競技） 38人・
・令和２年度群馬県強化指定選手・運動部（本大会競技） 198人 ６部

ア）目 的
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企業体

等と連携を図りながら競技力向上を目指し 中学校・高等学校及び企業体等の優秀選手 運、 （
図った。ただし強化選手の体力測定・メディカル動部）を指定し、重点的強化事業の推進を

チェックは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。

イ）指定の方針

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

・全国規模大会において優勝及び国際大会の代表並びにそれらと同等の競技水準を有する者（運
動部）とする。

・競技力の将来的発展の可能性を持つ優秀選手（運動部）とする。
・選考にあたっては、少数精鋭を原則とし、計画的な選手育成強化が図れるよう、将来性につい
ても十分配慮する。

ウ）指定後の支援体制
・強化指定選手を県スポーツ協会及び当該競技団体等が実施する強化対策事業に参加させる。
・健康状態や基礎体力を把握し、トレーニング計画を立てるためのメディカルチェック・体力測
定の費用を補助する。

・指定選手としての自覚と誇りを持たせるため、指定証を発行する。

（サ）スポーツ医科学活用事業

・強化選手の体力測定・メディカルチェックの実施
・メディカルチェック、体力測定結果のフィードバック

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施なし

（シ）アスリートぐんまプロジェクト事業
ア）目 的

本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピック競技
大会や国際大会での活躍を期待して、現日本代表選手や２０２０東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して支援を行った。
事業内容イ）
①アスリートサポート事業

群馬県の競技団体等に所属する選手、群馬県出身の選手で競技団体から推薦された選手を

、 、対象に オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対し

合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助した。

「 」（ ）エクセル挿入 第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 アスリートサポート

拡大防止のため中止

拡大防止のため中止とした。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施なし
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②ドリームロード事業

群馬県の中学校（中等教育学校前期課程を含む）に在籍し、群馬県の競技団体並びに、中

学校体育連盟から推薦された実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のた

めの意識を高めた。

エクセル挿入「第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 （ドリームロード）」

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業
2029国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども及びその家族を

主な対象として親子スポーツ教室や様々な運動体験を11月14･15日に実施予定であったが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

10 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック競技大会選手支援事業

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会選手支援事業 ４月１日～３月31日 国内各地

①趣 旨
本県出身のトップアスリートが、オリンピック・パラリンピック競技大会や世界選手権等で活

躍できるよう、県内企業や個人の協力者から寄付金を集め、選手強化活動の支援を行った。

②事業内容
現役トップアスリートを「スポーツ推進スタッフ」として配置する。

スポーツ推進スタッフは、
・オリンピックや世界大会、国民体育大会等の各種大会において活躍をし、その競技力をもっ
て県民に夢と感動を与えるものとする。
・県内を活動拠点とし、本県競技団体との連携のもとに、競技力向上を図るための技術研究及
びそれに関する活動を行うものとする。
・本県競技団体と連携し、ジュニアへのスポーツ普及に関する事業に積極的に参加するものと
する。

③スポーツ推進スタッフ
・倉林 巧和（自転車競技 ・宮澤 拓哉（ボウリング））

　ドリームロード事業　認定選手一覧 　ドリームロード事業　認定指導者一覧

№ 競　技　名 氏　　　名 № 競　技　名 氏　　　名

スケート 市 場 椋 也 陸上競技 根 岸 佑 太 朗

スキー 吉 田 梓 乃 ボクシング 澤 野 聡

陸上競技 原 口 顕 次 朗 体操（競技） 桒 原 弘 樹

水泳（競泳） 角 彩 綾 バスケットボール 堀 田 亨

ボクシング 岡 部 月 香 ハンドボール 齋 藤 央 貴

体操 福 島 あ り す 卓球 星 野 直 樹

新体操 北 夏 柔道 佐 藤 伯 幸

バスケット
ボール 川 島 悠 翔 バドミントン 髙 田 晃

ハンドボール 小 幡 み な み

卓球 井 上 梨 花

柔道 トーレス カミラ

ソフトボール 英 杏 輔

バドミントン 渡 邊 悠 斗

②ドリームロード事業

群馬県の中学校（中等教育学校前期課程を含む）に在籍し、群馬県の競技団体並びに、中

学校体育連盟から推薦された実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のた

めの意識を高めた。

エクセル挿入「第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 （ドリームロード）」

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業
2029国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども及びその家族を

主な対象として親子スポーツ教室や様々な運動体験を11月14･15日に実施予定であったが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

10 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック競技大会選手支援事業

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会選手支援事業 ４月１日～３月31日 国内各地

①趣 旨
本県出身のトップアスリートが、オリンピック・パラリンピック競技大会や世界選手権等で活

躍できるよう、県内企業や個人の協力者から寄付金を集め、選手強化活動の支援を行った。

②事業内容
現役トップアスリートを「スポーツ推進スタッフ」として配置する。

スポーツ推進スタッフは、
・オリンピックや世界大会、国民体育大会等の各種大会において活躍をし、その競技力をもっ
て県民に夢と感動を与えるものとする。
・県内を活動拠点とし、本県競技団体との連携のもとに、競技力向上を図るための技術研究及
びそれに関する活動を行うものとする。
・本県競技団体と連携し、ジュニアへのスポーツ普及に関する事業に積極的に参加するものと
する。

③スポーツ推進スタッフ
・倉林 巧和（自転車競技 ・宮澤 拓哉（ボウリング））

②ドリームロード事業

群馬県の中学校（中等教育学校前期課程を含む）に在籍し、群馬県の競技団体並びに、中

学校体育連盟から推薦された実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のた

めの意識を高めた。

エクセル挿入「第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 （ドリームロード）」

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業
2029国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども及びその家族を

主な対象として親子スポーツ教室や様々な運動体験を11月14･15日に実施予定であったが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

10 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック競技大会選手支援事業

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会選手支援事業 ４月１日～３月31日 国内各地

①趣 旨
本県出身のトップアスリートが、オリンピック・パラリンピック競技大会や世界選手権等で活

躍できるよう、県内企業や個人の協力者から寄付金を集め、選手強化活動の支援を行った。

②事業内容
現役トップアスリートを「スポーツ推進スタッフ」として配置する。

スポーツ推進スタッフは、
・オリンピックや世界大会、国民体育大会等の各種大会において活躍をし、その競技力をもっ
て県民に夢と感動を与えるものとする。
・県内を活動拠点とし、本県競技団体との連携のもとに、競技力向上を図るための技術研究及
びそれに関する活動を行うものとする。
・本県競技団体と連携し、ジュニアへのスポーツ普及に関する事業に積極的に参加するものと
する。

③スポーツ推進スタッフ
・倉林 巧和（自転車競技 ・宮澤 拓哉（ボウリング））

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
第12回群馬県小学校体育学習研修会 中止 －

－第50回小学生水泳教室記録会 中止
第49回小学生陸上教室記録会 中止 －

県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月

（ウ）県民スポーツ大会補助事業
①目 的

県民を対象に開催している県民スポーツ大会（下記）の実施競技団体に補助金を交付し大会
の支援を行うものであるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
夏季大会（水泳） ８月22日 県立敷島公園水泳場 －
秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場

②ドリームロード事業

群馬県の中学校（中等教育学校前期課程を含む）に在籍し、群馬県の競技団体並びに、中

学校体育連盟から推薦された実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のた

めの意識を高めた。

エクセル挿入「第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 （ドリームロード）」

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業
2029国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども及びその家族を

主な対象として親子スポーツ教室や様々な運動体験を11月14･15日に実施予定であったが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

10 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック競技大会選手支援事業

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会選手支援事業 ４月１日～３月31日 国内各地

①趣 旨
本県出身のトップアスリートが、オリンピック・パラリンピック競技大会や世界選手権等で活

躍できるよう、県内企業や個人の協力者から寄付金を集め、選手強化活動の支援を行った。

②事業内容
現役トップアスリートを「スポーツ推進スタッフ」として配置する。

スポーツ推進スタッフは、
・オリンピックや世界大会、国民体育大会等の各種大会において活躍をし、その競技力をもっ
て県民に夢と感動を与えるものとする。
・県内を活動拠点とし、本県競技団体との連携のもとに、競技力向上を図るための技術研究及
びそれに関する活動を行うものとする。
・本県競技団体と連携し、ジュニアへのスポーツ普及に関する事業に積極的に参加するものと
する。

③スポーツ推進スタッフ
・倉林 巧和（自転車競技 ・宮澤 拓哉（ボウリング））

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
第12回群馬県小学校体育学習研修会 中止 －

－第50回小学生水泳教室記録会 中止
第49回小学生陸上教室記録会 中止 －

県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月

（ウ）県民スポーツ大会補助事業
①目 的

県民を対象に開催している県民スポーツ大会（下記）の実施競技団体に補助金を交付し大会
の支援を行うものであるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
夏季大会（水泳） ８月22日 県立敷島公園水泳場 －
秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
第12回群馬県小学校体育学習研修会 中止 －

－第50回小学生水泳教室記録会 中止
第49回小学生陸上教室記録会 中止 －

県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月

（ウ）県民スポーツ大会補助事業
①目 的

県民を対象に開催している県民スポーツ大会（下記）の実施競技団体に補助金を交付し大会
の支援を行うものであるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
夏季大会（水泳） ８月22日 県立敷島公園水泳場 －
秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
第12回群馬県小学校体育学習研修会 中止 －

－第50回小学生水泳教室記録会 中止
第49回小学生陸上教室記録会 中止 －

県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月

（ウ）県民スポーツ大会補助事業
①目 的

県民を対象に開催している県民スポーツ大会（下記）の実施競技団体に補助金を交付し大会
の支援を行うものであるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
夏季大会（水泳） ８月22日 県立敷島公園水泳場 －
秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場
100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
第12回群馬県小学校体育学習研修会 中止 －

－第50回小学生水泳教室記録会 中止
第49回小学生陸上教室記録会 中止 －

県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月

（ウ）県民スポーツ大会補助事業
①目 的

県民を対象に開催している県民スポーツ大会（下記）の実施競技団体に補助金を交付し大会
の支援を行うものであるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
夏季大会（水泳） ８月22日 県立敷島公園水泳場 －
秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場
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　ドリームロード事業　認定選手一覧 　ドリームロード事業　認定指導者一覧

№ 競　技　名 氏　　　名 № 競　技　名 氏　　　名

スケート 市 場 椋 也 陸上競技 根 岸 佑 太 朗

スキー 吉 田 梓 乃 ボクシング 澤 野 聡

陸上競技 原 口 顕 次 朗 体操（競技） 桒 原 弘 樹

水泳（競泳） 角 彩 綾 バスケットボール 堀 田 亨

ボクシング 岡 部 月 香 ハンドボール 齋 藤 央 貴

体操 福 島 あ り す 卓球 星 野 直 樹

新体操 北 夏 柔道 佐 藤 伯 幸

バスケット
ボール 川 島 悠 翔 バドミントン 髙 田 晃

ハンドボール 小 幡 み な み

卓球 井 上 梨 花

柔道 トーレス カミラ

ソフトボール 英 杏 輔

バドミントン 渡 邊 悠 斗

②ドリームロード事業

群馬県の中学校（中等教育学校前期課程を含む）に在籍し、群馬県の競技団体並びに、中

学校体育連盟から推薦された実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のた

めの意識を高めた。

エクセル挿入「第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 （ドリームロード）」

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業
2029国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども及びその家族を

主な対象として親子スポーツ教室や様々な運動体験を11月14･15日に実施予定であったが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

10 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック競技大会選手支援事業

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会選手支援事業 ４月１日～３月31日 国内各地

①趣 旨
本県出身のトップアスリートが、オリンピック・パラリンピック競技大会や世界選手権等で活

躍できるよう、県内企業や個人の協力者から寄付金を集め、選手強化活動の支援を行った。

②事業内容
現役トップアスリートを「スポーツ推進スタッフ」として配置する。

スポーツ推進スタッフは、
・オリンピックや世界大会、国民体育大会等の各種大会において活躍をし、その競技力をもっ
て県民に夢と感動を与えるものとする。
・県内を活動拠点とし、本県競技団体との連携のもとに、競技力向上を図るための技術研究及
びそれに関する活動を行うものとする。
・本県競技団体と連携し、ジュニアへのスポーツ普及に関する事業に積極的に参加するものと
する。

③スポーツ推進スタッフ
・倉林 巧和（自転車競技 ・宮澤 拓哉（ボウリング））

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
第12回群馬県小学校体育学習研修会 中止 －

－第50回小学生水泳教室記録会 中止
第49回小学生陸上教室記録会 中止 －

県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月

（ウ）県民スポーツ大会補助事業
①目 的

県民を対象に開催している県民スポーツ大会（下記）の実施競技団体に補助金を交付し大会
の支援を行うものであるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
夏季大会（水泳） ８月22日 県立敷島公園水泳場 －
秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場

②ドリームロード事業

群馬県の中学校（中等教育学校前期課程を含む）に在籍し、群馬県の競技団体並びに、中

学校体育連盟から推薦された実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のた

めの意識を高めた。

エクセル挿入「第４編 ⑧ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業 （ドリームロード）」

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業
2029国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども及びその家族を

主な対象として親子スポーツ教室や様々な運動体験を11月14･15日に実施予定であったが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。

10 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック競技大会選手支援事業

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会選手支援事業 ４月１日～３月31日 国内各地

①趣 旨
本県出身のトップアスリートが、オリンピック・パラリンピック競技大会や世界選手権等で活

躍できるよう、県内企業や個人の協力者から寄付金を集め、選手強化活動の支援を行った。

②事業内容
現役トップアスリートを「スポーツ推進スタッフ」として配置する。

スポーツ推進スタッフは、
・オリンピックや世界大会、国民体育大会等の各種大会において活躍をし、その競技力をもっ
て県民に夢と感動を与えるものとする。
・県内を活動拠点とし、本県競技団体との連携のもとに、競技力向上を図るための技術研究及
びそれに関する活動を行うものとする。
・本県競技団体と連携し、ジュニアへのスポーツ普及に関する事業に積極的に参加するものと
する。

③スポーツ推進スタッフ
・倉林 巧和（自転車競技 ・宮澤 拓哉（ボウリング））

（２）ぐんまのスポーツ環境整備支援事業
①目 的

年２巡目ぐんま国体の開催が決定し、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から2029
加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
プライオボックスⅡ ３０センチ（３台）
プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業

①目 的
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する際に壮

行金を交付することとしていたが、新型コロナウイルスの影響により参加はなかった。

大 会 名 交 付 者
世界選手権出場者 ０人
その他の国際競技大会出場者 ０人

（イ）県小体研記録会補助事業
①目 的
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会のために補助金を交付し児童のスポ

ーツ普及・育成を図り、県小学校体育研究会のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会
等についても支援することとしていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため１大会の
みの支援となった。

大 会 名 期 日 会 場 参加人数
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県内各小学校 25,203人群馬県小学校陸上三種競技ﾁｬﾚﾝｼﾞ ９月～11月
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秋季大会（21競技） 11月７日･14日 県総合スポーツセンター －

他14会場
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加盟競技スポーツ団体のスポーツ環境整備を支援し、競技力向上を図る支援をした。

内 容競 技 団 体
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プライオボックスⅡ ４５センチ（３台）

群馬陸上競技協会 プライオボックスⅡ ６０センチ（３台）
メガソフトメディシンボール ３キロ（５個）
フレキハードルミニ （２５台）
ミニハードル １５センチ （５台組－１７組）
サッカーゴールネット（１４台）県サッカー協会

県ボート協会 ＲＰ３エルゴ
県バスケットボール協会 バスケットボール ７号（６球）

バスケットボール ６号（６球）
ポイントプレート（得点掲示板）県レスリング協会
救助艇の船外機県セーリング連盟
子供用ハーネス（６個）

県山岳連盟 子供用ヘルメット（６個）
トレーニングセット
レーザーポインター

（３）大会等支援事業
（ア）海外派遣選手壮行補助事業
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100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体
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第５編 本協会の運営
１ 諸会議
令和２年度において理事会・評議員会及び各委員会等を次のとおり開催した。

会議等名 期 日 議事等

第36回理事会（通常） 令和２年６月９日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事の選
（決議の省略） 任、監事・委員会委員の辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐ

んまのスポーツ環境整備等支援事業対象団体、第19回評議委員会（決議の
省略）の日時および場所並びに議事に付すべき事項の決定

理
事 第37回 〃 （臨時） 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の決定
・
評 第38回 〃 （通常） 令和３年３月５日（金） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
議 ３年度事業計画・収支予算、国民体育大会ユニフォームの作製、第20回評
員 議員会の日時および場所並びに議事に付すべき事項、理事長等による職務
会 の執行状況報告

第19回評議員会（定時） 令和２年６月23日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員・理事・監事の選任
（決議の省略）

第20回 〃 （臨時） 令和３年３月19日（金） 令和２年度収支予算の補正、令和３年度事業計画及び収支予算

第１回総務委員会 令和２年５月28日（木） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事候補
（書面表決） 者、監事・委員会委員辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐん

まのスポーツ環境整備等支援事業対象団体について群馬県生涯スポーツ功
労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の候補者推薦

第２回 〃 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の選考

第３回 〃 令和３年３月３日（水） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
３年度事業計画・収支予算、チャレンジスポーツ教室対象団体、国民体育
大会ユニフォームの作製、オリンピック・パラリンピック支援事業実施要
項

委 第１回生涯スポーツ 令和２年７月16日（木） 県民スポーツ大会の交付金等・日ス協公認スポーツ指導者等表彰候補者の
推進委員会 推薦

第２回 〃 令和３年２月25日（木） 令和３年度生涯スポーツ関係事業

第１回選手強化委員会 令和２年４月10日（金） 令和２年度競技力向上対策費団体対策推進事業費、中学生特別強化事業、
プロコーチ指導事業、ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事
業選手指導者選考、令和２年度強化指定選手及び運動部（冬季競技）等

員 第２回 〃 令和２年９月４日（金） 令和２年度強化指定選手及び運動部等

第３回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度競技力向上対策費予算､競技ｽﾎﾟｰﾂ推進計画､競技力向上対策事業
計画等

第１回国民体育大会 令和２年９月 1日（火） 国民体育大会ユニフォームの作製について
推進委員会

会 第２回 〃 令和３年１月５日（火） 第76回国民体育大会冬季大会スケ－ト・アイスホッケ－競技会選手団選考
等

第３回 〃 令和３年１月22日（金） 第76回国民体育大会冬季大会スキ－競技会選手団選考等

第１回スポーツ医科学委員会 令和２年７月10日（金） 令和元年度事業報告等について

第２回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度事業計画等について
（書面表決）

加盟競技団体等理事長会議 令和２年４月17日（金） 令和２年度度事業計画及び予算、その他諸事業について

諸 監事監査 令和２年５月19日（火） 令和元年度事業報告及び決算に係る監査

加盟競技団体事務局研修会 令和２年11月７日（土） 競技団体の強化事業や会計処理のディスカッションやコンプライアンス体
会 制構築に向けた研修会

令和２年度競技団体別 令和３年３月４日（木） 令和２年度競技団体競技力調査
議 選手強化担当者会議

第１回国民体育大会 令和３年３月12日（金） 国民体育大会のユニフォーム選定の手続きについて
ユニフォーム検討会

２ 事務局の運営

（１）加盟団体及び群馬県との連携

（２）本協会が実施する事業推進のため、自主財源の確保

（ア）賛助会員の募集実績

66件 1,105,000円

（イ）オリンピック・パラリンピックに向けての選手競技力向上事業における寄付金の募集実績

14件 1,690,000円

100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体
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100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

第５編 本協会の運営
１ 諸会議
令和２年度において理事会・評議員会及び各委員会等を次のとおり開催した。

会議等名 期 日 議事等

第36回理事会（通常） 令和２年６月９日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事の選
（決議の省略） 任、監事・委員会委員の辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐ

んまのスポーツ環境整備等支援事業対象団体、第19回評議委員会（決議の
省略）の日時および場所並びに議事に付すべき事項の決定

理
事 第37回 〃 （臨時） 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の決定
・
評 第38回 〃 （通常） 令和３年３月５日（金） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
議 ３年度事業計画・収支予算、国民体育大会ユニフォームの作製、第20回評
員 議員会の日時および場所並びに議事に付すべき事項、理事長等による職務
会 の執行状況報告

第19回評議員会（定時） 令和２年６月23日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員・理事・監事の選任
（決議の省略）

第20回 〃 （臨時） 令和３年３月19日（金） 令和２年度収支予算の補正、令和３年度事業計画及び収支予算

第１回総務委員会 令和２年５月28日（木） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事候補
（書面表決） 者、監事・委員会委員辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐん

まのスポーツ環境整備等支援事業対象団体について群馬県生涯スポーツ功
労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の候補者推薦

第２回 〃 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の選考

第３回 〃 令和３年３月３日（水） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
３年度事業計画・収支予算、チャレンジスポーツ教室対象団体、国民体育
大会ユニフォームの作製、オリンピック・パラリンピック支援事業実施要
項

委 第１回生涯スポーツ 令和２年７月16日（木） 県民スポーツ大会の交付金等・日ス協公認スポーツ指導者等表彰候補者の
推進委員会 推薦

第２回 〃 令和３年２月25日（木） 令和３年度生涯スポーツ関係事業

第１回選手強化委員会 令和２年４月10日（金） 令和２年度競技力向上対策費団体対策推進事業費、中学生特別強化事業、
プロコーチ指導事業、ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事
業選手指導者選考、令和２年度強化指定選手及び運動部（冬季競技）等

員 第２回 〃 令和２年９月４日（金） 令和２年度強化指定選手及び運動部等

第３回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度競技力向上対策費予算､競技ｽﾎﾟｰﾂ推進計画､競技力向上対策事業
計画等

第１回国民体育大会 令和２年９月 1日（火） 国民体育大会ユニフォームの作製について
推進委員会

会 第２回 〃 令和３年１月５日（火） 第76回国民体育大会冬季大会スケ－ト・アイスホッケ－競技会選手団選考
等

第３回 〃 令和３年１月22日（金） 第76回国民体育大会冬季大会スキ－競技会選手団選考等

第１回スポーツ医科学委員会 令和２年７月10日（金） 令和元年度事業報告等について

第２回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度事業計画等について
（書面表決）

加盟競技団体等理事長会議 令和２年４月17日（金） 令和２年度度事業計画及び予算、その他諸事業について

諸 監事監査 令和２年５月19日（火） 令和元年度事業報告及び決算に係る監査

加盟競技団体事務局研修会 令和２年11月７日（土） 競技団体の強化事業や会計処理のディスカッションやコンプライアンス体
会 制構築に向けた研修会

令和２年度競技団体別 令和３年３月４日（木） 令和２年度競技団体競技力調査
議 選手強化担当者会議

第１回国民体育大会 令和３年３月12日（金） 国民体育大会のユニフォーム選定の手続きについて
ユニフォーム検討会

２ 事務局の運営

（１）加盟団体及び群馬県との連携

（２）本協会が実施する事業推進のため、自主財源の確保

（ア）賛助会員の募集実績

66件 1,105,000円

（イ）オリンピック・パラリンピックに向けての選手競技力向上事業における寄付金の募集実績

14件 1,690,000円

第５編 本協会の運営

100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

100km駅伝競走大会 １月31日 －正田醤油スタジアム群馬

付設国体道路折り返しｺｰｽ
冬季大会（スケート） ２月６日 県総合スポーツセンター －

伊香保リンク
冬季大会（スキー） ２月21日 丸沼高原スキー場 －

（４）スポーツ顕彰事業
①趣 旨

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とスポーツ

新型コロナウイルス感染拡の振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に表彰を行ったが、

大防止のため２月27日開催予定であった式典は中止とした。

②受 賞 者 251人

賞 名 受賞人数
スポーツ功労者賞 40人
最優秀選手賞及び最優秀指導者賞 69人
優秀選手賞 63人
ジュニアスポーツ奨励賞 79人

合 計 251人

感謝状 15団体

− 36−



14件 1,690,000円

（ウ）ぐんまのスポーツ環境整備等支援事業における寄付金の募集実績

４件 1,610,000円

第５編 本協会の運営
１ 諸会議
令和２年度において理事会・評議員会及び各委員会等を次のとおり開催した。

会議等名 期 日 議事等

第36回理事会（通常） 令和２年６月９日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事の選
（決議の省略） 任、監事・委員会委員の辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐ

んまのスポーツ環境整備等支援事業対象団体、第19回評議委員会（決議の
省略）の日時および場所並びに議事に付すべき事項の決定

理
事 第37回 〃 （臨時） 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の決定
・
評 第38回 〃 （通常） 令和３年３月５日（金） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
議 ３年度事業計画・収支予算、国民体育大会ユニフォームの作製、第20回評
員 議員会の日時および場所並びに議事に付すべき事項、理事長等による職務
会 の執行状況報告

第19回評議員会（定時） 令和２年６月23日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員・理事・監事の選任
（決議の省略）

第20回 〃 （臨時） 令和３年３月19日（金） 令和２年度収支予算の補正、令和３年度事業計画及び収支予算

第１回総務委員会 令和２年５月28日（木） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事候補
（書面表決） 者、監事・委員会委員辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐん

まのスポーツ環境整備等支援事業対象団体について群馬県生涯スポーツ功
労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の候補者推薦

第２回 〃 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の選考

第３回 〃 令和３年３月３日（水） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
３年度事業計画・収支予算、チャレンジスポーツ教室対象団体、国民体育
大会ユニフォームの作製、オリンピック・パラリンピック支援事業実施要
項

委 第１回生涯スポーツ 令和２年７月16日（木） 県民スポーツ大会の交付金等・日ス協公認スポーツ指導者等表彰候補者の
推進委員会 推薦

第２回 〃 令和３年２月25日（木） 令和３年度生涯スポーツ関係事業

第１回選手強化委員会 令和２年４月10日（金） 令和２年度競技力向上対策費団体対策推進事業費、中学生特別強化事業、
プロコーチ指導事業、ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事
業選手指導者選考、令和２年度強化指定選手及び運動部（冬季競技）等

員 第２回 〃 令和２年９月４日（金） 令和２年度強化指定選手及び運動部等

第３回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度競技力向上対策費予算､競技ｽﾎﾟｰﾂ推進計画､競技力向上対策事業
計画等

第１回国民体育大会 令和２年９月 1日（火） 国民体育大会ユニフォームの作製について
推進委員会

会 第２回 〃 令和３年１月５日（火） 第76回国民体育大会冬季大会スケ－ト・アイスホッケ－競技会選手団選考
等

第３回 〃 令和３年１月22日（金） 第76回国民体育大会冬季大会スキ－競技会選手団選考等

第１回スポーツ医科学委員会 令和２年７月10日（金） 令和元年度事業報告等について

第２回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度事業計画等について
（書面表決）

加盟競技団体等理事長会議 令和２年４月17日（金） 令和２年度度事業計画及び予算、その他諸事業について

諸 監事監査 令和２年５月19日（火） 令和元年度事業報告及び決算に係る監査

加盟競技団体事務局研修会 令和２年11月７日（土） 競技団体の強化事業や会計処理のディスカッションやコンプライアンス体
会 制構築に向けた研修会

令和２年度競技団体別 令和３年３月４日（木） 令和２年度競技団体競技力調査
議 選手強化担当者会議

第１回国民体育大会 令和３年３月12日（金） 国民体育大会のユニフォーム選定の手続きについて
ユニフォーム検討会

２ 事務局の運営

（１）加盟団体及び群馬県との連携

（２）本協会が実施する事業推進のため、自主財源の確保

（ア）賛助会員の募集実績

66件 1,105,000円

（イ）オリンピック・パラリンピックに向けての選手競技力向上事業における寄付金の募集実績

14件 1,690,000円
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期　　　　日 場          所 参加者数

日本本部会議 日本スポ少年団(常任委員会) ４月16日(木) 中止

日本スポ少年団(常任委員会) ５月15日(金) 中止

日本スポ少年団(委員総会) ５月16日(土) 中止

日本スポ少年団(事務担当者) ６月２日(火) 中止

日本スポ少年団(常任委員会) 10月14日(水) 書面開催 0

日本スポ少年団(常任委員会) 11月20日(金) リモート開催 0

日本スポ少年団(委員総会) ２月27日(土) リモート開催 0

関東ブロック会議 ２月12日(金) リモート開催(担当県：千葉県) 3

県内会議 委員総会・常任委員会 ５月13日(水) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

２月19日(金) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

ぐんま武道館　第２道場

常任委員会 ５月13日(水) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

※臨時　12月５日(土) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

１月７日(木) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

指導者協議会 ４月25日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

総会・運営委員会  本館　第１研修室

６月20日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１会議室

10月10日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１会議室

２月13日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

専門部会 ５月23日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

11月21日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館　第１研修室

リーダー会    総会 ８月８日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

本館

市町村事務担当者 ３月10日(水)　 リモート開催

全国講習会・ 第３回ジュニアスポーツ ６月28日(日)　 東京都

研修会 フォーラム

第58回全国スポーツ少年大会 ７月31日(金)～８月３日(月)　 静岡県

(リーダーズアクション2020)

シニア・リーダースクール ８月７日(木)～９日(日)　 静岡県御殿場市

国立中央青少年交流の家

全国リーダー連絡会 ６月27日(土)～28日(日)　 東京都

関東講習会・ 関東ブロックスポーツ少年大会 ８月７日(金)～９日(日)　 茨城県土浦市 中止

研修会 関東ブロックリーダー研究大会 ２月20日(土)　 山梨県　　※Web開催 ５人

関東ブロック指導者研究協議会 12月20日(日)　 神奈川県　※Web開催 ２人

県内講習会・ ジュニア・リーダースクール 11月21日(土)～23日(月)　 国立赤城青少年交流の家

研修会

育成母集団研修会 ９月５日(土)　 吉岡町文化センターホール 中止

スタートコーチ養成講習会　　　　　　　 ７月25日(土) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

７月26日(日) 定員各100名

８月29日(土)

８月30日(日)

群馬県スポーツ少年団 12月５日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

指導者研修会

中止

中止

中止

29人

中止

14人

第６編　各事業報告
１　群馬県スポーツ少年団事業報告

20人

中止

21人

中止

中止

25人

13人

   行          事          名

中止

41人

中止

中止

中止

中止

中止

第６編 各事業報告

14件 1,690,000円

（ウ）ぐんまのスポーツ環境整備等支援事業における寄付金の募集実績

４件 1,610,000円

第５編 本協会の運営
１ 諸会議
令和２年度において理事会・評議員会及び各委員会等を次のとおり開催した。

会議等名 期 日 議事等

第36回理事会（通常） 令和２年６月９日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事の選
（決議の省略） 任、監事・委員会委員の辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐ

んまのスポーツ環境整備等支援事業対象団体、第19回評議委員会（決議の
省略）の日時および場所並びに議事に付すべき事項の決定

理
事 第37回 〃 （臨時） 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の決定
・
評 第38回 〃 （通常） 令和３年３月５日（金） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
議 ３年度事業計画・収支予算、国民体育大会ユニフォームの作製、第20回評
員 議員会の日時および場所並びに議事に付すべき事項、理事長等による職務
会 の執行状況報告

第19回評議員会（定時） 令和２年６月23日（火） 令和元年度事業報告及び決算、評議員・理事・監事の選任
（決議の省略）

第20回 〃 （臨時） 令和３年３月19日（金） 令和２年度収支予算の補正、令和３年度事業計画及び収支予算

第１回総務委員会 令和２年５月28日（木） 令和元年度事業報告及び決算、評議員の辞任に伴う後任候補者、理事候補
（書面表決） 者、監事・委員会委員辞任に伴う後任候補者、加盟団体規程の改正、ぐん

まのスポーツ環境整備等支援事業対象団体について群馬県生涯スポーツ功
労者及び生涯スポーツ優良団体表彰の候補者推薦

第２回 〃 令和３年１月15日（金） 2020年群馬県スポーツ協会長賞受賞者の選考

第３回 〃 令和３年３月３日（水） 令和２年度収支予算の補正、倫理・コンプライアンス委員会の設置、令和
３年度事業計画・収支予算、チャレンジスポーツ教室対象団体、国民体育
大会ユニフォームの作製、オリンピック・パラリンピック支援事業実施要
項

委 第１回生涯スポーツ 令和２年７月16日（木） 県民スポーツ大会の交付金等・日ス協公認スポーツ指導者等表彰候補者の
推進委員会 推薦

第２回 〃 令和３年２月25日（木） 令和３年度生涯スポーツ関係事業

第１回選手強化委員会 令和２年４月10日（金） 令和２年度競技力向上対策費団体対策推進事業費、中学生特別強化事業、
プロコーチ指導事業、ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事
業選手指導者選考、令和２年度強化指定選手及び運動部（冬季競技）等

員 第２回 〃 令和２年９月４日（金） 令和２年度強化指定選手及び運動部等

第３回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度競技力向上対策費予算､競技ｽﾎﾟｰﾂ推進計画､競技力向上対策事業
計画等

第１回国民体育大会 令和２年９月 1日（火） 国民体育大会ユニフォームの作製について
推進委員会

会 第２回 〃 令和３年１月５日（火） 第76回国民体育大会冬季大会スケ－ト・アイスホッケ－競技会選手団選考
等

第３回 〃 令和３年１月22日（金） 第76回国民体育大会冬季大会スキ－競技会選手団選考等

第１回スポーツ医科学委員会 令和２年７月10日（金） 令和元年度事業報告等について

第２回 〃 令和３年３月12日（金） 令和３年度事業計画等について
（書面表決）

加盟競技団体等理事長会議 令和２年４月17日（金） 令和２年度度事業計画及び予算、その他諸事業について

諸 監事監査 令和２年５月19日（火） 令和元年度事業報告及び決算に係る監査

加盟競技団体事務局研修会 令和２年11月７日（土） 競技団体の強化事業や会計処理のディスカッションやコンプライアンス体
会 制構築に向けた研修会

令和２年度競技団体別 令和３年３月４日（木） 令和２年度競技団体競技力調査
議 選手強化担当者会議

第１回国民体育大会 令和３年３月12日（金） 国民体育大会のユニフォーム選定の手続きについて
ユニフォーム検討会

２ 事務局の運営

（１）加盟団体及び群馬県との連携

（２）本協会が実施する事業推進のため、自主財源の確保

（ア）賛助会員の募集実績

66件 1,105,000円

（イ）オリンピック・パラリンピックに向けての選手競技力向上事業における寄付金の募集実績

14件 1,690,000円

中止

中止

中止

中止

中止

0

0

0

3
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期　　　　日 場          所 参加者数

全国競技別 第42回ホッケー 12月25日(金)～28日(月)　 広島県 中止

交流大会 第44回全日本U-12サッカー 12月26日(水)～29日(日)　 鹿児島県 16人

第42回軟式野球 ８月６日(金)～９日(月)　 岩手県 中止

第43回剣道 ３月26日(金)～28日(日)　 福島県 中止

第18回バレーボール ３月26日(金)～29日(月)　 宮城県 中止

関東競技別 第39回ブロック競技別 ７月18日(土)・19日(日) 千葉県（軟式野球・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・

交流大会 交流大会 ９月21日(月)・22日(火・祝) ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・空手道）

関東競技別 兼 第56回軟式野球 ５月２日(土)、９日(土)、30日(土)　 桐生市：桐生球場　他

交流大会 ６月６日(土)、13日(土)　

県予選会 兼 第31回空手道 ５月６日(水・祝)　 ALSOKぐんまアリーナ

ミニバスケットボール ６月27日(土)・28日(日)

兼 第23回バドミントン ６月21日(日)　 ALSOKぐんまアリーナ 中止

バレーボール ６月21日(日)・28日(日)　 中止

県内大会 第56回少年団大会 ８月１日(土)～23日(日) ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-　他

交流大会 【ソフトボールのみ９月５日(土)･６日(日)】

第41回春季ソフトボール ５月23日(土)・24日(日) 安中市

・30日(土)

第29回秋季軟式野球 ８月15日(土)・16日(日) 高崎市：高崎城南球場　他

22日(土)・23日(日)

第24回中学生柔道 ９月13日(日) ALSOKぐんま武道館 411人

第24回低学年軟式野球 10月３日(土)・４日(日)　 前橋市：宮城総合運動場　他 920人

第35回秋季ソフトテニス ９月21日(月･祝)・22日(火･祝)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ- 

ﾃﾆｽｺｰﾄ・敷島公園テニスコート

第39回秋季バレーボール 10月18日(日)・25日(日)

11月１日(日)・３日(火･祝)

10月24日(土)･11月７日(土) 前橋市他

11月14日(土)･29日(日)

第39回秋季ソフトボール 11月３日(火･祝)･７日(土) 前橋市：ロード宮城総合運動場

･８日(日) 多目的広場

第41回スピードスケート ２月20日(土)　 県総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-　伊香保リンク 中止

第40回フィギュアスケート ３月28日(日)　
ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-
アイスアリーナ

17人

第13回冬季バドミントン ２月７日(日)　 ALSOKぐんまアリーナ 中止

第50回スキー 片品・草津

・アルペン ２月27日(土)･28日(日) 片品村：ﾎﾜｲﾄﾜｰﾙﾄﾞ尾瀬岩鞍

・ジャンプ ２月23日(火･祝) 草津町：子天狗ジャンプ台

・クロスカントリー ２月27日(土)･28日(日) 片品村：武尊牧場特設CC

第15回スポーツ少年団 ２月20日(土)　 ALSOKぐんま総合ｽﾎﾟ-ﾂｾﾝﾀ-

フェスティバル      　 ぐんま武道館

第32回小学生柔道 ３月７日(日)　 ALSOKぐんま武道館 中止

諸事業 日独同時交流（派遣） ７月27日(月)～８月６日(木)　 ドイツ連邦共和国 中止

日独指導者セミナー(受入) 10月29日(水)～11月11日(水) 東京都(日本スポ少)・栃木県・群馬県 中止

群馬県スポーツ少年団顕彰 ２月20日(土) ALSOKぐんま武道館 中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

   行          事          名

第44回全日本
U-12サッカー大会予選会
兼第56回県サッカー大会

3600人

中止

519人

220人

中止

藤岡市：藤岡市民体育館
渋川市：子持社会体育館
太田市：太田小学校体育館
高崎市：群馬体育館
桐生市：新里社会体育館

750人

中止
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事　　　　　業　　　　　名 会　　　　　場 参加人数

　 　 　第１回委員総会 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　第１回運営委員会 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　第２回運営委員会 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 14

　第２回委員総会 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 20

事　　　　　業　　　　　名 会　　　　　場 参加人数

　第１回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　第２回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　第３回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 14

　第４回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 20

　群馬県スポーツ少年団指導者研究会 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

事　　　　　業　　　　　名 会　　　　　場 参加人数

～ 　ジュニア・リーダースクール 赤城青少年交流の家 中止

　群馬県スポーツ少年団指導者研究会 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

事　　　　　業　　　　　名 会　　　　　場 参加人数

　第１回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　第２回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　「会報」作成　第72号 ― 中止

　第３回係会議 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 20

　「会報」作成　第72号 ―

事　　　　　業　　　　　名 会　　　　　場 参加人数

～ 　全国指導者協議会  東京都 中止

　第３回ジュニアスポーツフォーラム  東京都 中止

～ 　全国リーダー連絡会 東京都 中止

　育成母集団研修会 吉岡町 中止

～
　第39回関東ブロックスポーツ少年団
　競技別交流大会（軟式野球）

千葉県 中止

～
　第39回関東ブロックスポーツ少年団
　競技別交流大会（バレーボールほか）

千葉県 中止

～ 　第58回全国スポーツ少年大会 静岡県 中止

～ 　第51回関東スポーツ少年大会 茨城県 中止

　関東ブロック指導者研究協議会 神奈川県（リモート） 委員長出席

　関東ブロック会議 千葉県（リモート） 本部長・委員長出席

　関東ブロックリーダー研究大会 山梨県（リモート） 5

　第15回フェスティバル ALSOKぐんま総合スポーツセンター 中止

　認定指導者名簿作成 ―

中止

1コース目

2コース目

3コース目

4コース目

12月5日(土)

２　群馬県スポーツ少年団指導者協議会　事業報告

◇◇  運運営営委委員員会会・・県県協協議議会会

期　　　　　日

4月25日(土)

6月20日(土)

10月10日(土)

10月10日(土)

2月13日(土)

2月13日(土)

◇◇  総総務務係係

期　　　　　日

4月25日(土)

6月20日(土)

ALSOKぐんま総合スポーツセンター　スタートコーチ養成講習会

12月5日(土)

◇◇  広広報報係係

期　　　　　日

6月20日(土)

10月10日(土)

2月13日(土)

　3月下旬

◇◇  そそのの他他

9月21日(月) 9月22日(火)

8月29日(土)

◇◇  育育成成指指導導係係

期　　　　　日

11月21日(土) 11月23日(月)

　２月12日(金)

9月5日(土)

7月18日(土) 7月19日(日)

7月31日(金)

 10月下旬

2月20日(土)

　３月下旬

8月7日(金) 8月9日(日)

2月20日(土)

6月26日(金) 6月27日(土)

6月28日(日)

6月27日(土)

期　　　　　日

※Web会議

6月28日(日)

12月20日(日)

※Web会議

8月3日(月)

7月25日(土)

7月26日(日)

8月30日(日)

※Web会議
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 期　　　　　日  会　　　　　場 人数

関東甲信越ブロック会議（オンライン）  ８月２８日（金） ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター

加盟団体運営代表者会議（オンライン）  １２月３日（木） ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター

第１回評議員会  ４月１２日（日）（書面表決）

第１回理事会  ４月１２日（日）（書面表決）

監査会  ４月１５日（水） ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター

第１回総務委員会  ４月２２日（水）（中止）

県レク・課程認定校合同会議  ４月２３日（木)（中止）

表彰審査会  ５月１６日（土）（書面表決）

第２回理事会  ５月１６日（土）（書面表決）

第２回評議員会  ５月１６日（土）（書面表決）

第２回総務委員会  ６月２４日（水）（中止）

第４９回群馬県ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会準備会議  ７月１１日（土）（中止）

第３回総務委員会  ８月２６日（水）（中止）

第４回総務委員会  １０月２８日（水）（中止）

第５回総務委員会  １２月９日（水）（中止）

第６回総務委員会  ２月２４日（水）（中止）

第３回理事会  ３月６日（土）（書面表決）

第３回評議員会  ３月６日（土）（書面表決）

加盟団体運営代表者会議  ３月６日（土）（中止）

 ６月１３日、２０日、７月５日、１２日 

 ７月１９日、２５日、８月１日（中止）

ﾁｭｱﾚﾝｼﾞ･ｻﾞ･ｹﾞｰﾑ普及審判員養成講習会  ７月５日（日）(中止）

福祉レクリエーションセミナー  ６月２８日(日)(中止）

第９回ぐんまｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾌｪｽﾀ  ７月２２日（水）（中止） 群馬県庁・県民ホール（北）

第４９回群馬県ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会前日準備  ９月４日(金)（中止）

第４９回群馬県レクリエーション大会  ９月５日(土)（中止）

全国一斉「ウォークラリー大会」in群馬 １１月２９日（日） 高崎健康福祉大学周辺

フォローアップセミナー（元気アップ教室「マ
ンカラ」）

 １月９日(土) ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター

オンラインセミナー（スポーツ事業継続支援事
業）

１１月１１日（水）～３月３１日（水）県レク協会ホームページ

ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター

３．群馬県レクリエーション協会　事業報告

 行　　事　　名

全
国
・

関
東

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成講習会

ＡＬＳＯＫぐんま総合スポーツセンター

会

議

事　業

県

レ

ク

会

議

 期　　　　　日  会　　　　　場 人数

３．群馬県レクリエーション協会　事業報告

 行　　事　　名

新年懇親会及び受賞祝賀会  １月７日(木)（中止）

各加盟団体主催事業・有資格者支援事業 通　　　年 (2団体)

課程認定校活動支援事業 通　　　年 （1校）

第７４回全国レクリエーション大会  １１月１３日（金）～１５日(日)（延期） 兵庫県

日本レクリエーション協会公認指導者関係 通　　　年 (0件)

県レク協会共催・後援事業 通　　　年 (2件)

機関紙発行「レクリエーションぐんま」   ３回発行（６・１０・２月） 登録指導者・加盟団体配布 (3回)

合　　　　計

共催・後援

広報・啓発

その他

補助金交付

派　遣

登録事務

支援費交付
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 期　　　　　日  会　　　　　場 人数

３．群馬県レクリエーション協会　事業報告

 行　　事　　名

新年懇親会及び受賞祝賀会  １月７日(木)（中止）

各加盟団体主催事業・有資格者支援事業 通　　　年 (2団体)

課程認定校活動支援事業 通　　　年 （1校）

第７４回全国レクリエーション大会  １１月１３日（金）～１５日(日)（延期） 兵庫県

日本レクリエーション協会公認指導者関係 通　　　年 (0件)

県レク協会共催・後援事業 通　　　年 (2件)

機関紙発行「レクリエーションぐんま」   ３回発行（６・１０・２月） 登録指導者・加盟団体配布 (3回)

合　　　　計

共催・後援

広報・啓発

その他

補助金交付

派　遣

登録事務

支援費交付
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№ 登録番号 氏　　　　名 № 登録番号 氏　　　　名 № 登録番号 氏　　　　名 № 登録番号 氏　　　　名

1 00041 秋 山 賢 一 42 00060 新 後 閑 豊 74 00002 小 林 幸 一 88 00018 大 矢 勝 恵

2 00016 新 井 義 昌 43 00003 堀 込 進 75 00017 田 沼 利 夫 89 00020 小 野里 順子

3 00032 金 子 侑 司 44 00014 水 澤 祝 彦 76 00046 田 村 泰 司 90 00054 小 林 フ ジ 子

4 00028 櫻 井 淳 司 45 00029 井 上 美 鈴 77 00042 梶 田万 里子 91 00066 高 野 夏 美

5 00059 佐 藤 雅 之 46 00053 小 柏 め ぐ み 78 00083 川 野辺 友子 92 00022 千 明 廣 子

6 00019 町 田 正 47 00001 河 﨑 和 代 79 00031 白 川 陽 子 93 00048 永 井 か つ 枝

7 00064 大 島 尚 子 48 00030 桑 原三 枝子 80 00068 橋 本冨 美子 94 00067 南 雲 敬 子

8 00061 金 子 美 幸 49 00055 齊 藤 良 子 81 00091 貝之瀬さとみ 95 00069 村 山 弘 子

9 00047 狩 野 洋 子 50 00015 佐 藤 綾 子 82 00049 稲 山 宏 一 96 00063 山 本 淳 子

10 00065 木 暮 き み 子 51 00084 渋 川 貴 子 83 00024 荒 井 玉 枝 97 00071 高 橋 ふ さ 子

11 00021 小 林加 代子 52 00056 角 谷 朱 峰 84 00044 飯 島 寛 美 98 00092 金 子 み つ 江

12 00085 高 山 美 紀 53 00062 滝 本 陽 子 85 00011 音 村 陽 子 99 00105 今 泉 亜 希

13 00070 森 と き 江 54 00090 坂 元 一 也 86 00038 佐 々木 恵子 100 00106 小 菅 幸 江

14 00087 中 村 勇 司 55 00103 松 田 美 幸 87 00098 髙 橋 祐 子 101 00107 小 林 友 子

15 00088 生 山 和 枝 56 00104 吉 田 賢 治 102 00108 星 勝 実

16 00089 中 島真 美子 57 00057 石 堀 郁 夫 103 00109 吉 野 洋 子

17 00043 福 田 眞 也 58 00009 上 原 啓 明 104 00110 丸 山 敏 雄

18 00034 藤 生 幹 雄 59 00072 森 田 賢 一 105 00008 飯 塚 一 雄

19 00078 町 田 宗 隆 60 00074 石 堀三 枝子 106 00033 齋 藤 長 作

20 00013 石 原 ま ゆ み 61 00010 今 井 美 子 107 00058 司 東 丕 国

21 00004 井 上 昭 子 62 00036 笠 原 慶 子 108 00073 荒 木 綾 子

22 00035 内 山 梅 子 63 00026 櫻 井美 津代 109 00080 倉 澤 松 美

23 00005 梅 澤 光 枝 64 00012 杉 本 か つ 枝 110 00023 斉 藤由 紀子

24 00079 園 城 朋 子 65 00006 関 根 裕 子 111 00050 須 田 浩 子

１．群馬県健康スポーツ指導者バンク名簿
（令和２年度）

中毛地区 西毛地区 東毛地区 北毛地区

25 00025 草 場真 利子 66 00077 眞 篠 京 子 112 00051 髙 田由 美子

26 00037 小 林 佐 弓 67 00007 桝 本 淳 子 113 00081 髙 橋 寿 子

27 00027 奈 良 佳 子 68 00082 水 澤 則 子 114 00039 田 中智 恵子

28 00045 水 澤か ね子 69 00099 箱 田 厚 子 115 00040 原 澤 育 代

29 00093 伊 藤眞 佐子 70 00102 宮 前 由 美 116 00076 樋 口 は つ 子

30 00094 大 谷 和 枝 71 00116 田 子 は ま 江 117 00086 細 谷 き み 江

31 00095 兼 藤 淑 江 72 00117 梅 澤 雅 美 118 00052 横 坂 留 美

32 00096 上 岡 佳 子 73 0000111199 伊伊 藤藤 純純 子子

33 00097 柴 﨑 ほ ず み

34 00100 古 澤 房 江

35 00101 松 浦 由 佳

36 00111 境 野 常 司

37 00112 木 村智 加子

38 00113 曽 根 利 明 ※太字は新規登録者

39 00114 町 田由 美子

40 00115 和 田 涼 夏

41 0000111188 樺樺 沢沢 麗麗 奈奈

第７編 各事業関連資料編
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年間指導件数
種目 軽スポーツ系 体操系 ダンス系 一般競技系 その他 合計
件数 370 4,703 683 1,280 755 7,791

年間指導人数
種目 軽スポーツ系 体操系 ダンス系 一般競技系 その他 合計
件数 11,742 84,664 8,189 48,216 7,583 160,394

バンク登録者数の推移
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

新規登録者 14 15 16 13 2 6 12 9

登録者数 169 170 175 170 151 141 132 117

令和元年度令和２年度

新規登録者 7 0

登録者数 116 115

３．令和２年度健康スポーツ指導者バンク実績報告書

軽スポーツ

系
4.7%

体操系
60.4%

ダンス系
8.8%

一般競技

系
16.4%

その他
9.7%

年年間間指指導導種種目目(件件数数)

軽スポーツ

系
7.3%

体操系
52.8%

ダンス系
5.1%

一般競技

系
30.1%

その他
4.7%

年年間間指指導導種種目目(実実績績数数)

14 15 16 13 2 6 12 9 7 0

169 170 175 170
151 141 132

117 116 115

0
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100
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200

新規登録者 登録者数

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、
養成講習会未実施
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過去

季 ５年

別 平均獲得

得 点 順 位 得 点 順 位 得 点 順 位 得 点 順 位 得 点 順 位 競技得点

冬 スケート

アイスホッケー

季 スキー

陸上競技

水泳

サッカー

テニス

ボート

ホッケー

ボクシング

バレーボール

本 体操

バスケットボール

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

自転車

大 ソフトテニス

卓球

軟式野球

相撲

馬術

フェンシング

柔道

会 ソフトボール

バドミントン

弓道

ライフル射撃

剣道

ラグビーフットボール

山岳

カヌー

アーチェリー

空手道

銃剣道

クレー射撃

なぎなた

ボウリング

ゴルフ

トライアスロン

冬 季 成 績

本 大 会

総 合 成 績

２５位 ３２位 ３８位 ３８位

７８９．５点

２２位

第７４回・茨城 第７６回・三重

９３４．０点 ９５０．０点 ８４６．０点 ７８９．５点

過去５年間　群馬県の各競技獲得得点及び順位一覧表（男女総合成績）
※第７５回鹿児島国体は延期

競 技 名

第７１回・岩手 第７２回・愛媛 第７３回・福井
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県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点

長野 北海道 北海道 福井 茨城 茨城 福井 茨城 茨城

北海道 長野 長野 東京 東京 東京 東京 東京 東京

新潟 茨城 愛知 大阪 愛知 愛知 大阪 愛知 愛知

東京 青森 埼玉 埼玉 埼玉 埼玉 埼玉 埼玉 埼玉

青森 山形 兵庫 千葉 神奈川 神奈川 千葉 神奈川 神奈川

福井 東京 神奈川 愛知 大阪 大阪 愛知 大阪 大阪

愛知 神奈川 大阪 神奈川 千葉 千葉 神奈川 千葉 千葉

秋田 秋田 福岡 福岡 京都 京都 福岡 京都 京都

山形 新潟 東京 岡山 福井 福井 北海道 北海道 北海道

岩手 埼玉 山形 兵庫 福岡 福岡 兵庫 福井 福井

神奈川 兵庫 青森 愛媛 岡山 岡山 岡山 福岡 福岡

埼玉 愛知 岩手 岐阜 三重 三重 愛媛 岡山 岡山

大阪 岩手 岐阜 京都 鹿児島 鹿児島 長野 兵庫 兵庫

岐阜 群群馬馬 山梨 茨城 兵庫 兵庫 岐阜 三重 三重

福岡 福井 千葉 鹿児島 静岡 静岡 京都 鹿児島 鹿児島

山梨 山梨 岡山 広島 広島 広島 茨城 長野 長野

兵庫 福岡 三重 静岡 栃木 栃木 鹿児島 静岡 静岡

群群馬馬 大阪 京都 北海道 愛媛 愛媛 広島 栃木 栃木

京都 栃木 栃木 三重 和歌山 和歌山 静岡 岐阜 岐阜

栃木 岡山 宮城 大分 岐阜 岐阜 三重 広島 広島

岡山 岐阜 滋賀 石川 北海道 北海道 大分 愛媛 愛媛

富山 宮城 富山 富山 大分 大分 富山 和歌山 和歌山

茨城 富山 愛媛 和歌山 山口 山口 石川 大分 大分

宮城 滋賀 福井 奈良 香川 香川 岩手 山口 山口

福島 福島 熊本 熊本 長崎 長崎 奈良 香川 香川

千葉 京都 広島 香川 奈良 奈良 熊本 長崎 長崎

愛媛 三重 群群馬馬 滋賀 熊本 熊本 和歌山 奈良 奈良

滋賀 千葉 秋田 栃木 宮城 宮城 栃木 宮城 宮城

三重 石川 福島 宮城 滋賀 滋賀 香川 熊本 熊本

徳島 愛媛 茨城 岩手 佐賀 佐賀 宮城 滋賀 滋賀

石川 広島 新潟 佐賀 石川 石川 滋賀 岩手 岩手

香川 徳島 石川 長野 富山 富山 群群馬馬 山形 山形

静岡 静岡 静岡 山口 岩手 岩手 佐賀 佐賀 佐賀

奈良 奈良 奈良 群群馬馬 福島 福島 山形 新潟 新潟

鳥取 鳥取 鳥取 宮崎 長野 長野 山口 石川 石川

島根 島根 島根 鳥取 山梨 山梨 山梨 富山 富山

広島 香川 山口 山梨 山形 山形 新潟 山梨 山梨

佐賀 佐賀 香川 長崎 沖縄 沖縄 秋田 群群馬馬 群群馬馬

長崎 長崎 徳島 山形 島根 島根 宮崎 福島 福島

熊本 熊本 大分 秋田 新潟 新潟 鳥取 島根 島根

大分 大分 鹿児島 沖縄 宮崎 宮崎 長崎 宮崎 宮崎

宮崎 宮崎 沖縄 新潟 群群馬馬 群群馬馬 青森 沖縄 沖縄

和歌山 和歌山 和歌山 福島 鳥取 鳥取 沖縄 鳥取 鳥取

山口 山口 高知 徳島 高知 高知 福島 秋田 秋田

高知 高知 佐賀 青森 徳島 徳島 徳島 青森 青森

鹿児島 鹿児島 長崎 島根 秋田 秋田 島根 高知 高知

沖縄 沖縄 宮崎 高知 青森 青森 高知 徳島 徳島

７３回 ７４回 ７６回 ７３回 ７４回 ７６回 ７３回 ７４回

６６．．国国民民体体育育大大会会冬冬季季・・本本大大会会男男女女総総合合（（天天皇皇杯杯））順順位位一一覧覧（（第第７７３３回回～～第第７７６６回回））

順

位

冬季大会終了時 本大会のみ 男女総合成績（天皇杯得点） 順

位

人 口

７６回
単位：千人

順
位
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県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点

長野 長野 長野 福井 茨城 茨城 福井 茨城 茨城

北海道 北海道 北海道 東京 東京 東京 東京 東京 東京

東京 茨城 神奈川 大阪 愛知 愛知 大阪 愛知 愛知

愛知 愛知 愛知 愛知 埼玉 埼玉 愛知 埼玉 埼玉

山形 山形 福岡 埼玉 大阪 大阪 埼玉 大阪 大阪

山梨 東京 兵庫 神奈川 京都 京都 神奈川 京都 京都

大阪 山梨 山梨 千葉 千葉 千葉 千葉 千葉 千葉

福岡 兵庫 三重 兵庫 神奈川 神奈川 福岡 兵庫 兵庫

岩手 福岡 岩手 福岡 兵庫 兵庫 兵庫 神奈川 神奈川

秋田 青森 山形 愛媛 福岡 福岡 愛媛 福岡 福岡

京都 秋田 東京 岡山 福井 福井 長野 福井 福井

埼玉 新潟 埼玉 静岡 鹿児島 鹿児島 岡山 鹿児島 鹿児島

群群馬馬 岩手 京都 茨城 愛媛 愛媛 静岡 愛媛 愛媛

新潟 福井 大阪 鹿児島 広島 広島 茨城 長野 長野

兵庫 群群馬馬 千葉 広島 岡山 岡山 北海道 岡山 岡山

青森 神奈川 富山 岐阜 岐阜 岐阜 鹿児島 広島 広島

福井 大阪 岡山 三重 三重 三重 岐阜 北海道 北海道

神奈川 福島 栃木 石川 静岡 静岡 広島 岐阜 岐阜

富山 埼玉 愛媛 京都 長崎 長崎 京都 静岡 静岡

千葉 京都 岐阜 長野 石川 石川 三重 三重 三重

岐阜 岡山 青森 北海道 大分 大分 群群馬馬 群群馬馬 群群馬馬

愛媛 宮城 宮城 群群馬馬 群群馬馬 群群馬馬 石川 石川 石川

福島 千葉 福井 富山 栃木 栃木 山形 山形 山形

茨城 広島 広島 栃木 北海道 北海道 富山 大分 大分

宮城 岐阜 群群馬馬 熊本 鳥取 鳥取 岩手 長崎 長崎

栃木 滋賀 秋田 大分 和歌山 和歌山 栃木 栃木 栃木

静岡 富山 福島 香川 佐賀 佐賀 熊本 鳥取 鳥取

滋賀 栃木 茨城 山形 山形 山形 香川 滋賀 滋賀

奈良 石川 新潟 奈良 滋賀 滋賀 大分 和歌山 和歌山

鳥取 静岡 石川 山口 長野 長野 奈良 佐賀 佐賀

島根 鳥取 静岡 岩手 山口 山口 山口 岩手 岩手

岡山 島根 滋賀 佐賀 富山 富山 佐賀 富山 富山

広島 香川 奈良 長崎 熊本 熊本 山梨 山口 山口

香川 愛媛 鳥取 和歌山 岩手 岩手 長崎 熊本 熊本

佐賀 佐賀 島根 滋賀 奈良 奈良 滋賀 山梨 山梨

熊本 熊本 熊本 宮城 福島 福島 宮城 福島 福島

石川 三重 沖縄 鳥取 香川 香川 和歌山 青森 青森

三重 奈良 和歌山 宮崎 宮城 宮城 鳥取 宮城 宮城

和歌山 和歌山 山口 沖縄 宮崎 宮崎 秋田 香川 香川

山口 山口 香川 山梨 山梨 山梨 宮崎 奈良 奈良

徳島 徳島 徳島 徳島 青森 青森 新潟 新潟 新潟

高知 高知 高知 秋田 徳島 徳島 沖縄 宮崎 宮崎

長崎 大分 佐賀 新潟 沖縄 沖縄 青森 秋田 秋田

大分 宮崎 長崎 福島 島根 島根 徳島 島根 島根

宮崎 鹿児島 大分 青森 新潟 新潟 福島 徳島 徳島

沖縄 沖縄 宮崎 島根 秋田 秋田 島根 沖縄 沖縄

鹿児島 長崎 鹿児島 高知 高知 高知 高知 高知 高知

７７．．国国民民体体育育大大会会冬冬季季・・本本大大会会女女子子総総合合（（皇皇后后杯杯））順順位位一一覧覧（（第第７７３３回回～～第第７７６６回回））

順

位

冬季大会終了時 本大会のみ 女子総合成績（皇后杯得点） 順

位
７３回 ７４回 ７６回 ７３回 ７４回 ７６回 ７３回 ７４回 ７６回
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男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子

総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績

６位 ７位 ６位 ８位 ３位 ７位 ８位 ７位 ７位 ６位 １１位 １０位 ８位 ６位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

８位 １１位 １３位 １０位 １２位 １２位 １３位

点 点 点 点 点 点 点

７位 ７位 ９位 ８位 ５位 ７位 １０位 ７位 ９位 ６位 １３位 １０位 １１位 ６位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

１１位 １３位 １０位 ９位 １２位 ９位 １１位 ９位 １０位 ９位 １１位 ６位 ８位 ８位

１８位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

９位 ８位 ９位 ５位 ４位 ６位 １３位 ７位 ７位 ６位 ９位 ４位 ５位 ５位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

１８位 １５位 ２４位 ２２位 ３１位 ３０位 １６位 ２０位 ２０位 １４位 １５位 １４位 ２７位 ２１位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

１７位 １５位 ２０位 １８位 ２１位 ２５位 １６位 １６位 １４位 １１位 １４位 １３位 ２２位 １９位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

第61回大会より夏・秋季大会が一本化され本大会となる。

８８．．国国民民体体育育大大会会季季別別成成績績一一覧覧表表

第７０回（和歌山県）第６７回（岐阜県）

平成２４年

第６９回（長崎県）

平成２６年

第６６回（山口県）

平成２３年平成２２年

第６４回（新潟県） 第６５回（千葉県） 第６８回（東京都）

平成２５年平成２１年 平成２７年

群馬県

男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女

総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績

冬季大会 順位 ３位 ３位 ４位 ５位 ７位 ７位 ３位 ５位 ３位 ３位 ３位 ４位 ８位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

冬季大会 順位 － － １１位 １２位 － ５位 －

点 点 点 点 点 点 点

冬季大会 順位 ５位 ３位 ８位 ５位 ８位 ７位 ５位 ５位 ５位 ３位 ３位 ４位 ９位

スケート

ｱｲｽﾎｯｹｰ 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

冬季大会 順位 １０位 － １４位 － １７位 １５位 １４位 － １１位 １０位 １０位 ９位 １２位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

冬季大会 順位 ５位 ３位 ９位 ５位 ９位 ６位 ５位 ５位 ５位 ３位 ４位 ３位 ８位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

順位 １９位 １４位 ２１位 ３３位 ２３位 ２０位 ２３位 １８位 ２６位 ３１位 ２４位 １７位 １７位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

順位 １３位 １４位 １７位 ３０位 ２１位 ２２位 １９位 １７位 ２０位 ２４位 １７位 １５位 １６位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

本大会

８８．．国国民民体体育育大大会会季季別別成成績績一一覧覧表表

得点

得点スキー

得点

第５６回（宮城県）第５１回（広島県） 第５２回（大阪府） 第５３回（神奈川県）

得点

第５５回（富山県）

平成１２年

スケート

総合成績

得点

平成１３年平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年平成７年

ｱｲｽﾎｯｹｰ 得点

得点

累計

第５４回（熊本県）第５０回（福島県）

男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子 男女 女子

総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績 総合成績

１７位 １４位 １２位 １３位 １５位 １２位 １５位 １０位 ５位 ４位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

１３位 １２位 １２位 ９位 １２位

点 点 点 点 点

１９位 １４位 １５位 １３位 １６位 １２位 １６位 １０位 ９位 ４位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

６位 １０位 １２位 １６位 １０位 １３位 １０位 １７位 ９位 ６位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

１７位 １６位 １７位 １６位 １８位 １３位 １４位 １５位 ６位 ４位

点 点 点 点 点 点 点 点 点 点

３０位 ２６位 ２７位 １７位 ３４位 ２２位 ４２位 ２２位

点 点 点 点 点 点 点 点

２５位 ２５位 ２２位 １７位 ３２位 ２１位 ３８位 ２１位

点 点 点 点 点 点 点 点

第７５回（鹿児島県)

令和２年

延期

第74回（茨城県)

令和元年

８８．．国国民民体体育育大大会会季季別別成成績績一一覧覧表表

第7３回（福井県)

平成３０年

第72回（愛媛県)

平成２９年

第７1回（岩手県）

平成２８年

８. 国民体育大会季別成績一覧表
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県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点

長野 北海道 北海道 福井 茨城 北海道 ― 福井 茨城 北海道

北海道 長野 長野 東京 東京 青森 ― 東京 東京 長野

新潟 茨城 青森 大阪 愛知 岩手 ― 大阪 愛知 青森

東京 青森 山形 埼玉 埼玉 宮城 ― 埼玉 埼玉 山形

青森 山形 東京 千葉 神奈川 秋田 ― 千葉 神奈川 東京

福井 東京 群群馬馬 愛知 大阪 山形 ― 愛知 大阪 群群馬馬

愛知 神奈川 新潟 神奈川 千葉 福島 ― 神奈川 千葉 新潟

秋田 秋田 埼玉 福岡 京都 茨城 ― 福岡 京都 埼玉

山形 新潟 秋田 岡山 福井 栃木 ― 北海道 北海道 秋田

岩手 埼玉 兵庫 兵庫 福岡 群群馬馬 ―― 兵庫 福井 兵庫

神奈川 兵庫 岩手 愛媛 岡山 埼玉 ― 岡山 福岡 岩手

埼玉 愛知 神奈川 岐阜 三重 千葉 ― 愛媛 岡山 神奈川

大阪 岩手 福岡 京都 鹿児島 東京 ― 長野 兵庫 福岡

岐阜 群群馬馬 愛知 茨城 兵庫 神奈川 ― 岐阜 三重 愛知

福岡 福井 大阪 鹿児島 静岡 山梨 ― 京都 鹿児島 大阪

山梨 山梨 富山 広島 広島 新潟 ― 茨城 長野 富山

兵庫 福岡 岡山 静岡 栃木 長野 ― 鹿児島 静岡 岡山

群群馬馬 大阪 岐阜 北海道 愛媛 富山 ― 広島 栃木 岐阜

京都 栃木 栃木 三重 和歌山 石川 ― 静岡 岐阜 栃木

栃木 岡山 山梨 大分 岐阜 福井 ― 三重 広島 山梨

岡山 岐阜 京都 石川 北海道 静岡 ― 大分 愛媛 京都

富山 宮城 三重 富山 大分 愛知 ― 富山 和歌山 三重

茨城 富山 滋賀 和歌山 山口 三重 ― 石川 大分 滋賀

宮城 滋賀 福島 奈良 香川 岐阜 ― 岩手 山口 福島

福島 福島 茨城 熊本 長崎 滋賀 ― 奈良 香川 茨城

千葉 京都 愛媛 香川 奈良 京都 ― 熊本 長崎 愛媛

愛媛 三重 福井 滋賀 熊本 大阪 ― 和歌山 奈良 福井

滋賀 千葉 千葉 栃木 宮城 兵庫 ― 栃木 宮城 千葉

三重 石川 広島 宮城 滋賀 奈良 ― 香川 熊本 広島

徳島 愛媛 石川 岩手 佐賀 和歌山 ― 宮城 滋賀 石川

石川 広島 鹿児島 佐賀 石川 鳥取 ― 滋賀 岩手 鹿児島

香川 徳島 鳥取 長野 富山 島根 ― 群群馬馬 山形 鳥取

静岡 静岡 徳島 山口 岩手 岡山 ― 佐賀 佐賀 徳島

奈良 奈良 宮城 群群馬馬 福島 広島 ― 山形 新潟 宮城

鳥取 鳥取 静岡 宮崎 長野 山口 ― 山口 石川 静岡

島根 島根 奈良 鳥取 山梨 香川 ― 山梨 富山 奈良

広島 香川 島根 山梨 山形 徳島 ― 新潟 山梨 島根

佐賀 佐賀 佐賀 長崎 沖縄 愛媛 ― 秋田 群群馬馬 佐賀

長崎 長崎 熊本 山形 島根 高知 ― 宮崎 福島 熊本

熊本 熊本 大分 秋田 新潟 福岡 ― 鳥取 島根 大分

大分 大分 沖縄 沖縄 宮崎 佐賀 ― 長崎 宮崎 沖縄

宮崎 宮崎 香川 新潟 群群馬馬 長崎 ― 青森 沖縄 香川

和歌山 和歌山 和歌山 福島 鳥取 熊本 ― 沖縄 鳥取 和歌山

山口 山口 山口 徳島 高知 大分 ― 福島 秋田 山口

高知 高知 高知 青森 徳島 宮崎 ― 徳島 青森 高知

鹿児島 鹿児島 長崎 島根 秋田 鹿児島 ― 島根 高知 長崎

沖縄 沖縄 宮崎 高知 青森 沖縄 ― 高知 徳島 宮崎

※天皇杯順位は空位となったため、参考順位

７３回 ７４回 ７５回 ７３回 ７４回 ７５回 ７３回 ７４回 ※７５回

９９．．第第７７５５回回国国民民体体育育大大会会冬冬季季・・本本大大会会　　男男女女　　総総合合成成績績（（天天皇皇杯杯））

冬季大会終了時 本大会のみ 男女総合成績（天皇杯得点） 人 口

単位：千人
順
位

順

位

順

位

− 51−



県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点 県名 得点

長野 長野 北海道 福井 茨城 北海道 ― 福井 茨城 北海道

北海道 北海道 長野 東京 東京 青森 ― 東京 東京 長野

東京 茨城 山形 大阪 愛知 岩手 ― 大阪 愛知 山形

愛知 愛知 群群馬馬 愛知 埼玉 宮城 ― 愛知 埼玉 群群馬馬

山形 山形 青森 埼玉 大阪 秋田 ― 埼玉 大阪 青森

山梨 東京 愛知 神奈川 京都 山形 ― 神奈川 京都 愛知

大阪 山梨 秋田 千葉 千葉 福島 ― 千葉 千葉 秋田

福岡 兵庫 東京 兵庫 神奈川 茨城 ― 福岡 兵庫 東京

岩手 福岡 神奈川 福岡 兵庫 栃木 ― 兵庫 神奈川 神奈川

秋田 青森 福岡 愛媛 福岡 群群馬馬 ―― 愛媛 福岡 福岡

京都 秋田 岩手 岡山 福井 埼玉 ― 長野 福井 岩手

埼玉 新潟 兵庫 静岡 鹿児島 千葉 ― 岡山 鹿児島 兵庫

群群馬馬 岩手 岡山 茨城 愛媛 東京 ― 静岡 愛媛 岡山

新潟 福井 大阪 鹿児島 広島 神奈川 ― 茨城 長野 大阪

兵庫 群群馬馬 新潟 広島 岡山 山梨 ― 北海道 岡山 新潟

青森 神奈川 福島 岐阜 岐阜 新潟 ― 鹿児島 広島 福島

福井 大阪 山梨 三重 三重 長野 ― 岐阜 北海道 山梨

神奈川 福島 京都 石川 静岡 富山 ― 広島 岐阜 京都

富山 埼玉 茨城 京都 長崎 石川 ― 京都 静岡 茨城

千葉 京都 富山 長野 石川 福井 ― 三重 三重 富山

岐阜 岡山 千葉 北海道 大分 静岡 ― 群群馬馬 群群馬馬 千葉

愛媛 宮城 滋賀 群群馬馬 群群馬馬 愛知 ― 石川 石川 滋賀

福島 千葉 愛媛 富山 栃木 三重 ― 山形 山形 愛媛

茨城 広島 埼玉 栃木 北海道 岐阜 ― 富山 大分 埼玉

宮城 岐阜 広島 熊本 鳥取 滋賀 ― 岩手 長崎 広島

栃木 滋賀 鳥取 大分 和歌山 京都 ― 栃木 栃木 鳥取

静岡 富山 三重 香川 佐賀 大阪 ― 熊本 鳥取 三重

滋賀 栃木 岐阜 山形 山形 兵庫 ― 香川 滋賀 岐阜

奈良 石川 静岡 奈良 滋賀 奈良 ― 大分 和歌山 静岡

鳥取 静岡 宮城 山口 長野 和歌山 ― 奈良 佐賀 宮城

島根 鳥取 栃木 岩手 山口 鳥取 ― 山口 岩手 栃木

岡山 島根 福井 佐賀 富山 島根 ― 佐賀 富山 福井

広島 香川 奈良 長崎 熊本 岡山 ― 山梨 山口 奈良

香川 愛媛 島根 和歌山 岩手 広島 ― 長崎 熊本 島根

佐賀 佐賀 熊本 滋賀 奈良 山口 ― 滋賀 山梨 熊本

熊本 熊本 沖縄 宮城 福島 香川 ― 宮城 福島 沖縄

石川 三重 石川 鳥取 香川 徳島 ― 和歌山 青森 石川

三重 奈良 和歌山 宮崎 宮城 愛媛 ― 鳥取 宮城 和歌山

和歌山 和歌山 山口 沖縄 宮崎 高知 ― 秋田 香川 山口

山口 山口 香川 山梨 山梨 福岡 ― 宮崎 奈良 香川

徳島 徳島 徳島 徳島 青森 佐賀 ― 新潟 新潟 徳島

高知 高知 高知 秋田 徳島 長崎 ― 沖縄 宮崎 高知

長崎 大分 佐賀 新潟 沖縄 熊本 ― 青森 秋田 佐賀

大分 宮崎 長崎 福島 島根 大分 ― 徳島 島根 長崎

宮崎 鹿児島 大分 青森 新潟 宮崎 ― 福島 徳島 大分

沖縄 沖縄 鹿児島 島根 秋田 鹿児島 ― 島根 沖縄 鹿児島

鹿児島 長崎 宮崎 高知 高知 沖縄 ― 高知 高知 宮崎

※天皇杯順位は空位となったため、参考順位

７３回 ７４回 ７５回 ７３回 ７４回 ７５回 ７３回 ７４回 ※７５回

順

位

順

位

１１００．．第第７７５５回回国国民民体体育育大大会会冬冬季季・・本本大大会会女女子子総総合合（（皇皇后后杯杯））

冬季大会終了時 本大会のみ 女子総合成績（皇后杯得点）
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（単位：人）

ぐんまアリーナ

メインフロア

ミーティングルーム

ぐんま武道館

道   場

弓道場

弓道場会議室

多目的室

武道館会議室

サブアリーナ

サブフロア

相撲場

フェンシング場

ボクシング場

レスリング場

ウェイトリフティング場

トレーニング室

卓球室

本　館

スポーツルーム

多目的ルーム

プレイルーム

会議室・研修室

アイスアリーナ

テニスコート

テニスコート会議室

ふれあいグラウンド

宿泊室

アーチェリー場

アーチェリー場多目的室

合　　　計

前年同期 前年

人数 構成比 （人） 同期比

ぐんまアリーナ

メインフロア

ミーティングルーム

ぐんま武道館

道   場

弓道場

弓道場会議室 －

多目的室

武道館会議室

サブアリーナ

サブフロア

相撲場

フェンシング場

ボクシング場

レスリング場

ウェイトリフティング場

トレーニング室

卓球室

本　館

スポーツルーム

多目的ルーム

プレイルーム

会議室・研修室

アイスアリーナ

テニスコート

テニスコート会議室

ふれあいグラウンド

宿泊室

アーチェリー場

アーチェリー場多目的室 －

合　　　計

特記事項 *2020年4月1日から2020年4月14日の期間は新型コロナ対策のため一部会議室を除き全館休館

11．令和２年度 群馬県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ- 利用者数（年報）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 1１月

1２月 １月 ２月 ３月
合計
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（単位：人）

ぐんまアリーナ

メインフロア

ミーティングルーム

ぐんま武道館

道   場

弓道場

弓道場会議室

多目的室

武道館会議室

サブアリーナ

サブフロア

相撲場

フェンシング場

ボクシング場

レスリング場

ウェイトリフティング場

トレーニング室

卓球室

本　館

スポーツルーム

多目的ルーム

プレイルーム

会議室・研修室

アイスアリーナ

テニスコート

テニスコート会議室

ふれあいグラウンド

宿泊室

アーチェリー場

アーチェリー場多目的室

合　　　計

前年同期 前年

人数 構成比 （人） 同期比

ぐんまアリーナ

メインフロア

ミーティングルーム

ぐんま武道館

道   場

弓道場

弓道場会議室 －

多目的室

武道館会議室

サブアリーナ

サブフロア

相撲場

フェンシング場

ボクシング場

レスリング場

ウェイトリフティング場

トレーニング室

卓球室

本　館

スポーツルーム

多目的ルーム

プレイルーム

会議室・研修室

アイスアリーナ

テニスコート

テニスコート会議室

ふれあいグラウンド

宿泊室

アーチェリー場

アーチェリー場多目的室 －

合　　　計

特記事項 *2020年4月1日から2020年4月14日の期間は新型コロナ対策のため一部会議室を除き全館休館

11．令和２年度 群馬県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ- 利用者数（年報）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 1１月

1２月 １月 ２月 ３月
合計

（単位：円）

ぐんまアリーナ

メインフロア

ミーティングルーム

ぐんま武道館

道   場

弓道場

弓道場会議室

多目的室

武道館会議室

サブアリーナ

サブフロア

相撲場

フェンシング場

ボクシング場

レスリング場

ウェイトリフティング場

トレーニング室

卓球室

本　館

スポーツルーム

多目的ルーム

会議室・研修室

アイスアリーナ

テニスコート

テニスコート会議室

ふれあいグラウンド

アーチェリー場

多目的室

宿泊室

その他

合　　　計

前年同期 前年

金額 構成比 （円） 同期比

ぐんまアリーナ

メインフロア

ミーティングルーム

ぐんま武道館

道   場

弓道場

弓道場会議室

多目的室

武道館会議室

サブアリーナ

サブフロア

相撲場

フェンシング場

ボクシング場

レスリング場

ウェイトリフティング場

トレーニング室

卓球室

本　館

スポーツルーム

多目的ルーム

会議室・研修室

アイスアリーナ

テニスコート

テニスコート会議室

ふれあいグラウンド

アーチェリー場

多目的室

宿泊室

その他

合　　　計
特記事項     　・「その他」は付属設備、ロッカー、プリペードカード、照明券。　
                     ・2020年4月1日から2020年4月14日の期間は新型コロナ対策のため一部会議室を除き全館休館

1２月 １月 ２月 ３月
合計

12．令和２年度 群馬県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ- 使用料収入額（年報）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 1１月
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１３．群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク利用者数（スポーツ、スポーツ以外）
単位:人

スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外

屋内第1リンク
屋内第2リンク
屋外リンク
リンクハウス
個人利用

スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外

屋内第1リンク
屋内第2リンク
屋外リンク
リンクハウス
個人利用

人数 構成比 人数 構成比 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外

屋内第1リンク
屋内第2リンク
屋外リンク
リンクハウス
個人利用

合計

群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク使用料収入（スポーツ、スポーツ以外）
単位:円

スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外

屋内第1リンク
屋内第2リンク
屋外リンク
個人利用
ロッカー

スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外

屋内第1リンク
屋内第2リンク
屋外リンク
個人利用
ロッカー

金額 構成比 金額 構成比 スポーツ スポーツ以外 スポーツ スポーツ以外

屋内第1リンク
屋内第2リンク
屋外リンク
個人利用
ロッカー

合計

3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 1月 2月

合計 前年度
スポーツ スポーツ以外 人数 前年同期比

3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 1月 2月

合計 前年度
スポーツ スポーツ以外 使用料収入 前年同期比
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当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産
現金 1,828,500 1,600,000 228,500

普通預金 112,298,004 87,671,250 24,626,754

未収金 15,206,028 58,023,232 △ 42,817,204

　　　流動資産合計 129,332,532 147,294,482 △ 17,961,950

　２　固定資産

　　　　（１）基本財産

投資有価証券 698,998,460 709,227,866 △ 10,229,406

定期預金 20,821,079 20,891,673 △ 70,594

普通預金 10,300,000 0 10,300,000

　　　基本財産合計 730,119,539 730,119,539 0

　　　　（２）特定資産

土　地 1,395,702 1,395,702 0

319,306,260 319,341,466 △ 35,206

退職給付引当資産 41,253,306 22,916,363 18,336,943

減価償却引当資産 12,788,121 11,791,413 996,708

2,724,280 3,914,280 △ 1,190,000

1,790,000 2,088,000 △ 298,000

　　　特定資産合計 379,257,669 361,447,224 17,810,445

　　　　（３）その他の固定資産

車両運搬具 3 408,181 △ 408,178

工具器具備品 3,187,546 3,776,076 △ 588,530

電話加入権 240,900 240,900 0

ソフトウエア 1 1 0

預託金 23,460 23,460 0

　　　その他の固定資産合計 3,451,910 4,448,618 △ 996,708

　　　固定資産合計 1,112,829,118 1,096,015,381 16,813,737

　　　資産合計 1,242,161,650 1,243,309,863 △ 1,148,213

Ⅱ　負債の部

　１　流動負産

未払金 51,542,009 83,177,508 △ 31,635,499

預り金 546,873 1,264,268 △ 717,395

賞与引当金 9,462,210 8,780,302 681,908

　　　流動負債合計 61,551,092 93,222,078 △ 31,670,986

　２　固定負債

退職給付引当金 76,880,978 65,621,178 11,259,800

　　　固定負債合計 76,880,978 65,621,178 11,259,800

　　　負債合計 138,432,070 158,843,256 △ 20,411,186

Ⅲ　正味財産の部

　１　指定正味財産

地方公共団体出捐金 602,700,000 602,700,000 0

一般寄付金 128,815,241 128,815,241 0

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ選手支援寄付金 2,724,280 3,914,280 △ 1,190,000

1,790,000 2,088,000 △ 298,000

　　　指定正味財産合計 736,029,521 737,517,521 △ 1,488,000

　（うち基本財産への充当額） ( 730,119,539 ) ( 730,119,539 ) ( 0 )

　（うち特定資産への充当額） ( 5,909,982 ) ( 7,397,982 ) ( △ 1,488,000 )

　２　一般正味財産 367,700,059 346,949,086 20,750,973

　（うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　（うち特定資産への充当額） ( 332,094,381 ) ( 331,132,879 ) ( 961,502 )

　　　正味財産合計 1,103,729,580 1,084,466,607 19,262,973

　　　負債及び正味財産合計 1,242,161,650 1,243,309,863 △ 1,148,213

ぐんまのｽﾎﾟｰﾂ環境整備等支援事業積立

ぐんまのｽﾎﾟｰﾂ環境整備等支援寄付金

貸貸借借対対照照表表
令和３年３月３１日現在

（単位：円）

科　　　　　　　　　　　　目

あかぎ国体記念ｽﾎﾟｰﾂ振興基金

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ選手支援事業積立
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（単位：円）
当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

　　（１）経常収益
　　　　　　　　①①基基本本財財産産運運用用益益 77,,772277,,001199 77,,772266,,119922 882277

　基本財産受取利息 7,727,019 7,726,192 827

　　　　　　　　②②特特定定資資産産運運用用益益 22,,889933,,779933 22,,995522,,222211 △△  5588,,442288

　特定資産受取利息 3,867 6,913 △ 3,046

　基金運用受取利息 2,889,926 2,945,308 △ 55,382

　　　　　　    ③③受受取取補補助助金金 119955,,332233,,558822 335500,,228877,,992200 △△  115544,,996644,,333388

　県補助金 93,813,646 99,280,092 △ 5,466,446

  県国体参加補助金 2,440,260 53,634,457 △ 51,194,197

　県競技力向上対策補助金 95,937,676 190,980,091 △ 95,042,415

　日ス協補助金 3,132,000 6,393,280 △ 3,261,280

　　　　　　    ④④受受取取委委託託料料 339933,,000033,,112244 338877,,448833,,441199 55,,551199,,770055

392,259,880 379,087,000 13,172,880

　事業委託料 5,684 8,229,291 △ 8,223,607

　日ス協委託料 737,560 167,128 570,432

　　　　　　　　⑤⑤事事業業収収益益 229988,,000000 33,,118888,,226600 △△  22,,889900,,226600

　自主事業収益 298,000 3,188,260 △ 2,890,260

　　　　　　　　⑥⑥受受取取負負担担金金 77,,112277,,224477 1122,,667722,,660022 △△  55,,554455,,335555

　加盟団体負担金 3,290,000 3,270,000 20,000

　負担金 3,837,247 3,773,662 63,585

　参加者負担金 0 5,628,940 △ 5,628,940

　　　　　　　　⑦⑦受受取取寄寄付付金金 55,,448888,,000000 66,,111188,,007722 △△  663300,,007722

　寄付金 700,000 1,238,072 △ 538,072

　受取寄付金振替額 4,788,000 4,880,000 △ 92,000

　　　　　　　　⑧⑧受受取取会会費費 11,,110055,,000000 11,,006600,,000000 4455,,000000

　賛助会費 1,105,000 1,060,000 45,000

　　　　　　　　⑨⑨受受取取登登録録料料 1122,,882233,,440000 1144,,888811,,330000 △△  22,,005577,,990000

　スポ少登録料 12,823,400 14,701,300 △ 1,877,900

　トレーナー登録料 0 180,000 △ 180,000

　　　　　　　　⑩⑩施施設設利利用用料料収収入入 2288,,116655,,771100 6600,,223355,,222200 △△  3322,,006699,,551100

　施設利用料収入 28,165,710 60,235,220 △ 32,069,510

　　　　　　　　⑪⑪雑雑収収益益 33,,449944,,559911 22,,770055,,993322 778888,,665599

　雑収益 2,628,741 1,770,082 858,659

　還元金 25,850 95,850 △ 70,000

　広告料 840,000 840,000 0

　経常収益計 657,449,466 849,311,138 △ 191,861,672

　　（２）経常費用

　　　　　　　　①①事事業業費費 662222,,444488,,225599 882266,,226611,,335544 △△  220033,,881133,,009955

　役員報酬 2,952,596 2,962,320 △ 9,724

　非常勤職員報酬 54,366,544 42,386,300 11,980,244

　給料 54,858,096 61,540,407 △ 6,682,311

　手当 21,175,430 25,019,481 △ 3,844,051

　賞与引当金繰入 8,799,855 7,946,173 853,682

　退職給付費用 10,637,548 15,921,503 △ 5,283,955

正正味味財財産産増増減減計計算算書書
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

科　　　　　　　目

　指定管理運営事業委託料
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　法定福利費 23,410,581 23,551,737 △ 141,156

　厚生福利費 225,725 210,779 14,946

　臨時雇用賃金 3,966,197 5,892,093 △ 1,925,896

　報償費 9,844,000 17,161,900 △ 7,317,900

　旅費交通費 2,356,547 57,377,175 △ 55,020,628

　食糧費 69,350 1,233,854 △ 1,164,504

　消耗品費 14,478,377 17,672,014 △ 3,193,637

　燃料費 20,557,909 19,371,538 1,186,371

　印刷製本費 1,363,158 3,134,318 △ 1,771,160

　光熱水費 87,021,779 119,845,899 △ 32,824,120

　修繕費 14,806,137 12,947,340 1,858,797

　通信運搬費 2,074,466 2,515,113 △ 440,647

　減価償却費 996,708 1,099,676 △ 102,968

　手数料 2,317,004 1,117,219 1,199,785

　筆耕翻訳料 33,600 66,800 △ 33,200

　保険料 2,778,390 3,110,410 △ 332,020

　委託料 156,071,256 159,485,720 △ 3,414,464

　使用料賃借料 17,223,513 17,687,011 △ 463,498

　負担金補助及び交付金 97,867,693 196,231,074 △ 98,363,381

　租税公課 12,195,800 10,773,500 1,422,300

　　　　　　　　②②管管理理費費 1144,,225500,,223344 2211,,771122,,665599 △△  77,,446622,,442255

　役員報酬 1,968,397 1,974,880 △ 6,483

　給料 4,129,104 6,460,043 △ 2,330,939

　手当 1,357,820 2,626,354 △ 1,268,534

　賞与引当金繰入 662,355 834,129 △ 171,774

　退職給付費用 622,252 1,384,479 △ 762,227

　法定福利費 839,424 1,265,688 △ 426,264

　厚生福利費 8,373 11,561 △ 3,188

　旅費交通費 129,959 764,936 △ 634,977

　交際費 49,500 152,300 △ 102,800

　食糧費 0 730,572 △ 730,572

　消耗品費 396,291 223,426 172,865

　燃料費 25,918 14,001 11,917

　印刷製本費 0 0 0

　光熱水費 203,594 337,541 △ 133,947

　修繕費 135,919 2,420 133,499

　通信運搬費 146,815 201,176 △ 54,361

　減価償却費 0 0 0

　手数料 295,305 300,896 △ 5,591

　保険料 53,150 29,350 23,800

　委託料 904,829 892,377 12,452

　使用料賃借料 1,308,029 2,371,170 △ 1,063,141

　負担金補助及び交付金 528,500 907,060 △ 378,560

　租税公課 484,700 228,300 256,400

経常費用計 636,698,493 847,974,013 △ 211,275,520

当期経常増減額 20,750,973 1,337,125 19,413,848
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　２　経常外増減の部

　　（１）経常外収益

基本財産評価益 0 0 0

固定資産売却益 0 0 0

固定資産受贈益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

　　（２）経常外費用

基本財産評価損 0 0 0

固定資産除却損 0

経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0

　当期一般正味財産増減額 20,750,973 1,337,125 19,413,848

　一般正味財産期首残高 346,949,086 345,611,961 1,337,125

　一般正味財産期末残高 367,700,059 346,949,086 20,750,973

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 7,727,019 7,726,192 827

　基本財産受取利息 7,727,019 7,726,192 827

受取寄付金 3,300,000 3,980,000 △ 680,000

国体支援事業積立金取崩 1,488,000 900,000 588,000

　国体支援事業積立金取崩 1,488,000 900,000 588,000

一般正味財産への振替額

  一般正味財産への振替額 △ 12,515,019 △ 12,606,192 91,173

当期指定正味財産増減額 △ 1,488,000 △ 900,000 △ 588,000

指定正味財産期首残高 737,517,521 738,417,521 △ 900,000

指定正味財産期末残高 736,029,521 737,517,521 △ 1,488,000

Ⅲ　正味財産期末残高 1,103,729,580 1,084,466,607 19,262,973
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公益財団法人群馬県スポーツ協会

シンボルマーク

群馬（ぐんま）の「ぐ」をモチーフに、スポーツの持つ明るく

躍動感あふれるイメージを表現した。青はスポーツのさわやかさと

元気、赤は情熱、緑は若さと健康を表す。
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